


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





















　目次




序　章

第一章　白髪頭と手榴弾

第二章　後悔しない男

第三章　退屈は人を殺すか

第四章　赤い右目に映るもの

第五章　渋谷周辺非常事態

第六章　銀は目覚める

終　章

あとがき







[image: ダブルブリッド]







[image: 序章]






















　胸に空くう洞どうが空いていた。右の肺がない。

　肺を持ち去られてから、もう何日経過したんだろう。縛しばり付けられ、何本ものコードを体内に入れられ、食事も、水分の補給もない。瞼まぶたを開けるのも辛つらい。

　だから目を閉じていた。

　でも、僕ぼくはまだ生きている。もう、生きたくないのに。

　死にたかった。

「残念なことだ。再生がないとは」

　そんな声が聞こえた。もう、どうでもよかった。

「ヒト遺い伝でん子しが多い分、肉体的には人間に近いからでしょう」

　だから、どうした。

「肉体の方はまだ大丈夫ですが、脳はかなり……」

　そこまで追い込んだのは、お前たちだろう！

「……そろそろ限界、か。例の件、了承していいな」

　何のことだか……勝手に言ってろ。

「セカンド。精神状態はどうかね」

　精神。何が〝どうかね〟だ。発狂しないのが恨めしいくらいだ。

　まだ、正気だ。でも、本当に〝正気〟だか、わかるもんか。

　毎日こんなことやってる、お前らは〝正気〟なのかよ？

「君がここに来て三年になる」

　来た？　閉じ込めたんだろうが。

「どうだ、そろそろ外の空気が恋しくはないか？」

　外……。外……！　毎日、毎日、僕の目には天井しか見えない……。

　今、目を開いても、見えるのは天井と。

　僕の体を開ける、忌々しい奴やつらだけ。

「君を捕まえた面々は……元気だぞ」

　奴…あいつだけは……！　そう……あいつだけは……！

　顎あごを固定する拘束具が、歯は嚙がみを邪じや魔ました。

「……ヒトを無気力状態から回復させるには、憎悪が最適か」

　殺してやる……殺してやる……！

「そう……彼女がいれば、君は……自由だ。肺も返却しよう」

　自由……こいつらの言うことなんか……。

　でも……。こんな所で内臓さらすよりは、よっぽどましだ。

　僕ぼくの代わりに、奴やつの内臓ぶちまけてやる！

「では、三年間の遅れを取り戻そう」
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　だから、僕は目を見開いた。

　僕が殺したい、そいつの名は……。
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　寒い夜だ、と片かた倉くら優ゆう樹きは空を見上げて思った。暗あん澹たんとした東京湾から吹き付ける風は身を切るようだ。ロングコートの襟えりを立て、帽子が飛ばされないように手で押さえ付ける。

　二百メートルほど離れている現場の方を見やった。警けい視し庁ちよう、大おお田た区警、そして、緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊。多くの警察官たちが、やがて決定する達たつ示しを待っている。優樹もその一人だが、現場にいても受け入れられることのない意見を言わされるだけなので、ぼんやりと海や空を眺ながめていた。

「片倉巡査部長！」

　誰だれかが走ってくるのが見えた。進展があったのだろうか。期待を持って指の関節を鳴らす。近付いてきたのは、緊急捕縛部隊の戦せん闘とう用装備を着た男だった。

（無理して走らなくてもいいのに）

　彼らが着用する黒いボディアーマーは、対ＮＢＣ戦用防ぼう護ご服を近距離戦闘にも対応できるよう改良を加えたものだ。上衣だけで十キロ近い重量があり、ズボンやブーツ、防護マスク付きヘルメットも合わせると二十キロを超える。そんなものを着たまま走るのは、常人にとって少々辛つらいことを優樹は知っていた。

　彼が走る距離を縮ちぢめるため自分から近付く。それを見た男は走るのをやめて、優樹に歩み寄った。ヘルメットを外した額ひたいには多量の汗が滲にじんでいる。それでもあまり呼吸が乱れていないのは、日ひ頃ごろの訓練の成果なのだろう。その顔に見覚えはあるが、名前はわからなかった。優樹の顔と名前は警視庁だけではなく警察庁、内閣府にまでも知られていたが。

　目の前に立つ緊急捕縛部隊員も優樹のことは知っているらしく、多少緊張の色が見えた。敬礼をする手がぎこちない。優樹は去年の合同訓練のことを思い浮かべ、この青年がいたような記き憶おくを探り出した。ならば、自分を恐れるのも少しは納得できる。

「どうですか、方針は決まったんですか？」

　優樹が見上げると、彼はおどおどと視線を逸そらした。

（自分より小さい女の子相手に、何びびってるんだか）

　内心で呟つぶやく。

「あの、隊長が今後の対策について相談を……」

「対策って言っても、関係省庁の意向が重視されるんでしょうが」

　顔と口調が不ふ機き嫌げんになってしまったことを、優樹は少しだけ後悔した。青年は脂汗を流して歯を食いしばっている。

「……とにかく、私は隊長さんの所に行けばいいですね」

　青年に背を向け、現場の方へと歩き出す。疎んじられることには慣れているが、少々気分が沈む。苛いら立だちで上昇した体温を低下させるため、大きく深呼吸をしながらゆっくりと歩いた。

　東京国際空港新Ｃ滑走路上は、それなりの静寂に包まれていた。空港局からだいぶ離れ、東京湾にもっとも近い場所であるからだろう。遮しや蔽へい物がなく広い空間であるため、通常よりも余裕を持って現場設営がされていた。〝目標〟を中心にして半径五百メートルの円周をロープで張り巡らせ、さらにその周りを警けい察さつ官たちが等間隔で立っている。切迫した空気が彼らの間には流れていた。

　どうせ役に立たないのだから通常任務についていてほしい、と優ゆう樹きは思う。余計な人件費を使うくらいなら緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊に予算を回して、彼らの質を上げる方がはるかに効率がいい。そんなことを考えながら、緊急捕縛部隊の隊長を目で捜した。

　右手で電子双そう眼がん鏡きようを構かまえ、左脇わきには『ＥＡＴ』の三文字をペイントしたヘルメットを抱えた長身の男を見付け、優樹は近寄って声をかける。

「どんな調子ですか、赤あか川がわさん」

　Emergency Arrest Team、略称ＥＡＴ隊長の赤川は、双眼鏡から目を離して優樹を見下ろした。いかつい顔をした壮年の男性である。角張った顎あごにびっしりと生やした鬚ひげが、彼の威い厳げんを増していた。優樹の身長は百五十センチ強だが、赤川は百八十センチを超える背丈の持ち主だ。上目遣いにならないよう、優樹は真っ直すぐに赤川を見上げる。

「片かた倉くら巡査部長、敬礼」

「ああ、そうでしたね」

　優樹は敬礼が嫌きらいだ。階級が上だから、という理由だけで『敬意を表して礼をする』ことなどできない。それを面と向かって注意するのは赤川だけであり、だからこそ優樹は彼に対してだけは心から敬礼をすることができた。今はただ、忘れていただけである。

「捕縛の用意を開始した」

　優樹が敬礼をすると、赤川はまた双眼鏡を構えた。赤外線受光システムを組み込み、暗い場所でも遠方を見通すことができる代物だ。

「委員会は活動区域まで送そう還かんすることを決定した。教育科学技術省がサンプルを採取した後でな」

「国際法で決められていますからね。でも捕縛前から解放することが決まっているのも馬ば鹿からしいと思いません？　体張るのは赤川さんたちなのに」

「巡査部長、君は自分の職務に誇りを持っていないのか」

　赤川の非難めいた口ぶりに、優樹は肩をすくめた。

「それなりに持ってますよ。ただ、なんとなく腹が立っただけです」

　赤川は、それ以上優樹の言動を追及しなかった。

「他ほかの省庁は、また無理なこと言ってないでしょうね？」

「……農林水産省は検疫をしたがっている」

「いつものことですね……」

　大きくあくびをする。腕時計を見ると、午前二時を回っていた。

「赤あか川がわさん、京けい浜ひん急行の始発って何時でしたっけ」

「始発までに解決すればいいのだが」

　優ゆう樹きは怪け訝げんな顔で赤川を見た。赤川は〝目標〟から視線を動かさない。

「いつも二時間かからないじゃないですか？　乱暴な話、麻酔銃撃うち込んで、寄ってたかって引き摺ずって、護ご送そう車に放り込んだら終わりでしょう。私は万が一のために呼ばれた……んですよね？」

　捕ほ縛ばくはあくまで緊きん急きゆう捕縛部隊の任務だ。とくに警けい視し庁ちようのＥＡＴは、優樹が介入しなくとも多くの捕縛を独力でこなしてきた優秀な部隊だ。今回は警察庁直々の要よう請せいがあったのでここにいるが、優樹は手を出す気はない。

「……目標は、麻酔に耐性を持っている」

　一秒間考えてから、優樹は一つの結論を導みちびき出す。

「耐性……って、まさか密輸生物……ですか」

「その通り。業者は逮捕済みだ。麻酔を大量投与して豪州大陸から空輸したそうだ。目標の呼称はヨーウィー。羽はね田だに到着後、麻酔が弱くなり逃走。施設の一部を破は壊かいし、現在は我々の五百メートル前方で熟じゆく睡すい中だ」

「……向こうの税関は何やってんでしょうね。で、日本国内の誰だれがそのヨーウィーを買おうとしたんですか？」

「それは私や君の管かん轄かつではないな」

「ごもっとも」

　優樹は軽く両手を挙げた。そんなおどけた態度を無視して赤川は話を続ける。

「容疑者曰いわく、豪州で検疫伝染病の有無を確認したらしい。とくにそれらしい病気には感染していないそうだ」

「ああ、だから対ＮＢＣ装備をしていない一般警察官が多いんですね。赤川さんもヘルメットしてないし……それにしても困りましたね」

　優樹は帽子を取って頭をかいた。短く刈り込まれやや毛先がはねたその頭髪は真っ白で、黒い毛髪は一本もない。十代半ばにしか見えない彼女の外見と比較すると、ひどく不ふ均きん衡こうだ。実じつ年ねん齢れいは二十五歳だがそれを知っている赤川でさえ、彼女の年がいくつなのかわからなくなる時があった。

「狭い所に押し込められ、死に物狂いで暴れて、広い所に出たから気が抜けて、残ってた麻酔の効き目で眠っちゃったんでしょうかね。でも、一度効果のあったものは二度目は効きませんよ」

「わかっている。通常の作戦は適用できない。だから今回の作戦には君の全面協力を必要とする。ＥＡＴの独力では、解決は不可能だ」

　双そう眼がん鏡きようから目を離し、顔を優ゆう樹きに向ける。赤あか川がわは自分たちの力の限界を知っていた。そして組織の体面よりも、事件の早期解決を重んじる。優樹にとって、それは好ましい態度であった。

　縄なわ張ばりや面子メンツを重視して解決できるはずの事件を迷宮入りにしてしまう警けい察さつなど、優樹は大嫌きらいだった。

「では具体的な話をしましょうか。この風だと催涙ガスが使えないですね」

　風が強い屋外ではガスはすぐに拡散してしまい、効果は薄うすい。液状ガスもあるが、至近距離まで近付かなければまず当たらない。

「催涙ガスだけではない。無傷捕ほ縛ばく要よう請せいがあったから、特殊閃せん光こう音おん響きよう弾と捕縛網、捕縛専用特殊ワイヤー綱しか使えない。発砲は許可されているが、ゴム弾のみだ」
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「無傷捕縛って、誰だれがそんな無む茶ちやなことを言うんですか」

「在日豪州大使だ。豪州は大阪条約を批准しているからな。そう言う権利がないこともない……そう、怒らないでほしい」

　やや丸みをおびた、愛あい嬌きようのある顔立ちの優樹が怒って見せても迫力はない。それでも睨にらまれた赤川は率直に謝あやまった。

「赤あか川がわさんに怒ったんじゃないです。無む茶ちや言う上の人たちに腹が立ったんです……これで国交が悪化したら、私たちの責任なんでしょうか？」

「その時は外務省に任せよう。では、我々に許された人員と装備ででき得る作戦を考案しよう」

「それはいいんですけど、そちらの隊員さんたちに私を必要以上に怖がるなって言ってもらえません？　一応、共同戦線張るんですから」

「……残念だが、それは無理だ。私も君のことを恐ろしく思う時がある。自分にできんことを部下にまで強要できない」

「あなたのそういう正直なところ、好きですよ」

　優ゆう樹きの言葉はお世辞ではない。優樹が今まで知り合った人間たちは、彼女を必要以上に恐れた。〝そこに存在する〟という理由だけで。赤川が優樹を恐れる時には、彼女が納得できる理由があった。

「私には妻と子がいるのだが……」

「いや、それは別にどうでもいいんですけど」




　緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊第一班に所属する山やま崎ざき太た一いち朗ろうは、隊長と白髪頭の少女が真剣な表情で話し合っているのを視野の片隅に入れた。彼が本来見ていなければならないのは、約五百メートル先にいる〝目標〟なのだ。ヘルメットのバイザーには赤外線受光システムが付いているものの、望遠装置はない。寒い海風が吹く中を、動かない目標の熱源を見るために立ち続けているのはひどく根気のいる任務だった。ここまで忍耐力を総動員したのは、今年参加した成人式でお偉い方の話を聞いている時以来だ。短気な太一朗としては、早く決着をつけたい。

　対特とく遺い生せい物ぶつ戦用防ぼう護ご服のおかげで、寒さはあまり感じない。重くかさばる動きづらい邪じや魔まな防具だと思っていたが、冬場にじっとしている時だけは役に立つ。この装備で冬しか体験していない太一朗は、夏にこれを着ることを考えると少々気が滅め入いった。

「山崎、交代だ」

　二年先せん輩ぱいの木き島じまが赤川たちのいる方向から歩いてくる。太一朗はバイザーを上げ、抱えていたレミントンＭ８７０散弾銃を下ろした。

「どうだ、根性のいる仕事だろ？　いつ動くかわからない、未知の目標を見張ってるんだからな。これを退屈とかくだらないとか思ったら、ＥＡＴにはいられないぞ。お前は初の実戦なんだからな。しっかり自分の任務を果たせよ」

　木島は良き先輩であるが、後輩への説教好きなのが玉に傷だ。彼の言っていることは教練で叩たたき込まれたこととほぼ同内容であったが、太一朗は素直に返事をした。

「ま、色々言ったが、今回はお前の射しや撃げきの腕も役には立たないな。いや、もうすぐ俺おれたち全員の出る幕がなくなるぞ。あの白髪頭が来たからな」

　木き島じまは赤あか川がわと話している少女を指し示した。任務中の私語は慎まなければならないのだが、興きよう味みがあった太た一いち朗ろうは問い返す。

「あの子……誰だれですか？」

「お前は一月に入隊したから知らないんだな」

　木島は身み震ぶるいした。それは寒さのせいではない。

「あれが内閣公認の怪あやかしさ。捜査六課の巡査部長だよ」

　太一朗は思わず息を吞のむ。

　怪と人の関かかわりは二十世紀半ば、欧州のとある国で奇妙な外観を持った生物が発見、捕ほ獲かくされたことから始まった。それは有史以来の一大異変であった。二十世紀後期までに大規模な実地踏査が世界各地で行われ、人や動物には持ち得ない力と異形を持つ生き物が五十体ほど発見された。研究の結果、通常生物とは全く異なるＤＮＡを保持していることが判明、特異遺い伝でん因子保持生物と総称されるようになった。日本国はそれらの奇異な生物を、独自に〝怪〟と呼称している。

　日本はその国土面積にも拘かかわらず、怪の発見報告だけで百件を超えるものがあった。発見された怪は知性が野生動物並みであるものが多かったため、調査隊や運の悪い一般人が襲おそわれて死亡するケースが続発した。市街地にまで姿を現し、住民を混乱させるという事件も起こった。事件数そのものは決して多くはない。だがひとたび事件が起これば、それによる物的、人的な被害、国民に与えられる不安は甚じん大だいなものがあった。

　そのため警けい察さつ内に怪に対する特殊部隊、緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊が創設されたのだ。太一朗も新人ではあるがその一員だ。

「あの女の子が怪……？　本当ですか？　人間にしか見えませんよ」

　怪の資料を見たことはあるが、それらは全すべて非人型の〝化け物〟と言ってよい形をした生物だった。

「お前、ちゃんと勉強したか？　あれは甲種なんだよ」

　日本国では、怪は甲種と乙種に区別される。人と変わらない外見と知性を持つ甲種、それ以外は乙種とされている。甲種は乙種よりさらに少数だがその存在は立証済みだ。そして日本国行政府である内閣府にその存在を公認された甲種は、日本国憲けん法ぽうに定められた国民の権利を有し、義務を負う。公職にさえつくことが許されている。刑事部捜査第六課はそんな甲種を集めて作られた部署だ。これらのことは、特異遺伝因子保持生物に関する法律、略称特遺法に明記されている。

〝化け物〟の存在を公然と認め、保ほ護ごする法律の公布。日本国が世界に先駆けて行った英断（愚行とも評されている）であった。国際法もあるが、それは『怪』を動物と見なしている。

　二十一世紀に入って十数年を経た現在も、日本は世界でただ一か国『怪』に『人権』が認められている国であり続けている。もっとも、この事実は日本国民にあまり浸透していない。最近の世論調査でも、怪あやかしと聞いて日本人が思い浮かべる言葉はたいてい一つ、〝気味の悪い化け物〟だった。

「白髪以外に目立つ所はないが、あれは恐ろしい奴やつだ。言葉通り人間とは違う、別の生き物だ」

　太た一いち朗ろうはあらためて白髪頭を見た。どこを見ても〝恐ろしい〟などという単語は出てきそうにない。

「さっき隊長に言われて奴を呼びに行った時はびびったよ。あの威圧されるような目で睨にらまれた時は、死ぬかと思ったぜ」

「先せん輩ぱい、何か悪いこと言ったんじゃないですか？」

「別に俺おれは何もしてないぞ。いい機会だから、よく見ておけ。あいつが現場に出てくることはあまりないからな。今度見る時は夏の合同訓練だ」

「本物の乙種は今日初めて見ましたが、甲種も初めてです」

「首都圏内じゃ、公認の甲種は白髪頭一人だけだからな。俺もあれ以外の甲種は見たことないぜ」

　白髪頭を見ようとしない木き島じまを、太一朗は不思議に思う。

「先輩、そんなにあの子が嫌きらいなんですか？」

「……怖いんだよ」

　木島は明らかに怯おびえていた。緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊の任務は、国民及び国家の平和を脅かす恐れのある乙種指定生物の捕縛もしくは捕殺である。この特殊部隊に所属している以上、彼もそれらに対する精神的動揺を克服する訓練を受けている。簡単に恐怖に屈する人間ではない。

「あれは、ただの化け物とは違う。化け物の中の化け物だよ」




「どうした、片かた倉くら巡査部長」

「いえ、別に……」

　優ゆう樹きは赤あか川がわと打ち合わせをしながらも、二十メートルほど離れた所にいる二人のＥＡＴ隊員の会話を聞いていた。彼女の聴力は人よりはるかに優れているのだ。優樹は自分という存在を恥じたことはないし、劣等感も持っていないが、〝化け物〟と呼ばれるのは心地よいことではなかった。

「はああ……」

　つい口に出してため息をついてしまった。

「檻ケイジの準備はできた。作戦は今通達している。我々の出番はないようだが……」

　優樹は顔をしかめていた。それは赤川の言葉によるものではなかったのだが、彼は自分のせいだと誤解した。

「危険な仕事を押し付けて、申し訳ないと思う。しかし、我々は君と比べてあまりにも無力だ。日ひ頃ごろの訓練が無意味と思えるほどに」

「あ、この顔は赤あか川がわさんのせいじゃないです……あなたは立派な警けい察さつ官かんで、私が尊敬できる数少ない人間です。自信を持ってください」

　優ゆう樹きはロングコートを脱ぎ、ジャケットの袖そでをまくった。帽子も取って赤川に預ける。寒さが身にしみるが体温は調節できる。

「何か必要なものがあったら言ってくれ。防ぼう護ご服か手しゆ榴りゆう弾だん、ガス銃の類たぐいなら貸与できるが」

「武器は使用方法がわからないからいいです。防護服は重いしかさ張るし、動きにくいですよ。作った人は、何考えてんでしょうね」

「装甲と気密性だろうな」

「……それもそうですね」

　あまりにも当然な答えだったので、優樹は納得してしまった。

「では、そろそろ始めましょうか。このままだと飛行機が離着陸できませんからね。国土交通省から文句が来ますよ」

「そうだな……三時より、作戦を展開する」




　それのどこが作戦だ、と太た一いち朗ろうは内心で呟つぶやいた。

『白髪頭の後方五十メートルから接近しつつ目標を包囲。白髪頭が目標を引っ張り出して護送車に入れるまで、警戒態勢を維持。発砲の可能性もあり得る。ただし無傷で捕ほ縛ばくする必要があるので、通常弾の使用は不可。ゴム弾を使用すること』

　班長の言葉を要約すると、こんなものだった。

（俺おれたちは、何のためにここに来たんだ？）

　手に持った散弾銃を見つめる。ゴム散弾など五十メートルも離れてしまえば、怪あやかしに対しては威い嚇かくにしかならない。初めての任務に緊きん張ちようしながらも、太一朗は使命感に燃えていた。それがこの作戦では、拍子抜けしてしまう。現場に来た以上、何か役に立ちたかった。

　太一朗はゴム散弾の装そう塡てんをしながらも、ライフルドスラグ弾に未練を持った。本来は猪いのしし狩りに使われる一発弾スラグだが、ＥＡＴでは精密射しや撃げきに用いる。通常散弾銃の有効射程はせいぜい三十メートルだが、この弾丸ならば百メートル先の標的を狙ねらうことが可能だ。

　射撃には自信がある。五十メートルの距離なら、たとえ視界の悪い夜間でもあの乙種の目を撃うち抜くことができる。服務規定違反になることはわかっていた。だが本当にあの白髪頭の身に危険があった時には、『無傷捕縛』などと言っていられないはずだ。

　命令違反であることを承知の上で、太一朗はゴム散弾を抜こうとした。

「山やま崎ざき、何やってんだ？」

　背後からの木き島じまの声に、太一朗はあやうく散弾銃を落としそうになった。

「あ、ああ、先せん輩ぱい……最後の点検を……」

「そうか、でも無む駄だだと思うぞ。白髪頭が出張るんだからな。俺おれたちの出番は檻ケイジの準備と、捕ほ縛ばくした後の目標を運ぶことくらいだ」

　太た一いち朗ろうは疑問を感じた。木き島じまは白髪頭を怖がっていたのに、彼女に仕事を奪われることは気にしていないようだった。

「先せん輩ぱいは平気なんですか？　あの……白髪頭が捕縛を行うことが」

「なんだ、山やま崎ざき。そんなこと考えていたのか？」

　木島は口を歪ゆがめて笑ってみせた。

「陸自や在日米軍が出てきたら、そりゃ俺だって腹が立つさ。捕縛は俺たちの仕事だって誇りは、俺にも隊長にも、そしてお前にもある……よな？」

「はい、もちろんです」

　だからこそ、自分たちが何もしない作戦など許せない。

「よし、それでこそ警けい視し庁ちようが世界に誇るＥＡＴの一員だ。でも、白髪頭は俺たち以上のエキスパートだ。要よう請せいがあった以上、今回は決して捕殺にはならない。捕縛しないといけないんだ。捕殺と捕縛、どちらが難しいかは、お前もわかるだろ？」

　捕殺を撮影したＶＴＲを見たことがあるが、それ自体は決して難しいことではない。距離を取って催涙弾や特殊閃せん光こう音おん響きよう弾を擲てき弾だん発射機で射出、標的を数十秒間無力化する。その後、散弾銃による掃射を行いつつ至近距離まで接近し、眼がん窩か、鼻孔、内耳、口こう腔こうなど、比較的表皮が薄うすいと思われる箇所にソフトポイント弾を撃うち込み、死に至らしめる。

　それに対して捕縛に使用できる武器は限られる。非致死性武器と捕縛網を駆使し、標的を殺さぬよう細心の注意を払わなければならない。その手法は捕殺のように単純にはいかない。

「奴やつへのサポートも立派な仕事だ。あれの手法を見習うことはできないが、俺たちの仕事をきっちりやるぞ」

「第一班、集合！」

　班長の号令が聞こえた。

「行くぞ、山崎！」

　木島の後を走りながら、太一朗はライフルドスラグ弾をしまった。この弾丸は当たり所によっては目標を殺害する可能性がある。それは緊急捕縛部隊の使命に外れることだった。太一朗は早期捕縛がしたいのであって、何が何でも殺したいわけではない。その代わり、太一朗は特殊閃光音響弾をいつでも取り出せる場所に入れた。遅発信管は五秒に設定してある。擲弾発射機を持っているのは他ほかの隊員だが、あくまで用心のつもりであった。

（あの白髪頭だけに任せておけるか。俺は緊急捕縛部隊の一員だ。化け物の捕縛は人間が行うべきなんだ）

　この決断が、山崎太一朗と片かた倉くら優ゆう樹きの運命の転換点であった。




「では、行きます」

　優ゆう樹きは首からぶら下げたワイヤレスマイクに宣言すると、ロープを跨またぎ、足音も気配も殺さずに歩き出した。忍び足で近寄ることは、敵意があることを言外に示している。だからこそ、『自分がここにいる』ことをアピールしながら歩いたのだ。

　自分の歩みに合わせて、散弾銃と擲てき弾だん発射機を構かまえた緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊が隊列を揃そろえて前進してくる。できる限り発砲しないように赤あか川がわには頼んでおいたが、状況によっては彼は間違いなく発砲命令を出すだろう。彼の判断力は信用しているが、少々不安だ。

　ゴム散弾とは言え、その衝しよう撃げきは人間であれば気絶するほどの威力を持つ。優樹にはさして脅威ではないものの、当たれば痛い。特殊閃せん光こう音おん響きよう弾は閃光と大音響を発するもので実害は全くない。それでも、その光と音は感覚を充分に狂わせる。後こう遺い症しようはないが、できれば体感したくない武器だ。

（発砲する事態にならないよう、がんばろう）

　二百メートルほど進んだ所で、優樹は眉み間けんに皺しわを寄せて視線に力を込めた。優樹の目は暗くら闇やみを見通し、望ぼう遠えん鏡きようよりも遠方を知覚することができる。

「うわあ……」

　多くの乙種を見てきた優樹だが、目標ヨーウィーの異形ぶりには小さいが声を上げずにはいられなかった。一見したところ、それは巨大な蜥蜴とかげであった。体を丸めて寝ているのでよくわからないが、体長は五メートル以上あるだろう。その皮ひ膚ふは黒く光沢を放つ鱗うろこであり、通常の蜥蜴に見られるイボはない。だがその程度なら七年近く捜査六課に籍せきを置く優樹は驚おどろかない。

　ヨーウィーの脚は六本あった。爬は虫ちゆう類るいのものではなく、細く節くれ立った節足動物のものである。その脚にはびっしりと、針金のような剛毛が生えていた。

　黒い色彩の体たい軀くと合わさって、それは蜥蜴の頭を持つカブト虫に見えた。

『どうした、巡査部長』

　内耳に仕込んだマイクロ・スピーカーから、赤川の声が聞こえた。

「ヨーウィーを肉眼で確認。初めて見るタイプだから、少し驚きました。視認しても動揺しないように心の準備をしといてください。見た目はでかい蜥蜴ですが、脚が虫みたいなんで生理的に気持ち悪いかもしれません」

『了解した』

　優樹はさらに前進し、ヨーウィーまで百メートルほどの距離に近付いた。その時、ヨーウィーの尻尾しつぽが少しだけ動いた。目は閉じたままだが、いつ開いてもおかしくはない。

「そろそろ目を覚ましそうです」

　大きく息を吐き、視線をヨーウィーから逸そらさずに直進する。近付くにつれ、ヨーウィーの体が小刻みに震ふるえているのがわかった。蜥蜴は変温動物だから寒さに弱いのだろうか。

　五メートルまで歩み寄った時、ヨーウィーは首をもたげ、けだるそうに目を開いた。金色の爬は虫ちゆう類るい特有の眼球が現れる。無機質な目は無気力ながらも敵意を持って、優ゆう樹きを見つめていた。

「意識を取り戻したようです。でも、まだぼんやりしてます。発砲はやめてくださいね。下手へたに刺激を与えると暴れ出しそうな感じですから」

『了解。気を付けてくれ、巡査部長』

　優樹は手を後ろに組み、直立不動の姿勢を取った。

「こんばんは。私は日本国内閣総理大臣公認甲種指定生物、公認番号０１００１８、警けい視し庁ちよう刑事部捜査第六課所属、片かた倉くら優樹巡査部長です」

『巡査部長……何を言っているんだ？』

　赤あか川がわの不ふ審しんげな声が聞こえる。

「黙だまっててくださいよ、赤川さん。言葉が通じているかはともかく、ちゃんと誠意を持って接しないと……」

　優樹はあらためてヨーウィーに向き直った。相変わらず彼（と言っていいものか少々迷ったが）はうろんげな目（と感じた）で見つめている。

「えー、貴方あなたは特異遺い伝でん因子保持生物に関する法律により、乙種指定生物と認定されました。また、日本国政府と貴方の活動区域である豪州国政府は、特異遺伝因子保持生物の保ほ護ご及び研究に関する国際条約、通称、大阪条約を批准しています。これによって、貴方の生命は保障されています」

　そこまで言ってから大切なことを思い出した。

「ここで捕ほ縛ばく令状を読み上げて提示するんですよね」

『確かにそれが正式な捕縛だが……普段は法的手続きを軽視しているのに、こんな時はうるさいんだな。令状は私が持っているが、まさか君に渡しに行くわけにもいくまい。それともここで私が読み上げるのか？』

「……いいです。では令状は省略しましょう……手元にはありませんが、日本国内閣府外局特異遺伝因子保持生物管理委員会が発した捕縛令状があります。私の指示に従っていただけることを期待します」

　長なが台詞ぜりふを言い終えた優樹は、しばらくヨーウィーの反応を見ていた。だが彼の態度に変化はない。ただ優樹を見ている。

「はは、通じなかったみたいです。あ、もしかしたら豪州の公用語ならわかるかもしれませんね。でも私、日本語しか喋しやべれないんです」

『あまり言いたくはないが……君の行動はやや間が抜けているぞ』

「……自分でもちょっとだけそう思いましたけどね」

　優樹はゆっくりと首を回すと、ヨーウィーの正面にしゃがみ込んだ。その途端、ヨーウィーが大きく口を開いた。鰐わにのような乱らん杭ぐい歯ばが並ぶ口の奥から、赤く細長い舌が二枚飛び出す。その喉のどからは低く長く異質な音が漏れ出て、辺りに轟とどろいた。

　優ゆう樹きはそのまま視線を合わせて動かない。ただ静かに、彼の金色の目を見つめる。ヨーウィーもまた、優樹を見つめ返した。言葉の通じない相手に害意がないことを示すには、根気が必要なことを優樹は知っている。それは赤あか川がわも承知していたので何も言ってこない。

　その状態が二十分も続いた頃ころだろうか。ヨーウィーは威い嚇かくの姿勢を崩した。舌を引っ込め口を閉じる。優樹は、少しだが彼の信頼を得たような気がした。静かにそっとにじり寄る。手の届く至近距離まで接近したが、ヨーウィーはもはや威嚇しようとせず、ただ視線を向けるのみだった。

「これから目標を護ご送そう車まで連れていきます」

　マイクに小声で話しかける。返答する赤川の声も小さい。間近で見るヨーウィーは、確かに異形であった。蜥蜴とかげの頭部はともかく、胴体とそれに付随する脚との不調和が、彼の外観を奇異にしている。

　だが優樹は、見た目だけでその本質を断定するほど愚かではない。

「大丈夫、危ないことはありませんよ」

　優しい口調で語りかけ、ヨーウィーの前脚二本の下辺りに腕を入れる。外骨格である脚部と内骨格である胴体の境目辺りだ。見た目通りに硬く冷たい。彼は小さく声を上げたが、暴れ出したりはしなかった。やはり、まだ麻酔の効果が残っているのだろうか。その様子を見てから、優樹は腕に力を入れてヨーウィーを持ち上げようとした。

（お、重い……）

　五百キロは軽く超えているだろう。優樹の持ち上げられる限界ぎりぎりの重量だ。満身の力を腕に込めてヨーウィーを担ぎ上げ、なんとか自分の背中に乗せる。下半身と尻尾しつぽは引き摺ずってしまうが、そこまで気にしてはいられない。

「目標を背負いました。護送車を少しこっちに近付けてください。できるだけ静かにお願いします」

『巡査部長……』

　赤川の返答は、突如聞こえてきたローターの轟ごう音おんでかき消された。

「何、あれ……！」

　上空を見上げるとヘリコプターがホバリングしていた。常人離れした聴覚を持つ優樹ではあったが、ヨーウィーに意識を集中していたためにヘリが接近する音を聞き逃してしまったのだ。

　優樹の背中の上で、ヨーウィーが唸うなり声を上げた。その中に、警けい戒かいと猜さい疑ぎに満ち溢あふれた響ひびきを感じ取る。急な刺激や大音量を知覚すると、乙種怪の傾向として周囲の物品や生き物に対して敵対行動を取る場合が多い。

「赤川さん、どこの馬ば鹿かですか！　あんなでかい音を立てて！　まさか、陸自か在日米軍……!?」

　優ゆう樹きは押し殺した声で怒鳴った。赤あか川がわに怒っても詮せんもないことではあったが、怒鳴らずにはいられない。

『違う……！　あれは民間のヘリだ！　規制はしてあるのに、新聞社が飛ばしやがった！　勝手なことしやがって……！』

　珍しく赤川の口調が乱れている。彼も突然の乱入者に腹を立てているのだ。目を凝こらしてヘリの方を見ると、男が自分たちにカメラを向けていた。もし優樹が手に何かを持っていたら、迷わず投げ付けていただろう。

　あまりのうるささに耳を塞ふさぎたくなったが、それはヨーウィーも同様であった。音に興こう奮ふんして、背中の上で身をよじり出したのだ。今までやっとの思いでヨーウィーを支えていた優樹は、たまらず地面に膝ひざを付く。押し潰つぶされそうになるのをこらえ、再度腰に力を入れて立ち上がろうとした。

「がああああっ！」

　突如左肩に走った激痛に、優樹はたまらず悲鳴を上げた。歯を食いしばって視線を左に向けると、左肩はヨーウィーの巨大な口に完全に覆おおわれていた。恐慌状態に陥ったヨーウィーが、優樹の手から逃れるために嚙かみ付いたのだ。銃弾さえ止める優樹の皮ひ膚ふであったが、ヨーウィーの乱らん杭ぐい歯ばはそれをも貫通して肉を食い破っていた。

　もう、上の騒そう音おんを気にしている余裕はなかった。

『第一班、撃うち方、用意！』

「まだ撃たないで！」

　血が吹き出すのを感じながらも、スピーカーを通して聞こえてきた赤川の号令を制する。痛みは尋常ではなかったが、まだ我慢できる。腕に力を入れ、ヨーウィーの前脚を握り締しめる。

　次の瞬しゆん間かん、ヨーウィーの尻尾しつぽに足を払われた。意識を上半身に集中していた優樹は咄とつ嗟さに足を踏ん張ることができず、不様に前のめりに倒れ込む。手がヨーウィーの脚を摑つかんでいたため、顔から地面に激突する羽目になった。鼻先をかばうために額ひたいを突き出す。

「……くっ……」

　鼻骨を打つよりはましとは言え、コンクリートに勢いよく打ち付けられた額が割れた。流れ出た血が目に入り視界を遮さえぎる。だが、そんなことに構かまっている暇はない。一瞬朦もう朧ろうとした優樹はヨーウィーから手を離してしまったのだ。

　自由になったヨーウィーは、敵てき愾がい心しんの塊となっていた。咆ほう哮こうが周囲に響ひびき渡る。倒れ込んだ優樹に向き直ると、姿勢を低くした。その動きは、幸いにもまだ鈍い。

『撃ち方、始め！』

　赤川の怒号と共に、一いつ斉さいに放たれたゴム散弾がヨーウィーの背中に当たる。ゴム弾とは言え着弾時の衝しよう撃げきはそれなりにあるはずだったが、彼に痛みを感じた様子はなく、その視線は優樹から逸そらされることはなかった。彼にとっての敵は上空のヘリでも離れた場所の捕ほ縛ばく部隊でもなく、目前で動く優ゆう樹きであった。

「はは、威い嚇かくにもならなかったですね」

　笑う余裕はあった。軽い口調とは裏腹に、その表情は真剣だ。

　一動作で立ち上がる。それと同時にヨーウィーが後脚二本で立ち上がり、その巨体で彼女を押し潰つぶそうとした。素早く一メートルほど飛び退のいて、襲おそいかかる前脚四本を避さける。振り下ろされた脚は凄すさまじい勢いを持って、滑走路のコンクリートを砕け散らした。いかに優樹の肉体が常人より頑がん丈じようでも、この直ちよく撃げきを受ければ無傷ではいられない。

「撃うち方、やめて！　背中に取りつきます！」

　マイクに宣言した後、優樹は助走もせずに五メートルほど真上に跳ちよう躍やくした。敵を見失ったヨーウィーが一いつ瞬しゆん動きを止める。その背中に膝ひざ蹴げりをしながら飛び下りた。

「……痛い……」

　背骨に激突した膝が、あまりの硬さに痺しびれてしまう。

（頸けい動どう脈みやくを締しめ上げて気絶させよう）

　暴れるヨーウィーにしがみつきながら、彼の首を摑つかむ。そこで初めて、『彼に頸動脈があるかどうか』ということに考えが回った。怪あやかしの体内構こう造ぞうは、個体によってかなり異なるのだ。たとえ頸動脈が存在したとしても、常識通りに首回りにあるかわからない。

　その迷いが危機を招いた。爬は虫ちゆう類るいの尻尾しつぽがしなやかに伸び、彼女の後頭部を殴打したのだ。その衝しよう撃げきで優樹の体は背中から放り出される。

　なんとか受け身を取ったものの、コンクリートに背中から叩たたき付けられて息が止まった。横転して立ち上がるが、ヨーウィーとの距離は十数メートルほどに開いてしまう。

　額ひたいの傷はたいしたことはないが、左肩の咬こう傷しようはずきずきと痛む。筋肉にまで歯が食い込んだため力が入らない。後頭部は出血が激しく、手を触れるとべったりと大量の血が付着した。神経に命じて痛覚を遮しや断だんし、血液の流出を止める。

　ヨーウィーの動きは麻酔のためか決して俊敏とは言えないが、純粋な力比べをしたら優樹に勝ち目はない。無傷捕ほ縛ばくのために手加減をするのは困難であった。

　重要器官への打撃。これが最良の方法であろうと優樹は思考した。見ただけで重要器官があるとわかる場所。それは一か所、頭部しかない。しかし、そのためには彼に近付く必要があった。背中に乗っても、あの自在に動く尻尾に邪じや魔まされてしまう。

　神経系に負担はかかるが、〝あの技〟を使おう。脳に命令を送ろうとしたその時だった。

『すまん、馬ば鹿かが行った！』

　赤あか川がわの大声が内耳に響ひびく。それは突然の出来事だった。優樹の背後から走ってきたＥＡＴ隊員が手しゆ榴りゆう弾だんのピンを抜き、ヨーウィーに投とう擲てきしたのだ。

「四、三、二、一、ゼロ！」

　彼のカウントダウンが終わる前に、優樹は目を閉じて耳を塞ふさいだ。それは見事にヨーウィーの目前で爆ばく発はつし、凄すさまじい閃せん光こうと爆音を周囲に撒まき散らした。特殊閃光音おん響きよう弾だ。距離があり事前に備えていた優ゆう樹きはともかく、至近距離で食らったヨーウィーはたまったものではない。叫び声を上げて混乱している。これ以上の好機はなかった。

　優樹は走りながら、腰のホルスターに入れていた三段式特殊警けい棒ぼうを抜いた。力強く振ると、三十センチの棒は七十センチの武器に変わる。ヨーウィーとの距離は一秒とかからずにゼロとなる。助走の付いた優樹が力強く地面を蹴けると、その小さな体は十メートル近く上空に跳んだ。落ちる勢いも利用して、ヨーウィーの後頭部に警棒の一いち撃げきを叩たたき込む。

　優樹が着地すると同時に、乙種指定生物ヨーウィーはゆっくりとその巨体を地面に倒れ込ませた。

[image: ]

『……檻ケイジを移動、救きゆう護ご班、急げ！……巡査部長、お疲れ様だな』

「いえいえ、どういたしまして」

　優樹は軽い口調で赤あか川がわに答えた。

　準備に三時間、作戦開始から三十分近くの時間を要した東京国際空港の捕ほ縛ばく劇げきは、こうしてその幕を下ろした。だがその事後処理は、捕縛以上に関係者を悩ませることとなったのである。
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「全く、大変でしたね」

　捕ほ縛ばくから約三十時間後、優ゆう樹きは江こう東とう区にある緊きん急きゆう捕縛部隊訓練所にいた。応接室のソファーに座り、出されたお茶をすする。その正面に赤あか川がわが座っている。

　二人とも勤務中だが私服の優樹と違い、赤川は黒を基調としたＥＡＴの制服を着用している。警けい察さつより自衛隊のそれにデザインが似ており、軍事色が濃こいとマスコミに批判されたことのあるものだ。その赤川の指はテーブルをせわしなく叩たたき、視線は窓の外に見える荒川の方をさまよっていた。冷静な彼にしては落ち着きがない。

「……傷の具合はどうだ？」

「たいしたことはありませんよ。額ひたいはほら、この通り」

　髪を上げて額を見せる。割れた跡は全く残っていない。

「肩と頭はちょっと、傷が深くて」

　その白髪頭には包帯が巻かれている。肩の傷口は塞ふさがっているが、筋肉の方はまだ癒いえていない。

「でも日常生活に支障はないですから、心配しないでください」

　正直なところ、傷よりも服に穴が空いたことの方がショックであった。傷など放っておけば治るが、服はそうはいかない。

「はあ……」

　思わずため息をついてしまったが、気を取り直して赤川に向き直る。

「ヨーウィーの調子はどうですか？」

　怪あやかしは非常に頑がん丈じような肉体を持つ。優樹はヨーウィーの頑強さを考こう慮りよに入れた上で、彼の頭部に打だ撃げきを加えた。それでも頭ず蓋がい骨こつにひびでも入らなかったか、心配である。

「技術省から連絡はない。豪州政府からの抗議もないから、大丈夫だろう」

「そうですか……」

「それより、あの新聞社に君がした行動はまずかった」

「現場にあんなもので乗り込んでくる連中がいけないんです」

　ヨーウィーが倒れた後、優樹は休憩時間に飲んだコーヒーの空き缶かんを力いっぱいヘリに向かって投とう擲てきした。正確にはカメラに投げ付けたのだ。狙ねらいは的中し、カメラは見事に破は壊かいされた。

「当たり所が悪かったら、墜つい落らくしていたぞ」

「報道魂があるなら、死ぬ覚悟で現場に来てもらわないと」

　優ゆう樹きは半ば本気である。無論、ヘリを落とす気はなかった。狙ねらいは慎重に付けたし、万が一落ちた時は乗員を助ける準備もできていた。

「警けい視し庁ちように抗議があった。機材の弁べん償しようを要求してきたらしい」

「最初に反則したくせに……」

「規制についても抗議があった。国民の知る権利と報道の自由の侵害だと」

　優樹は面白くない顔で、お茶を飲み干した。

「何かあると、そういう建て前を持ち出してくるんだから……。誘ゆう拐かい事件とかならちゃんと規制に従うくせに、怪あやかしがらみだと無視するってのはどういう了見なんでしょうね」

「国民が面白がるからだろうな。他ほかの事件だと『人道に反する』と抗議されることでも、怪の報道なら何をやっても誰だれも抗議しない。我々が下手へたに抗議すると『国家権力の報道弾圧』と来る」

　赤あか川がわが太い眉まゆをひそめてみせる。

「その野や次じ馬うま根性で、私たちの命が危険に晒さらされるってことをわかってほしいもんです。一人怪け我が人は出ましたが、私じゃ誰も同情しませんからね」

「確かに……」

　そう口に出した後、赤川がはっとした顔で頭を下げた。

「すまない……」

「気にしないでください……ところでスタングレネード投げた人はどうなったんですか？」

　その後の事情を聞くと、赤川は手しゆ榴りゆう弾だんの投とう擲てき指示を彼に出していなかったそうだ。彼の行動は服務規定違反に当たる。法や規則は優樹にとって決して絶対のものではないが、彼の行動は警察官としては逸脱していたと思う。

「訓告と減俸だ」

「そりゃ、かわいそうに……」

「そんなことはない。相手が人間だったら服務規定違反どころではない。査問にかけられて、より重い処分になっていただろう」

　赤川は優樹を真っ直すぐ見つめ、深々と礼をする。

「配属されて一か月の新人を、経験を積ませるために実戦に参加させたのは私のミスだ。申し訳ない。責任を取らねば……」

「そんなに謝あやまらなくてもいいですよ。下手に赤川さんの責任問題になると、私が困ります」

　捜査六課と緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊の付き合いは創設当時からある。しかし付き合いが長いからといって、両者の関係が良好かというとそうでもなかった。赤川が優樹を認め、色々と相談できる関係を築きずくのに三年かかった。

「あれは君に会っておいてほしい男だ。色々と欠点はあるが、将来は有望な男だと私は思っている。今回のことで多少自分の考えに疑いを持ったが」

　そう言うと赤あか川がわは、内線をかけるために立ち上がった。

「第一班、山やま崎ざき巡査を応接室まで」

　赤川が内線をかけている間、優ゆう樹きは立ち上がって窓の外を見た。広いグラウンドをＥＡＴ隊員が走っている。その向こうには荒川が、さらにその先には高速中央環かん状じよう線が見えた。

　それらをぼんやりと眺ながめていると、ノックの音が室内に響ひびいた。

「入れ」

「失礼します」

　入室後敬礼をした男に、優樹は見覚えがあるような気がした。

「山崎巡査、出頭いたしました」

　確か、自分の噂うわさをしていた隊員だ。赤川ほどではないが背が高い。坊主に近い丸刈りなのはヘルメットを被かぶるのに邪じや魔まだからだろう。規律にあるわけではないが、ＥＡＴ隊員の七割はこの髪形だ。やや面長気味ではあるが、雄偉な容よう貌ぼうをしている。無骨な印象を与える面つら構がまえだが決して不細工ではない。ＥＡＴの制服がよく似合っている。服に隠れてよくわからないが筋肉質のようだ。もっとも、服の上からでもわかるほどの筋肉は、ＥＡＴには必要ない。あまりに筋肉を付け過ぎると、持久力や敏びん捷しよう度どに悪あく影えい響きようを与えるからだ。鍛きたえ抜かれた好青年と言ってよいだろう。

　優樹が気に入ったのはその目だった。その視線は迷うことなく優樹を見つめている。ＥＡＴ隊員は正面から優樹を見ない。必要以上に関かかわりを持たないように、決して自分からは近付かず話しかけようともしない。会話の時も伏し目がちで、常にびくびくしている。

　山崎という青年は違った。緊きん張ちようはしているようだが、虚勢を張っているわけではない。彼の若さか、それとも信念のせいか。久し振りに自分を恐れない人間を見た優樹は、つい笑ってしまった。

（何を笑っているんだ？）

　山崎太た一いち朗ろうは内心で腹を立てながら、片かた倉くら優樹という甲種指定生物を凝ぎよう視しした。おっとりとした雰囲気を持った、小柄な少女に見えた。緊張感のない笑顔を太一朗に向けている。その笑顔を可愛かわいらしいと思ってしまったことに、太一朗は苛いら立だった。怪あやかしであることは外見からは全くわからない。警けい察さつ官かんのくせに鍛きたえている様子はなく、贅ぜい肉にくは付いていないが筋肉もない。十代半ばと言われたら、信じてしまいそうな童顔だ。

（まあ、こんな外見の女がマッチョだったら怖いものがあるな）

　だが、何よりも目を引くのはその白髪だろう。光を受けると美しく輝かがやくその頭髪は、銀髪と言った方が正しかった。髪の色にまぎれて最初はわからなかったが、頭に包帯を巻いている。太一朗の目から見ても、下手へたくそな巻き方だ。

「山崎、こちらは捜査第六課の片倉巡査部長だ。巡査部長、これが先日、勝手にグレネードを投げた山崎巡査だ」

「はじめまして、山やま崎ざきです」

「片かた倉くらです、よろしく」

　当たり障りのない挨あい拶さつをした後、優ゆう樹きは窓の側そばから離れて元の場所に座った。太た一いち朗ろうは直立不動の姿勢を保っている。

「まず、礼を言います。警けい察さつという組織に身を置く以上、命令は絶対のものです。でも私はいい加減ですから、服務規定だなんだとあなたに言う気はありません。あなたが素早く対応してくれたから事態が収拾したし、私も全力を出さずに済みました」

　太一朗の鼻の頭に皺しわが寄ったのに気が付いたが、その理由まではわからなかった。

「巡査部長、何てことを言うんだ」

　赤あか川がわがあきれた顔をする。

「だって、彼のことは赤川さんが怒ったんでしょ？」

　優樹は太一朗の両頰ほおが腫はれているのを見た。赤川に平手打ちを食らったのだろう。

「……山崎、巡査部長がこう言っているからといって調子に乗るな。巡査部長は……その、寛容な……人……なのだからな」

　迷いながら言わなくてもいいのに、と優樹は思う。

　と、太一朗が赤川を正面から見み据すえた。

「服務規定違反は重々に承知しています。そのことについては反省しています。でも自分は、自分のしたことに微み塵じんも後悔していません」

「この馬ば鹿か者が！」

　怒声と共に赤川が立ち上がり、つかつかと太一朗に歩み寄った。

「歯を食いしばれ！」

　痛烈な平手が太一朗の右頰に飛んだ。返す手の甲で左頰を打つ。静かな室内に響ひびいたその音の大きさに、思わず優樹は右肩だけをすくめる。

「貴様には警察官として、緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊としての重責がわからんのか！」

「わかります！　だから投とう擲てきしました！　迅速な対応をしなければ、目標はさらに甚じん大だいな被害を我々に与えたでしょう！」

（ああ……そういう人間なのか……）

　太一朗の言葉を聞いて、優樹は彼の性格の一端を見た気がした。真ま面じ目めで正義感が強いのは理解できる。だが信念に凝こり固まった正義感が、非常に危険なものであることを優樹は知っていた。

「反省はしている、だが後悔はしていない、だと？　増長しおって……貴様が言う『迅速な対応』とやらが……」

「あれは正しい判断でした！　隊長の判断は違ったと言うのですか！」

「貴様は何もわかっていない！」

「赤あか川がわさん、落ち着いて座ったらどうです。あなたらしくもない」

　のんびりとした優ゆう樹きの声が間に入る。その言葉に赤川は頷うなずいて下がった。優樹はそれを確認してから太た一いち朗ろうを見る。彼の頰ほおは、先ほどよりはるかに赤く腫はれ上がっていた。

「山やま崎ざき巡査、いいですか？」

　赤川を睨にらみ付けている太一朗は、優樹の方を見ていない。

「私はあなたに規定違反を勧めているわけではありませんから、少々追及します」

「……はい」

　一呼吸した後、太一朗が優樹に視線を向けた。

「なぜ、私の捕ほ縛ばくにあなたの独断で介入しようとしたのですか？」

　太一朗は一いつ瞬しゆん返答に迷った。それでも正面から優樹を見み据すえてはっきりと答えた。

「乙種指定生物の捕縛が、緊きん急きゆう捕縛部隊に所属する自分の任務だからです。それに……それに失礼かとは思いますが、怪あやかしの捕縛は怪であるあなたではなく、人間である我々がすべきことだと自分は考えています」

　あまりといえばあまりの意見に、さすがに優樹も言葉を失った。太一朗自身も言い過ぎたとは思ったが、それが正直な気持ちである。

「貴様、何てことを……！」

　赤川が叫んだが、優樹はそれを止めた。自分を怪と知る人間から、ここまではっきりと物を言われることは滅めつ多たにない。優樹にとっては喜ばしいことだ。その内容自体は全く喜ばしくないものだったが。

「まあ……確かにそうですね。乙種の捕縛は私の任務じゃない。でも要よう請せいがあった以上は私も動きます。それと、怪の捕縛は怪の私がしない方がいい、という意見ですが……私は言葉通り人間離れしているので、私がやった方が早く解決するかなと……」

「それなら、自分たちの存在意義はどこにあるのですか！」

　少し驚おどろいたが、彼の言い分もわかる。彼は緊急捕縛部隊の使命に誇りを持ち過ぎているのだ。

　太一朗に限らず、ＥＡＴに所属する者たちはプライドが高くエリート意識が強い。ＥＡＴに入隊するには、まず通常の警けい察さつ官かん試験に受からなければならない。そして警察学校卒業後、入隊志願者はさらに試験を経て仮入隊を許される。約一年の過酷な訓練の後、初めて正式入隊となり実戦に投入されるが、そこまで残る者は当初の志願者の十分の一にも満たない。その厳きびしい課程を生き残ったという自信が、彼らの自負心を強くしている。

　しかし、彼らは乙種指定生物には果敢に挑むが、甲種である優樹には畏い怖ふの視線を向ける。夏と冬に行われる捜査六課とＥＡＴの合同訓練を経験した者は、決して優樹を直視しない。それでも対等の態度を取るのは赤川くらいだ。

　この山崎という青年は、まだ優樹に対する恐れを持っていない。そして信用もしていない。他ほかのＥＡＴ隊員たちは優樹を恐れてはいるが、その力量に対しては全く疑っていない。

　どちらが好ましいのか、優ゆう樹きにはわからなかった。

「もういいです、今後は気を付けていきましょう」

　もっと頭が柔らかくなれば、きっと優秀なＥＡＴ隊員になれるだろう。その教育をするのは赤あか川がわであり、優樹ではない。

　優樹はソファーから立ち上がると、ハンガーにかけておいた臙えん脂じ色のロングコートと黒い帽子を取ろうとした。

「巡査部長、すまないが君への用はまだ終わっていない……山やま崎ざき、もういい、退室しろ」

　太た一いち朗ろうはすぐには退室しなかった。彼もまた、白髪頭の巡査部長に聞きたいことがあった。

「片かた倉くら巡査部長、一つ質問してもよろしいですか？」

「いいですよ」

　何か言おうとした赤川を制して、優樹は太一朗を見る。

「あなたは、自分の職務に誇りを持っていないのですか？」

「……はあ？」

　どこかで聞いたような台詞せりふだ。

「緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊は、怪あやかしの捕縛及び捕殺を職務としています。自分たちは常に全力をもって捕縛を行います。あなたの職務が捕縛ではないとは言え、捕縛には全力をもって対処してください」

　太一朗は優樹を睨にらみ付けた。

「手抜きは、やめてください」

　優樹は、彼が怒っているわけを理解した。『全力を出さずに済んだ』という言葉を、彼の誇りは許さないのだ。入隊間もないというのに、彼のＥＡＴに対するプライドは凄すさまじいものがあった。

　優樹は細く白い眉まゆ毛げを撫なでる。

「私は、私が常に最良と思える行動を取っています。それを手抜きと言うのはあなたの勝手ですが。周囲に被害は出なかったからいいじゃないですか」

「それは結果論です」

　優樹が赤川に視線を走らせると、彼は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をして太一朗を見ていた。その台詞はそのままお前に返してやる。赤川の表情がそう語っていた。

「それに、あなた自身に被害が出ています。自分が怪け我がをしたのに、あの行動が最良だと思いますか？」

「怪我っていうのは、骨が折れるとか肉が千切れ飛ぶとか、内臓が破裂するとかですよ。血が出たくらい、怪我のうちには入りません」

　なるほど、確かにこの少女は『人』ではない。考え方があまりにも違い過ぎる。

「自分には、理解できません」

「そうでしょう、あなたは人間ですから」

　自分で言った言葉に、優ゆう樹きは自ら傷付いた。片かた倉くら優樹という存在が、『人間』とはるかにかけ離れてしまったような気がしたからだ。そんな気持ちは、表情には全く出さなかったが。

「山やま崎ざき、もういいだろう。早く行け」

「……はい、ありがとうございました、巡査部長」

　太た一いち朗ろうは敬礼をして応接室から出た。その扉とびらを振り返って思う。

（俺おれは一生、怪あやかしを理解できないだろう）

　理解したいとも思わない。内心で付け加えた。




「不愉快な思いをさせてすまない、巡査部長」

　再び二人きりになった応接室で、赤あか川がわはまた頭を下げた。

「そんなことはありません。面白かったです。今日は謝あやまりっぱなしですね、赤川さん。そんなんじゃ謝り癖ぐせが付いて人に足下を見られますよ」

　一度取ったコートと帽子をハンガーにかけながら優樹が答える。ソファーに座って、ほっと息をついた。赤川も座り直す。

「正直な意見を聞きたい。山崎巡査をどう思う？」

「私はまだ二十五年しか生きていませんが、今まで会ってきた人間とはだいぶ違います。自分の職務に忠実かつ誇りを持っているのはわかります。その信念が彼を暴走させている。職務遂行のためなら命令違反も辞さない、少々危険なタイプですね。もう少し視野を広く持った方がいいです。私を恐れないのはたいしたもんですが」

「……その通り。彼は入隊して間もないが、戦せん闘とう能力だけはトップクラスだ。とくに射しや撃げきの上達ぶりには目を見張るものがある。真ま面じ目めではあるが、どうにも突っ走りがちだ。気が短く根気にやや欠ける。精神鍛たん練れんが足りない。自分が正しいと思うと、なかなか考えを変えない。素直な時もあるが、筋金入りの頑固者だ」

「まるで昔の赤川さんみたいですね」

「……それは皮肉か、巡査部長」

「だって、七年前に赤川さんが言ったこと、私覚えてますよ。『こんな小娘怪に何ができる！　怪捕ほ縛ばくは俺おれたちの仕事、化け物の仲間に化け物捕縛が任せられるか！』って。さっきの山崎巡査よりひどいことを怒鳴りましたよ、私の目の前で」

「やめてくれ、あの時は私が愚かだった」

　赤川が視線を逸そらす。『白髪頭に負けたくない』と張り合っていた当時のことを思い出すのは恥ずかしい。

「……とにかく、あの性格をもう少し改善できれば、彼は優秀な捕縛部隊員になれる」

「その辺りは否定しませんよ。改善できれば、の話ですが。頑張ってください、赤川さん」

　赤あか川がわは、優ゆう樹きの言葉に少し言いづらそうな顔をした。

「……このたび、我々の連携がうまくいかなかったことにより、警けい察さつ庁ちようから通達があった」

「どうせ、ろくなことじゃないんでしょう」

「そうでもない……と思う。私と君はともかく、緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊と捜査第六課は、決して仲が良くはない」

「私はフレンドリーに接しているつもりですが」

「そうだな。だが隊員たちは君を怖がっている。君をよく知らないからな」

「知ってもらわなくてもいいですよ」

　他人に無理に理解してもらおうとは、露つゆほども思っていない。

「そういうわけにもいかなくなった。君と我々との相互理解を深めるための計画として、捕縛部隊員を捜査六課に出向させるようにという通達だ」

「出向……!?」

　思わず声を上げてしまう。

「私とそちらの隊員さんが一緒に仕事をするってこと……ですか？」

「それ以外にない」

「無理ですよ。一週間で嫌いやになって、部隊に帰りたくなるに決まってます」

「巡査部長、今のままではいけないと私は思う」

　赤川の真剣な表情に、優樹もつい態度をあらためる。

「隊員たちは君を恐れる。恐れないのは、山やま崎ざきのように少々問題のある男だ。今はまだいい。私が辞めた後はどうなる？」

「赤川さん、辞めるんですか？」

「まだだ。しかし、いつかはその日が来る。……私は、君とは違う。君と啀いがみ合った……と言うよりは私が一方的に君を嫌きらっていたんだな……」

　赤川は苦笑いを浮かべて、ゆっくりと首を振った。

「あの時の、愚かしいほど単純で血の気の多かった七年前の私は、もういない」

　そう言った赤川の顔には、優樹が初めて会った時にはなかった深い皺しわが刻まれていた。白髪も目立ちこそしないが、少しずつ増えている。それに比べて優樹には全く変化がない。七年前から、優樹の肉体は老化することをやめていた。

　それは人である赤川と人ではない優樹との間にある、埋められることのない大きな溝みぞだった。

「十年も経たてば、私の体は緊急捕縛部隊の激務に耐えられなくなる。その時のために人材を育てておかなければならないのだ」

「そんな先のことまで考えているんですね……」

　明日のことさえろくに考えない優樹にとって、赤川の心配は実感がわかない。だが赤川が去っても、きっと自分はこの場所に今と変わらぬ姿でいるのだろう。

　優ゆう樹きはひどく寂しくなった。

「……どうなっても知りませんよ。高校を卒業してから、人間と同じ部屋で長時間過ごしたことはありませんから」

　赤あか川がわから目を逸そらす。今まで気に止めなかった彼の老いをあらためて実感すると、その顔を直視するのが辛つらかった。いつもぎらついた目で優樹を睨にらみ付け、事あるごとに怒鳴り散らしたあの男は、本当にいなくなってしまったのだ。

「仕方がないことだ。警けい視し庁ちようも捜査六課に関かかわることを避さけていたからな。君たちにふさわしい仕事を与え信頼を置いておけば、今のような状態にはならなかったかもしれん」

「なら、警視総そう監かんにでもなって改善してください」

　優樹はいつものように軽口を叩たたいた。そうでもしないと、自分の気持ちが沈んでいくからだ。

「無理を言わないでほしい。私は資格者ではないのだから」

　赤川が顎あご鬚ひげを撫なでる。

「私が頑張って偉くなってみましょうか……警部補まではいけるかもしれませんよ」

「何、君なら大丈夫だ。私を天下りさせてくれるような地位まで昇進してくれ」

「天下りはマスコミに叩たたかれますよ」

　珍しい赤川の冗談に、優樹が笑みを含んで答える。二人の間に流れる空気が普段と同じになったところで、赤川は本題を続けた。

「期間は三月一日から五月三十一日までの三か月間。まず一人出向させて様子を見よう」

「もう期間まで決まっているんですか？」

「こういうことは迅速にすべきだと私は思っている。出向させる人材も、実はもう決まっているのだ」

「はあ……なるべく根性のある、心の広い人だと嬉うれしいんですが」

「心が広いかどうかは定かではないが、根性だけは太鼓判を押せる奴やつだ。山やま崎ざき太た一いち朗ろう巡査を出向させる」

　優樹はソファーの上でひっくり返った。

「あの……彼が嫌いやがったり怖がったりしたら、やめてあげてくださいね。私としてはまあ、若い者の意見を尊重した方がいいかなと、うん……」

「君だって若いだろう」

「見た目は十七歳あたりから全然変わっちゃいないですからね。でも精神年ねん齢れいは二十五歳あると思いますよ」

「山崎巡査は嫌きらいか？」

「そういうわけじゃないですけど……私はいい加減で大おお雑ざつ把ぱ、警察官らしからぬ性格をしています。彼も少々警察官としては逸脱していますが、それは彼が真ま面じ目めだからです。きっと仲良くはなれませんよ。私と捕ほ縛ばく部隊の人が仲良くなるのが一応の目的でしょう？　ちょっと難しいかな、と思うんですが」

「……一応、彼の意見も聞いておく。あまりにも嫌いやがるようだったら再考するが、そんなことを言っていたら、いつまでも出向する人間が見付からないぞ」

「そしたら、この企画そのものを諦あきらめましょう。後はよろしく」

　優ゆう樹きはコートを着て帽子を被かぶると、一礼をして退室した。その後ろ姿を見送り、赤あか川がわはこれからのことを考えて頭を痛めた。
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「自分が、捜査六課に出向……？」

　その六時間後、隊長室に呼び出された太た一いち朗ろうは戸惑って赤川を見た。

「そうだ、不満があるなら聞こう」

　赤川としては、彼に出向させたいという気持ちは変わらない。他ほかの隊員では、優樹に対して先入観を抱き過ぎている。

　恐ろしく強い、白髪頭の怪あやかし。普段の態度が陽気で快活な分そのギャップは激しく、それがますます隊員たちが優樹を恐れる原因となっていた。

　太一朗はまだ優樹に恐怖心を持っていない。そして赤川は、彼の性格が優樹によって緩かん和わされることを期待していた。かつて赤川自身も歩んだ道である。

「なぜ、自分なのでしょう？」

　聞かずにはいられない。

「お前が前途有望だからだ……と言ったら信じるか？」

「いいえ」

　本音だったのだが、と赤あか川がわは内心で思ったが口には出さない。

「嫌いやなら仕方がない。片かた倉くら巡査部長も、怖がったらやめてやれ、と言っていたからな」

　赤川は太た一いち朗ろうが負けん気が強いことを知っている。こう言えば、決して後に引かない。それが彼の長所であり、短所であった。

「自分は、あの白髪頭の怪あやかしを怖がっているわけではありません。気に入らないだけです」

　赤川はじろりと太一朗を睨にらんだ。怖いもの知らずの彼でも、赤川の威圧する視線を受けると緊きん張ちようする。先ほどは興こう奮ふん状態だったから、睨み合うこともできたが。

「山やま崎ざき、確かに彼女は怪だ。だがそれを軽々しく口にするな。彼女は、極めて人らしい怪なのだからな」

　矛盾した言葉だ、と太一朗は思った。出向すること自体は、怖くも嫌でもない。怪の捕ほ縛ばくや捕殺をスムーズに行うには、怪のことを知るのが一番いいからだ。

　それでも、あの白髪頭は好きになれそうもない。

（あのふやけた性根に活かつを入れてやるぞ。怪だろうと負けてたまるか）

　太一朗は燃えていた。あの白髪頭は人間の力を信用していない。人間でも怪に対処できることをわからせてやろう。

　彼は、自分が怪の優ゆう樹きを信じていないことは棚たなに上げていた。

「ならば三月一日付をもって、捜査第六課への出向を命ずる」

　太一朗は、踵かかとを合わせて背筋を伸ばし敬礼をした。

「拝命します！」




　三月一日午前九時。渋しぶ谷や駅、忠犬ハチ公像前。渋谷での待ち合わせとしては、もっともよく使われる。使われ過ぎてここに佇たたずむ人があまりにも多いため、相手を見付けられないこともよくある場所だ。そんな場所に山崎太一朗はいた。平日の午前だが、やはり人は多い。慣れない背広に身を固め、滅めつ多たにしないネクタイを締しめた太一朗は、自分の格好がみっともなくはないか気にしていた。

　今日から三か月、人ではない人々と職務を共にするのだ。緊急捕縛部隊に配属が決定した時と同じくらい緊張していた。

（先せん輩ぱいたちが、色々脅かしたからいけないんだ）

　太一朗の出向は、瞬またたく間に部隊全体に広がった。やめろと忠告する者、今生の別れと餞せん別べつをくれる者、いつ太一朗が逃げ帰ってくるか賭かけを始める者……。そして、彼らが必ず言った言葉は『生きて帰れたらいいな』であった。

　怪あやかしといっても、警けい察さつ官かんであることには変わらない。そう太た一いち朗ろうは自分に言い聞かせた。怪は確かに気味が悪いが、恐れていては何も始まらない。

（俺おれは先せん輩ぱいたちとは違う。白髪頭を恐れない緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊員になってやる）

　彼が不思議に思ったのは、捜査六課の通常任務を誰だれも知らないこと、白髪頭以外の六課員を見たことがないことだった。その所在地さえわからない。渋しぶ谷や駅前で待つように言われたからにはこの近辺にあるのだろうが、どうにも謎なぞが多い部署であった。

（それにしても……早く来過ぎたな）

　待ち合わせは午前十時の約束であった。これでは約一時間待つ羽目になる。この辺りの地理はよくわからないが、どこかで時間を潰つぶそうと思ったその時だった。

「山やま崎ざきくん……何でここにいるの？」

　聞き覚えのある声に振り向くと、そこに片かた倉くら優ゆう樹きがいた。以前会った時と全く同じ格好をしている。頭部に包帯がないことだけが唯一の違いだ。

「おはようございます、片倉……」

「公共の場所で階級で呼び合うのはやめようよ、敬礼もなし」

　太一朗は不満だったが、優樹の言うことはもっともであったので従うことにした。

「で、最初の質問に戻るけど、何で今ここにいるの？　待ち合わせは十時だったと思うけど」

　優樹がここを通りかかったのは、太一朗を迎えに行く前に渋谷駅周辺を散歩しようとしたからである。

「少し早く着いてしまいました」

「そう……」

　優樹は頭に手をやった。帽子を深く被かぶっているので白髪の大半は隠れている。こうして見ると、格好は野や暮ぼったいが普通の人間に見えた。

「それじゃ、ちょっと早いけど分署に行こうか」

　歩き出した優樹に付いていく。自分より頭一つ分は背が低い女の子の後ろを歩くのは、太一朗にとって肩身の狭いことだった。とりあえず、その後ろ姿を眺ながめる。どうにも素人臭い、ぼんやりとした歩き方だ。周囲に何の注意も払わず、手をポケットに突っ込んで歩いている。

「渋谷にはよく来るの？」

　黙だまったままでは間が持たない。そう思った優樹が自分から話しかける。

「いいえ」

「そう」

　それだけで会話は止まってしまった。優樹は無口ではないが、赤あか川がわ以外の人間と一対一で話すのは久し振りである。何を話せばいいのか、よくわからなかった。太一朗にしても同様である。彼が無口なのは緊張のせいだが。

　黙ったまま二人は歩き続ける。ハチ公前から渋谷駅東口に抜け、明めい治じ通りを表おもて参さん道どう方面に向かって北上する。途中で右折し、裏通りに入って数百メートル歩いた所で、優ゆう樹きが立ち止まった。

「ここが警けい視し庁ちよう刑事部、捜査第六課分署だよ」

　一見したところ、それはごく普通の四階建てのビルであった。ある意味では、普通以下であった。間違いなく前世紀の建造物である。壁かべの表面には目立つひびが走り、外観は掃除をしたことがないと断定できるほど薄うす汚れていた。表札もポストもなく、警察が使用する家屋には見えない。

「場所も電話番号も非公開だから、君も内緒にしといてね」

「はい」

　一階部分はシャッターが下りていて車庫になっているようだ。その横にあるドアの鍵かぎを優樹が開ける。

「おめでとう。ここに勧誘目的以外の人間が足を踏み入れるのは君が初めてだよ」

「そうですか」

　太た一いち朗ろうは動揺を悟られないように、平静を装ってそっけない返事をした。ドアの向こうはすぐ階段になっている。優樹が上るのを見て、太一朗も後に続いた。外はともかく、内部の清掃は定期的に行われているようだ。階段上に目立つ汚れはない。

　一歩一歩、階段を踏み締しめて太一朗は上る。この怪しげな建物でどんな怪あやかしがどんな仕事をしているのか。不安と好奇心が増す。

　二階に着くと右方向に廊下が延びている。廊下の右側の壁にドアがあり、そこには『セールス勧誘お断り』というプレートが下がっていた。

「三階と四階は何にもないから。トイレは廊下の突き当たり左側ね」

「はい」

　太一朗の返答は短い。近付くにつれ心拍数が上がる自分を自覚していた。この扉とびら一枚向こうに、自分の知らない人とは違う生き物たちの世界があるのだ。

「君も緊張するんだね、安心したよ」

　優樹がドアノブに手をかけながら言った。

「……別に、緊張なんかしていません」

「でも心臓の音が大きくなってるし、顔には出てないけど汗かいてるでしょ。それに君、普段は音を立てないで呼吸してるけど、今は聞こえるよ」

「心臓の音が聞こえるんですか？」

　白髪に半分隠された優樹の耳を見る。見たところで、それはただの耳でしかなかったが。

「耳を澄すませれば大抵の音が聞こえる。内臓が動く音とか、血液が流れる音とか。しょっちゅう聞いてたら耳と頭がおかしくなるからあまりしないけどね」

　太一朗は腹の辺りに手をやった。自分の体内の音が聞かれているというのは、気持ちのいいものではない。

（内臓の動く音って、どんな音だ？）

　考えた太た一いち朗ろうの目の前で、前触れもなく優ゆう樹きがドアを開けて中に入っていく。

「本日付で捜査第六課に出向になりました、緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊巡査、山やま崎ざき太一朗です！」

　内臓のことを頭から振り払い、自らを奮ふるい立たせるために叫ぶと同時に、太一朗は部屋に足を踏み入れた。

　そこは優樹以外に誰だれもいない、フローリングの広い部屋だった。だがその広さを感じさせないほど、物が満ち溢あふれた雑然とした空間であった。

　スチール製デスクが六つ、密接に並べられているのがまず目に付いた。それだけならどこでも見られる普通の光景だ。ただ、その机の上は異常に散らかっていた。何も載ってない机が一つだけあり、あとの五つには今にも落ちんばかりに様々な物品が散乱している。本、雑誌、新聞紙、ＣＤなどが主要なものだが、それらの下にはさらに大量の何かが存在することは疑いようがない。目立つところでは、十四型テレビ、ＣＤラジカセ、パソコン、家庭用ゲーム機などで、小型の冷蔵庫までが机の上に載っている。

　左の壁かべ際ぎわにはロッカーが六つ並んでいて、その隣となりにはこの場にそぐわない立派なキャビネットが設置してある。キャビネットの中には三十六型平面ワイドテレビとそれに接続されたビデオデッキ、ＬＤプレイヤー、ＤＶＤプレイヤーなどの電気機器が置かれていた。応接用らしきソファーとテーブルもあるが、あまり使われた様子はない。大きな本ほん棚だなには本とファイルが隙すき間まもないほど並んでいる。

　壁にはポスターが無計画にべたべたと貼はられている。その内容は流行はやりのアイドルから二枚目俳優、演歌歌手、英国の映画スター、時じ代だい劇げきやアニメの販促物、ゲームキャラクターの物など全く節操がない。扉とびらが左右に二つずつあるが、その向こうに何があるかまではわからない。

「これでも、本当にここは警けい察さつなんですか？」

　太一朗は率直な感想を口にした。

「一応刑事部だけど、向こうの人は嫌いやがってる。近いうちに内閣府か特とく遺い生せい物ぶつ管理委員会の所しよ轄かつになるかもね。靴くつは脱いで、スリッパ履はいてね」

　あまりの部屋にあきれている太一朗を尻しり目めに、優樹はすでにスリッパを履いていた。帽子とコートを脱いでハンガーにかけている。太一朗も靴を脱いで、用意されていた真新しい青いスリッパを履く。玄関の横にはスリッパかけがあり、五つのスリッパがかけてあった。どれも年季の入ったものだ。

「君の荷物をＥＡＴから預かってるけど……何持ってきたの？」

　何も載ってない机の横に、大きな木箱が二つ置いてあった。厳げん重じゆうに封がしてある。

「対特遺生物戦用防ぼう護ご服一式、レミントンＭ８７０ショットガン……」

「ショットガン!?　なんでそんな物ぶつ騒そうなもの、持ってきたの！」

　優ゆう樹きが咎とがめるような声を出す。

「自分の職務に必要なものだからです」

　直立の姿勢で返答する。どこに出向しようと自分は緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊の一員だ。その職務は怪あやかしと戦うこと。ならば、ここに銃器を持ってくるのは当然だ。

「そりゃＥＡＴには必要なものだろうけど、ここでは使わないよ。はっきり言って使ってほしくないね」

「必要な時には使用します」

「それを判断するのは、君じゃない」

　優樹の口調には強い響ひびきがあった。

「階級にものを言わせて命令するのは嫌いやいだけど、あたしは階級が上だから君に命令をする権利が一応とは言え、ある。そんなもの、使わせないよ」

　そう言って睨にらむ眼光は、赤あか川がわに比べれば鋭するどくはない。

（人間だと思えば、怖くないぞ）

「自分は……」

　反論しようとした太た一いち朗ろうを、優樹が手で制した。

「意見はお互い色々あるだろうけど、今は、君がここに三か月間いられる準備をしないといけない。そんなにもたないと、あたしは思ってるけどね」

「自分は、そんな根性なしではありません」

　それには答えず、優樹は机の側そばで手招きした。

「これが君の机。使い古しだけど、我慢して使ってよ」

　太一朗は唯一片付いている机の側に立った。当たり前ではあるが、普通の机だ。隣となりの机に視線を走らせると、分厚い辞書や学術書、洋書などが積み重なっていた。こんな難しい本を読む怪がいるのか、と少々感心する。

「他ほかの方はどちらにいるんですか？」

「皆みんな、三年前に辞めちゃったよ」

　返って来た答えは、どこか投げやりだった。

「……いつか帰ってくるつもりで、全員私物を置いていっちゃったんだ。だから、ここの物品は異常に多いの」

　不思議な言葉だ。なぜ『いつか帰ってくる』のだろうか。

「君も私物があるだろうけど、帰る時はちゃんと持ってってね。これ以上物が増えると、どこに何があるのかさっぱりわからない……今でもよくわからないけど」

　優樹は太一朗の向かいの机に着いた。比較的、整理整せい頓とんがされている机である。小説や漫画本に混じって犯罪学や遺い伝でん子し学、法律関係の書物が見えた。隣の机上の小型冷蔵庫から、缶かんコーヒーを取り出して飲み始める。

「まず自分の荷物を整理してよ。それが終わったらやってもらうことがあるから」

「任務ですか」

　太た一いち朗ろうは期待を持って優ゆう樹きを見た。良くも悪くも、彼は働くことが好きな男であった。

「ちょっと違うけど、ここでは必要なことだよ」

「はい。ではロッカーを使わせて頂きたいのですが。できれば二つ」

　一つは対特とく遺い生せい物ぶつ戦防ぼう護ご服をかけておくため、もう一つは銃器類を置くロッカーだ。

「それと高温多湿でない場所はどこでしょう？　弾薬を保管したいのです」

「弾薬まで持ってきたの!?　まさか……実弾？」

「はい」

　優樹が白髪頭を抱える。

「拳けん銃じゆう用に通常弾、ゴム弾、ソフトポイント弾、ショットガン用にダブルオーバック弾、ゴム散弾、ライフルドスラグ弾を。弾数は……」

「……もういいよ」

　ひらひらと手を振る。

「弾薬の種類聞いたって、さっぱりわからない。隣となりの物置は、高温でも多湿でもないよ。窓あるし、換気扇も付いてるから」

　優樹は部屋の左側にある二つのドアのうち、入り口寄りの方を指し示した。『物置　無計画に物を放り込まないでください　片かた倉くら』という手書きの紙が貼はってある。窓側のドアには『宿直室　ふとんはまめに干しましょう　大おお田た』という紙が貼ってあった。

「銃はさっぱりわからないから、ちゃんと自分で管理してね」

　それは太一朗には聞き捨てならない台詞せりふだった。

「警けい察さつ学校で、基本的な拳銃操法は習ったでしょう？　今も拳銃は貸与されているはずです」

　非難めいた言葉に、優樹は肩をすくめてみせる。

「六課に銃は貸与されない……それにあたしはろくに勉強せずに入学して卒業した、世にも珍しい警察官なの。普通の警察官が学校でやることの大半はやってないよ」

「そんなことで、どうして卒業できたんですか？」

「昇進も含めて、内閣府の陰いん謀ぼう」

「はっ……」

　太一朗は冗談だろうと鼻で笑ったが、優樹は笑っていない。

「あの……本当……ですか？」

「噓うそだよ」

　あっさりと答えた優樹は、立ち上がってロッカーの方に歩いていった。話を続けるタイミングを逃した太一朗は、仕方なくロッカーに近付く。

「一つしか整理してないんだよね。その一番右の使っておいて。今、もう一つロッカー空けるから」

「ありがとうございます」

　優ゆう樹きは意外そうな顔をしてみせた。

「……なんだ、ちゃんと礼を言えるんだね。てっきり無礼な人だと思っていたよ」

「自分は、自分に正直に生きているだけです」

「そりゃ結けつ構こう……でも、嫌きらわれるよ」

「構かまいません。噓うそをついて他人に好かれるより、正直に生きて他人に嫌われます」

　太た一いち朗ろうの本音だ。

「あたしもそう思うけど、人間社会では無理だよ」

「では、怪あやかしの社会ではどうなのですか」

「怪に社会……ないんじゃないかな。少なくとも、あたしは知らない。生まれた時から人間社会にいたから」

　怪はどうやって生まれてくるのだろうか。それを聞こうと思った太一朗は、自分があまりにも怪について無知であることに気が付いた。教練で教わったのは、あくまで乙種のことである。それも捕ほ縛ばくと捕殺の方法だけだ。

　考え込んだ太一朗をよそに、優樹は右から二番目のロッカーを開けた。

「あー、虎とらくんのロッカーだ。懐なつかしいな」

　呟つぶやいてロッカーの中身を引っ張り出す。それは太一朗が見たところ、つまらないものばかりだった。

　木製バット、金属バット、木刀、竹刀しない、十手、ヌンチャク、トンファー、日本刀のレプリカ、ゴルフクラブ、御用提ちよう灯ちん、はっぴ、はちまき……最後に巨大なはりせんが出てきた時には、さすがの太一朗も聞かずにはいられなかった。

「あの……何でそんなものがあるんですか？」

「虎くんの趣しゆ味み。こういう、変なものが好きだったのよ。これ、一回だけ実戦で使用されてね、はりせんアッパーを食らわせたら気絶したよ。それ以来、このはりせんは『スタン・はりせん』と呼ばれるようになって……」

　優樹は笑ってみせた。

「何がおかしいんですか？」

　太一朗には、どうして優樹が笑っているのかよくわからない。

「……なんだ、知らないの。世代の違いかな……まあ、これで笑えるのは虎くんくらいか」

　タイプ的には似てると思ったのにと呟きながら、つまらなさそうに優樹はそれらの品々を一つにまとめて縛しばり上げた。部屋の片隅に無造作に置く。

「これでロッカーは二つ使えるよ」

「そのロッカー、鍵かぎはかかっていないようですが」

「鍵かぎ？　ああ、どこかにあると思うけど」

「銃器は、施せ錠じようできる場所にしまう規則があるのです」

「そう……とりあえず、入れておきなよ。君が入れてる間に探すから」

　太た一いち朗ろうは、まず対特とく遺い生せい物ぶつ戦用防ぼう護ご服を箱から出した。ここにいる間、これを着る機会は恐らくはないだろう。それでもこれは手元に置いておきたかった。もう一つの木箱を開けようとした時、太一朗は優ゆう樹きが奇妙な行動を取っていることに気が付いた。鼻をひくつかせて、ロッカーの施錠部分の臭においを嗅かいでいる。まるで犬のようだ。しばらくそうした後、今度は散らかった机の上を探し始める。

「あった」

　ほどなくして、ロッカーの鍵を二つ手にした優樹がいた。

「どうやって見付けたんです？」

　あの乱雑な物品の中から、こんな短時間で小さな鍵を二つ見つけ出す方法など太一朗は思い付かない。

「あたしは鼻が犬よりいいの。あのロッカーと似たような臭いを探して鍵を見付けた。でもこれのせいで白髪犬とか呼ばれるんだよね。まだ白髪頭の方がいいよ」

　名前ではなく白髪頭と呼ばれるのは快いことではないが白髪自体は否定できないし、するつもりもない。

「とくに階級が上の人ほど、あたしを犬って呼ぶね。他ほかにもあだ名はいろいろとあるけど」

　鍵を太一朗に渡して自分の椅い子すに座り直す。

「巡査部長は……そんなあだ名を甘んじて受け入れているのですか」

　それは屈辱ではないのだろうか。

「うん」

　平然と答えて缶かんコーヒーを飲む優樹を横目で見ながら、太一朗は自分の作業を進めることにした。防護服を入れたロッカーに鍵をかけ、銃器の入った木箱を開ける。緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊制式採用銃器、レミントンＭ８７０散弾銃とベレッタ９２Ｆ半自動装そう塡てん式拳けん銃じゆうがその姿を見せる。これらの銃器は他部署では使われない。殺傷能力が高過ぎるからだ。ＥＡＴでも、メンテナンス、保管、取り扱い方法などを厳きびしく叩たたき込まれ、やっと使用が許される。

　太一朗は教練で何度も言われたこと、『人に向けるな、撃うつな』という言葉を思い出した。『人型の怪あやかし』はどうなのだろう。視線を上げると、そこには新聞を読みながらコーヒーを飲む甲種指定生物、片かた倉くら優樹がいた。

　もし、万が一にも彼女が凶悪な怪であったら。

　今まで怪を撃つ訓練を重ねてきたが、人の姿をした、それも自分より年下に見える女の子を撃つことができるのか。その情景が脳裏をよぎる。知らず知らず手に汗が滲にじんでいた。

「ねえ、その銃早くしまってよ」

　突然優ゆう樹きがこちらを見たため、太た一いち朗ろうは慌てふためいた。

「自分はあなたを撃うったりしません！」

「お、驚おどろいた。怒鳴らなくてもいいじゃない」

「……すいません」

　太一朗は素直に自分の非を認めた。慎重に散弾銃をロッカーにしまって施せ錠じようした。拳けん銃じゆうは用意してあった肩のホルスターに入れて携行する。

「持ち歩くの？」

　優樹がいかにも嫌いやそうに顔をしかめる。

　なぜ彼女はこうも怯おびえるのだろう。怪あやかしに怖いものなどないのではないか。事実、彼女の存在自体がＥＡＴに恐怖を撒まき散らしているのだ。

「あなたにも怖いものがあるんですか？」

　優樹が唇くちびるを真一文字に結んだまま、顎あごを擦さする。

「当たり前でしょ、生き物なんだから。君だって一度撃たれたら銃が怖くなるんじゃないかな」

「撃たれたことがあるんですか？」

「うん、太ふと腿ももを撃たれた。痛かったよ。血はたくさん出るし、弾が肉を裂いて骨まで刺さったから言葉通り骨の髄ずいまで痛かった。腿を切り開いて弾を取り除いたけど、その過程がまた痛いとしか言いようがないんだな。痛みで発狂死する時って、きっとあんな感じだろうね。まあその前に、普通の人なら出血多量で死ぬんじゃないかな？」

　口調自体は極めて軽いが、その内容は凄せい惨さんだ。優樹の手が左の太腿を触っている。太一朗も無意識のうちに同じ場所を撫なでていた。

「よくそんな体験をあっさり話せますね」

　神経を疑ってしまう。

「別に……事実だもの。あたしがどうして銃が怖いかっていう理由説明だから」

　太一朗を真剣な表情で見る。

「どんな射しや撃げきの名手だって、誤ご射しやがないとは言えないよ。あたしに当たってもたいしたことないけど、人に当たったら死んじゃうんだからね？」

「……はい」

　太一朗は優樹がただの無神経な怪ではないことに、今気が付いた。彼女は、人間がいかに簡単に死ぬか知っている。そして、彼女自身がいかに人間離れしているかも知っている。

　彼女は〝痛み〟を知っている。

「片かた倉くら巡査部長、申し訳ありません」

　姿勢を正して頭を下げる太一朗を、優樹はきょとんとした顔で見返した。謝しや罪ざいされる理由がわからなかったからだ。

「自分は銃器の使用に関して、巡査部長の指示に従うことを宣誓します」

　太た一いち朗ろうは自分が間違うことなど考えたことはない。彼は自分の力量に自信を持っている。それでも彼は優ゆう樹きの言葉を聞いた。その言葉には、経験者しか語れない重みがあったからだ。口ぶりに全く重みはないが。

「そう……それは嬉うれしいな」

　素直に喜んだ。彼は自分の言葉を尊重してくれたのだ。

「君が正当防衛だと思った時はいいけど、本当に人に向かっては撃うたないでね……じゃ荷物整理が終わったみたいだから、少し出かけてもらおうかな」

「はい！」

　初任務だ。緊きん張ちようして優樹の前に立つ彼に、紙切れが一枚渡される。

「渋しぶ谷や近辺の五千分の一地図。この辺りの地理を覚えてきて」

「警けい邏らですか？」

「ここに勤務するんだから迷子にならないように、と思っただけ。警邏なんかしたら、渋谷警察から文句来ちゃうよ」

「あの……一つ質問したいのですが、ここの主任務は何ですか？」

　白髪頭が困ったように揺れる。

「……あまり言いたくなかったんだけど……とても辛つらいよ」

「望むところです」

　ひどく神妙な顔をする優樹につられて、太一朗も真剣な表情になる。どんな過酷な任務であろうと、やり抜く覚悟はできていた。

「捜査第六課の任務は、他ほかの警察部署、官公庁の要よう請せいを受けて出動し、その事態をすみやかに解決する。以上」

「具体的には、どんな要請があるんですか？」

　目を輝かがやかせて身を乗り出す太一朗に対して、優樹の返答は短かった。

「ない」

　三秒間、太一朗の瞬まばたきの回数が普段の一・四倍に増えた。

「……はあ？」

「『要請を受けて』ってあるけど、要請が来ないの」

　太一朗は首を捻ひねって腕を組んだ。

「では、普段は何をしているんですか？」

「何もしない。毎日毎日毎日毎日、ずーっとここにいて、ぼけーっとしているのが仕事。聞こえのいい言い方をするなら、非常時のための待機」

　肩をすくめてみせた。

「暇なんだよ。警察と消防と自衛隊は暇な方がいいけどさ。葬そう儀ぎ屋と病院も暇な方がいい気がするけど、それは無理か。死ぬのは当たり前だし、病気や怪け我がは好きでなるわけじゃないしね」

「もっともですけど……じゃなくて！」

　ずれた話題を戻す。

「どうして、要よう請せいがないのでしょうか？」

「人間の事件を、怪あやかしなんかに任せておけないからだよ」

　その言葉に太た一いち朗ろうは、自分が彼女に似たような台詞せりふを言い放ったことを思い出す。

『怪捕ほ縛ばくは人間がするべきだ』

　では、この部署は何のために存在するのだろうか。

「要請自体はね、ないことはない。でもここの場所も連絡先も非公開だから、まず刑事部に連絡がいく。一応、ここは刑事部だから。で、参事官に要請があったことが知らされる。要請の七割はここで消えるね、前述の理由で」

　その仕組みは太一朗にもわかる。どんなに怪が優れていようとも、彼らに頼ってはいけない。人間が解決できることは、人間の手で行うべきだ。そんな確固たる信念を持っているからこそ、太一朗は捕縛を怪の優ゆう樹きに任せてはおけないと感じている。

　しかし、これでは捜査六課の怪は飼い殺しだ。人にも怪の事件にも介入できなければ、やることがない。

「万が一にも要請が通ったとしようか。その次に特とく遺い生せい物ぶつ管理委員会の許可がないと、仕事が来ない。委員会はあたしたちに動いてほしくないから、要請をこちらに回さない……かくして、暇な暇な捜査六課の構こう図ずができ上がるわけだ」

　肩をすくめて薄うすく笑い、空になったコーヒー缶かんをゴミ箱に投げ入れる。態度そのものは太平楽だが、その表情には諦あきらめと暗あん鬱うつの色が見えた。

「君も絶対嫌いやになるよ。あたしは我慢強いから三年間一人でやってきたけど」

　三年もの間たった一人でここにいて、彼女は辛つらくなかったのだろうか。その忍耐力に太一朗は驚きよう嘆たんする。

「あー、久し振りに愚痴ったらすっきりした」

　次の瞬しゆん間かん、優樹はいつものぼんやりとした表情に戻っていた。

「そんなわけで仕事はないの。帰ってもいいんだよ」

「出向した以上、自分もこの捜査第六課の職務を全うします」

　太一朗の決心は固かった。優樹にできて自分にできないと思うと悔しい。仕事がなければ無理やりにでも見付ければいいのだ。

「では、周辺地理を暗記するために出かけてきます」

「あ、ついでに昼ご飯食べてきなよ。台所使ってもいいけど」

　部屋の右側にある扉とびらを親指で指し示す。『台所　作ったら食え　食ったら残すな　八や牧まき』という紙が貼はってある。紙の端々がセロテープで補強してあり、過ぎ去った時間を感じさせる。台所の左ひだり隣どなりには『洗面所と浴室　夜勤の人は入ったら責任を持って洗って下さい　大おお田た』と書かれた紙が貼った扉とびらがあった。

　随分と貼り紙の多い部屋だ、と太た一いち朗ろうは思う。わざわざ書かなくとも、一度場所を確認すれば間違えるわけがない。何か深い理由があるのだろうか。

「巡査部長は昼飯どうするんですか」

「食べないよ。怪あやかしはあまりご飯食べなくても生きていける。あたしは結けつ構こう人間寄りな生活してるけど、ここ三日間は酒とお茶とコーヒーしか摂取してない」

（……化け物……なんだよな）

　優ゆう樹きの能力は確かに人間離れしている。だがその基本的な性格は、充分に人間の範はん疇ちゆうに含まれるだろう。三か月もここにいれば、少しは怪を、彼女のことを理解できるようになるのだろうか。

　太一朗にとっては甲種と乙種の違いなど、どうでもよかった。どちらも化け物であり、捕ほ縛ばくや捕殺の対象であるだけ。そのはずだった。

　だが、優樹は人間ではないが〝化け物〟でもない。ほんの数時間彼女と接することで、太一朗の怪に対する先入観はだいぶ変わっていた。怪に負けたくないという気持ちそのものに変わりはないが。

（俺おれがいる間に出動要よう請せいが来ないかな。人間の力を見せてやるんだ）

　そう思いながら、太一朗は敬礼をして捜査六課分署を出た。




　太一朗が出ていった後、優樹は大きく息を吐いた。彼には全く悟られなかったが、優樹も緊きん張ちようしていたのだ。高校卒業後、自分と年代の近い人間と会話する機会はほとんどなかった。まともな会話ができるか心配だったが、今のところコミュニケーションは取れている。

　しかし太一朗の考え方はやや偏っている気がした。恐怖心を持たないのは結構なことだが、怪への敵対心が強過ぎる。昔の赤あか川がわを見ているようで面白いが、銃器の持ち込みに関してはつい優樹も強い口調で反論してしまった。

　彼に嫌きらわれたくはなかったが、媚こびを売るのは真っ平だ。

　人に好かれるために噓うそをつくより、疎まれてもいいから正直に生きる。ある意味、優樹と太一朗は似た者同士だった。

　優樹は嫌われ過ぎてしまい、なんと思われようとどうでもいい、と感じるようになっていた。他者を気にせず行動できるのは、彼女の強さの一因だ。

　それでも、心の奥底では願わずにいられない。自分を嫌わない、恐怖しない人間がいてほしいと。太一朗が自分に恐怖感を抱いていないのはわかる。優樹は他人の心の動きを敏感に感じ取る。心拍数、呼吸音、表情の微妙な変化、眼球の動き、体温の上下、声に含まれる動揺……。そういったものを総合すれば、心情くらい簡単に見抜けた。

　山やま崎ざき太た一いち朗ろうという人間は単純で思考を読みやすい。表情を変えないように努めているが、顔の筋肉がひくついたり眉まゆを上下させたりする様は見ていて飽きない。体内変化の方は、もっと正直に彼の精神状態を教えてくれる。常人にしては肉体制御をしている方だが、優ゆう樹きとは比べるべくもない。もっとも、心臓停止さえ自分の意思で容易に行える優樹と比較してはあまりにもかわいそうだが。

（根性だけは本当にありそうだ）

　三年近く一人で過ごしてきた優樹は、彼の出向を楽しんでいた。いかに強固な精神力を保持しているとは言え、誰だれとも会話せずに毎日座り続けているのはあまりにも苦痛であった。

（これからどうなるか、楽しみだな）

　つい笑ってしまう自分を自覚する。

（なるべく、何事も起こりませんように）

　苦しい時も神頼みをせず自分で努力する優樹だったが、今だけは神に少しだけ祈ってみた。

「……神様……ねえ……」

　すぐにそんな自分の祈りを、声に出して笑い飛ばした。

　祈りとは、通じないもの。届かないもの。

　それは、わかっているはずなのに。
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　結局、その日は何も起きなかった。太た一いち朗ろうは午後三時まで渋しぶ谷やを歩き回って地理を覚え、優ゆう樹きはずっと部屋でぼけっとしていた。

「勤務時間は何時からでしょうか」

　午後三時二十三分、優樹に『帰ってもいいよ』と言われた太一朗が問う。

「そんなものはない。いつ来ていつ帰ってもいい。休日も勝手に決めてくれていいよ」

　無造作な物言いに、太一朗がむっとしたのがわかった。どうやらこの青年は『いい加減』というものが嫌きらいらしい。そのくせ規定違反を厭いとわないのは、自分に自信を持っているからなのだろう。内心でそんなことを考えている優樹に、太一朗が気を取り直して聞く。

「巡査部長はどうしているんですか？」

「一年三百六十五日、二十四時間、ほとんどここにいるよ」

「あの……ここで暮らしているんですか？」

　返ってきた答えは意外なものだった。

「うん。人がいた頃ころは回り持ちで夜勤していたけど、今はあたし一人しかいないからね。帰るのが面めん倒どうになって、ここに住み込んでる。生活必需品は殆ほとんど揃そろってるし」

　たとえ出動要よう請せいがなくとも、いざという時のためここにいる。優樹は適当ではあるが、決して無責任な怪あやかしではない。

「休日は……ないんですか？」

「あるとは思うけど、誰だれも何も言ってこないから。ある意味では毎日が休日かもね。この辺りには娯楽がたくさんあるから困らない」

　優樹が白髪頭をかく。肩をすくめたり髪に触れたりするのは彼女の癖くせらしい。

「家族の方は、何も言わないんですか？」

　自分の質問を、太一朗は自分で不ふ審しんに思った。『怪に家族がいるのか』という疑問に思い当たったからである。

「父親には会ったことがないね。父の友人が言うには、あたしのことを心配してるみたいだけど。母親は……この前電話した時は寂しがってた。同じ都内にいるのに、三年も会ってないし」

　優樹にも両親がいる。人間のような生まれ方をしていると思うと、親近感がわいた。同時に不ふ憫びんにも感じる。太一朗の家族は神か奈な川がわで暮らしている。寂しく思ったことはまだないが、優樹の三年はあまりにも長過ぎるのではないか。

「たまには会ってきたらどうですか。自分が夜勤をします」

　空言ではなく、それは太た一いち朗ろうの純粋な善意だった。

「いいよ。それにあたしが下手へたに家に戻ると母親が迷惑するかもしれない」

「疎まれて、いるのですか」

「はっきり聞くね、君は……。ご近所が嫌いやがるの」

「怪あやかしだから、ですか」

「それ以外に理由があると思う？」

　怪であることなど、言わなければわからないのではないか。その若白髪は確かに目立つが、別に珍しいことでもない。ヴィジュアル系バンドやその追っかけたちにも、白く染めている連中はいくらでもいる。太一朗も初めて優ゆう樹きを見た時は、怪とはわからなかった。

「内閣に公認されている以上、怪なことを隠しちゃいけないの。ご近所さんは皆みんな知ってる」

　昔のことを思い出すのは、優樹にとっては辛つらく苦しいことでしかない。すぐに思考を切り替える。

「とにかく明日からは、君のやりたいことをやりなさい。暇潰つぶしの道具を持ってくることだね。ここにも色々あるけど……」

　そう言うと、優樹は机の一つの中をかき回した。トランプ、花札、碁、将棋、オセロ、チェス、ダイヤモンドゲーム、モノポリー、麻マー雀ジヤン卓に雀ジヤン牌パイなどが次々と現れ、再度太一朗はあきれることになる。

「麻雀はあたしがルールがわからないし、面子メンツが足りないからだめだけど、他ほかのものなら結けつ構こう遊べるよ。パソコンのゲームで天下統一でもやってみる？　七人いた頃ころは一人一大名担当して、誰だれが最後まで生き残るか競い合ったもんだよ」

　勤務中になんてことを。そう言いたかった太一朗だが、捜査六課の境遇を考えると無理のないことだ。それでも勤務中に遊ぶことなど、太一朗には耐えられない。

「明日は午前八時に出勤します。では失礼します」

　太一朗は敬礼をすると、六課を出ていった。その後ろ姿を見送りながら、優樹は久々に晴れやかな気分になった。自分を恐れない人間と会話するのが、こんなに面白いとは思わなかった。

（明日は、どんな日になるのかな）

　期待を持って明日を待つ。こんなことは三年ぶりだ。親友である怪たちが課を去って以来、優樹が待ったのは明日ではない。

　彼女が待っていたのは、仲間たちが帰ってくる〝未来〟だった。〝明日〟の積み重ねが〝未来〟へと続いていることを、優樹は考えていなかった。




　優樹の朝は早い。午前四時には目を覚ましている。何もせずにソファーに体を沈め、薄うす汚れた天井を見上げているのが日課だ。新聞がポストに入った音を聞いて取りに行き、隅すみから隅までじっくりと読む。読み終わったら、ビールを飲みながらテレビを見る。布団を干し、洗せん濯たくし、おざなりに掃除をする。それらが終わった後、渋しぶ谷やの街を一時間だけ散歩する。

　帰った後は屋上に出て日光に当たる。日が沈んだら部屋に戻り、夕刊を読みながら焼しよう酎ちゆうを飲む。そこらにある本を眺ながめる。テレビを見る。風呂に入る。寝る。

　ただ、それだけ。毎日毎日同じことを繰くり返す日々。

　誰だれもいない、誰とも話すことのない日々。

　たった一人の日々。

　三年近く続いた単調な生活は、山やま崎ざき太た一いち朗ろうという青年によって変わった。




　時間は過ぎていく。それは決して止まることはない。戻ることもない。

　何をしなくとも。何をしていようとも。

　太一朗が出向してきて、はや一週間が過ぎようとしていた。

　何の事件もない、平へい穏おんで退屈な一週間だった。根性はあっても根気にやや欠ける太一朗には、苦痛でしかない時間であった。

「平和なのが、一番いいんだよ」

　太一朗が漏らした不平に答える優ゆう樹きは、いつもぼんやりと椅い子すに座っていた。時たま冷蔵庫から缶かんコーヒーや茶、酒類を取り出して飲んでいる。それ以外には何も口にしない。優樹曰いわく、激しい運動さえしなければ水分だけで一週間は生きていけるそうだ。

「勤務中に酒を飲むなんて……」

　抗議した太一朗に、優樹は笑って答えた。

「怪あやかしは酒を定期的に飲まないと死んじゃうんだよ」

「……噓うそでしょう」

「ほんと、ほんと」

　軽い口調のくせに、芝居がかった神妙な顔をして見せる。

　そんな会話でも、ないよりはましだ。基本的に優樹は自分からは何も話そうとしなかった。『怪に話しかけられるのは嫌いやだろう』という太一朗に対する気配りのつもりだったが、それが彼にさらなる苦痛を与えた。沈ちん黙もくや静寂は、彼が退屈の次に嫌きらうものだった。かと言って、自分から話題を提供できるほど器用にもできていない。

　ある日、とうとう太一朗は呟つぶやいた。

「……自分は、退屈で死にそうです」

『退屈は神々をも殺す』と言ったのは誰だれだったか。

「退屈で人は死なないよ……だから、何か退屈しのぎになるものを持ってくればいいのに。渋谷の街でも歩いてきたら？　娯楽ならいくらでもあるよ」

　それは太一朗にはできない相談だ。彼に、部屋の中でできる退屈しのぎはない。勤務中に遊びに行くことができるほど、不真ま面じ目めでもない。太た一いち朗ろうにできたこと、それは熊くまのように部屋の中をうろつき回ることだった。

（ほんと、世界で初めて退屈で死ぬ人間になるかもね）

　太一朗の退屈ぶりを見かねて、優ゆう樹きは自分で話題を見付けて話しかけるようになった。

　優樹の話術は巧みだ。難事件を超常能力で解決していく優樹とその仲間たちの話は、太一朗の血を沸き立たせた。他ほかにも彼女が好む缶かんコーヒーや茶の味の蘊うん蓄ちく、酒についての雑学など、豊富な知識と流りゆう暢ちような語り口で、太一朗を飽きさせない。

　やがて太一朗は、彼女の回想の中に沈む仲間たちへの未練を垣かい間ま見みるようになった。意味をなさない古びた貼はり紙と異常な量の私物が、優樹の本音を裏付けている。口に出して聞いたわけではないので、所しよ詮せんは想像に過ぎないが。

　会話を重ねるうちに、太一朗は優樹が有能な存在だと感じるようになった。頭が切れ腕力があり、根気のよさも並ではない。怪あやかしであることを忘れてしまえば、その性格は温厚で気のいい女の子である。やや不真面目な言動とゆったりとした行動テンポは気に入らない。しかしそれを差し引いても、ここで燻くすぶらしておくのは警けい察さつの損失だ。

『怪』であることだけが、優樹が敬遠される理由であった。

　怪は捕ほ縛ばくすべき対象でしかないはずだった。それでも太一朗は少しだけ考え直すようになった。優樹のような怪なら、捕縛だけではなく一般の刑事事件でも協力し合うことができるのではないだろうか。

　太一朗自身は全く気が付いていなかったが、この心境の変化こそが赤あか川がわの望んだものだった。優樹が一部の存在に放つ強力な〝カリスマ〟に、赤川は期待したのだ。その試みは現在の時点では成功していた。しかし、赤川は一つのことを見落としていた。

　負けず嫌ぎらいで命知らず、人間とＥＡＴに対する誇りが服を着て歩いている太一朗が、優樹に何らかの影えい響きようを与えることは考こう慮りよの外だったのである。




「おはようございます、巡査部長！」

　三月八日午前八時、大音声と共に太一朗がいつものようにドアを開け放ち捜査六課に入ってきた。優樹は朝のニュースを見ながら、十日ぶりの朝食を食べ始めたところであった。

「おはよう、これで八日連続出勤だね。無理しなくてもいいんだよ」

「いえ、大丈夫です」

　自分のいない間に何か事件が起こりはしないかと、毎日出勤していた。事件発生を望むのは警察官として好ましくない考え方ではある。それでも期待してしまう自分に、太一朗は少々うんざりした。単純にできている彼の思考回路はたいして悩みもしなかったが。

　この日、太一朗は退屈な現状を打破すべく張り切っていた。

「ちゃんと朝食は食べた？」

　優ゆう樹きはさんまの開きを頭から齧かじりながら、白飯を口に運んでいる。

「はい」

　緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊の一員たる者、健康的な生活を心がけなければならない。睡眠、食事は充分に取っている。

「そう、それはよいことだね」

　席に着きながら優樹の朝食に視線を走らせた太た一いち朗ろうは、その量の少なさに驚おどろいた。白飯、油揚げと大根の味み噌そ汁しる、さんまの開き一匹。それだけである。茶ちや碗わんの大きさはいたって普通だ。

「それだけで足りるんですか？」

「運動しなければ、これで保もつね。腹にたまった脂肪を消費すれば、もっと保つんじゃないかな？」

　思わず優樹の腹部を見つめてしまう太一朗である。『腹の脂肪』と言うが、さして付いているようには見えない。黒のスラックスをサスペンダーで吊つり、白いブラウスの上にグレイの襟えり付きカーディガンを羽は織おっている。地じ味みな格好だ。体の曲線はあまり目立たないが、ウェストはくびれ、バストとヒップは女性らしく出っ張っていた。足は隠れていてわかりづらいが、靴くつとスラックスの間から見える足首は細い。

（やっぱり女の子なんだな）

　妙な部分で感心してしまう。

「山やま崎ざきくん」

「は、はい、すいません！」

　反射的に謝あやまった。じろじろと彼女の肢し体たいを眺ながめていたのがばれたと思ったのだ。

「何を謝ってるの？」

　食事とニュースに意識を集中していたので、優樹は太一朗の視線には気が付いていなかった。

「いえ……何となく」

　正直者の太一朗ではあるが、『胸と尻しりを見ていたのがやましかったから謝った』とは言えない。

「で、何かご用ですか？」

　話題を逸そらそうとする彼を、優樹は不思議そうに見た。彼がこんなにうろたえるのを見たのは初めてだった。

「まあ、どうでもいいんだけど……何で柔道着なんか持ってきたの」

　行ぎよう儀ぎ悪く、箸はしで太一朗の荷物を指し示す。

「空手着です。組み手をしようと思って持ってきました」

「ふーん、頑張ってね」

　何気なく答えた優樹に、太一朗があきれた顔をする。

「巡査部長に相手をしてもらいます」

　あやうく、味み噌そ汁しるの椀わんを落としそうになった。

「君……本気で言ってるの？」

「もちろんです。日々の鍛たん練れんこそが健全な肉体と精神の源ですから」

「……古臭い台詞せりふ」

　素直な感想を口にする。

「巡査部長も体を動かさないと、筋肉が弛ゆるみます」

「山やま崎ざきくん、いくつ？」

「今年で二十一歳になります」

「人間のその年なら、まだ鍛きたえれば強くなるよ。反対に、動かさなければどんどんなまる。でも怪あやかしは鍛えても筋肉は付かないし、動かさなくても衰えたりはしない」

「しかし、実践によって得られるものもあります」

　筋力はそのままでも、模も擬ぎ的な試合を行うことで勘や反射神経が鍛えられるはずだ。それに、優ゆう樹きの強さを自分の目と体で確認したかった。

「あたしは、剣道も柔道も空手もやったことがない。それでも、素手の人間なら十人相手でも絶対に負けないよ。運動能力と皮ひ膚ふの厚さが、人とは圧倒的に違うから」

「なら、自分を鍛えるために力を貸してください」

「……君は勇敢だね。それに、無む謀ぼうでもある」

　優樹は、彼に自分の力を体感させたくなかった。太た一いち朗ろうは常人より優れた体力と運動神経を持ち、武術の鍛練を怠らず、ＥＡＴの厳きびしい教練を経て、自信と向上心溢あふれた青年となったのだろう。

　優樹は運動を滅めつ多たにしないし、武術も習ったことがない。だが彼女が持っている〝生まれ付き〟の能力は、太一朗の〝努力〟によって身に付けた力など足下にも及ばないのだ。

　どんなに努力しても、全く努力をしていない存在に勝てない。そのことに気が付いた者たちは諦あきらめ癖ぐせが付く。そうでなければ、その存在に対して恐怖心を持つ。〝人間業〟ではないと。

　捜査六課との合同訓練を経験したＥＡＴ隊員のうち、前者は部隊を去った。後者は隊にとどまりはしたが、優樹を恐れるようになっていった。

「もしかして、頑がん張ばれば怪に勝てると思ってる？」

「はい！」

　その返事を聞き、優樹は気分が沈んでいくのを感じた。自じ彊きようする人間ほど、それが無む駄だであることを知った時の落胆は激しいのだ。

　だが、優樹は腹をくくった。怪の力を知り、それで観念するようでは次代の緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊を担う男にはなれない。

「いいよ、相手になってあげる」

「はい、よろしくお願いします！」

　この元気がいつまで続くのだろう。

「ごちそうさま。あたしは食器を洗うからその間に着替えたら？　宿直室使っていいよ」

　朝食を終えた優ゆう樹きが、膳ぜんを持って台所に入っていく。それを見送った後で、太た一いち朗ろうは宿直室に入った。

　八畳ほどの和室だ。窓が一つに押し入れと簞たん笥す、それ以外は何もない部屋である。寝るためだけの部屋なのだろう。太一朗は手早く空手着に着替える。学校の部活や警けい察さつ学校で剣道や柔道も習ったが、八歳の時から始めた空手が一番自信があった。

　太一朗は気合いを入れて帯を締しめる。優樹が怪あやかしであることは、ヨーウィーの捕ほ縛ばくでよくわかった。それでも、彼は怪に負けたくなかった。勝てなくても、その強さに近付きたかった。

　太一朗が宿直室を出た時、優樹はカーディガンを脱いでいるところだった。

「巡査部長も宿直室を使ってください」

　少しだけ、太一朗の顔が赤くなる。たとえ人間ではないと頭ではわかっていても、女性が服を脱いでいる様を目まの当たりにするのは気恥ずかしい。

「これ脱いだら充分だよ。面めん倒どう臭い」

　そう言うと、その場で屈伸を始める。

「汗をかきますよ」

「発汗は調節できるから大丈夫。風ふ呂ろに入った時にまとめて流すよ。じゃ、三階の空き部屋でやってみようか。あそこは畳敷じきだから」

　六課を出て、三階へと上がる優樹の後ろに付いていく。

　三階には部屋が一つしかなかった。その広い空間には何もなく、ただ畳が敷かれているのみであった。やや擦すり切れた跡が残っているその畳は、かつてはここを使用した者たちがいたことを示している。

「面子メンツがいた頃ころは、ここで殴り合いの練習をしてたよ」

　靴くつを脱ぎながら優樹が言う。

「殴り合い、ですか」

「皆みんな、戦う時は我流だったから。格かく闘とう技ぎが好きな人もいたけど、ルールなんか知らないし」

「巡査部長も、訓練したのですか？」

「あたしは探索役だったから、戦い方知らなくても平気だった」

「あんなに強いのに、ですか」

　一いち撃げきでヨーウィーを倒した優樹が非戦闘員だとしたら、かつてこの部署にいた怪たちの強さとはどれほどのものだったのか。

「八や牧まきさんや虎とらくん、夏か純すみちゃんたちがいたら、この前の事件なんか一分で解決しただろうな……」

　昔のことを話す時、優樹の表情にはやや暗い影が落ちる。ぼんやりしている優樹を見ると苛いら々いらするが、そんな顔をされると気がかりだ。自分は随分天あまの邪じや鬼くらしい。

「さて、やってみようか」

「すいません、ちょっと準備運動をさせてください」

『ちょっと』準備運動は、三十分近くかかった。優ゆう樹きも少し彼の真似まねをしてみたが、すぐに飽きて畳の上に転がってしまった。

「……お待たせしました」

「お待ちしました」

　茶ちや化かす優樹をじろりと見る。太た一いち朗ろうの気合いは充分だ。

「とりあえず打ってごらん」

　一・五メートルほどの距離を空けて二人が向き合う。太一朗は右足に重心を乗せて腰を落とし、左足を前に出した。後屈立ちと呼ばれる姿勢である。それに対して優樹の構かまえは型も何もない。両腕の力を抜いて立っているだけだ。

「あの……ちゃんと構えてくれないとやりづらいんですけど」

「これでも構えてるつもりだよ。大丈夫だから打ってみなって」

　腹をくくった太一朗は、まず下半身を蹴けってみることにした。

「行きます」

　一いつ瞬しゆん左足を引き、気合いを込めて優樹の右腿もも側面に向けて脛すね蹴げりを繰くり出した。

　優樹は全く動かなかった。受けられると思っていた太一朗は瞬時に寸止めをしたが、威力は死なずに蹴りがヒットする。ばちり、と肉がぶつかり合う音が響ひびき渡った。

「………い……」

　痛い、と言いそうになるのを必死でこらえる羽目になったのは、攻こう撃げきした太一朗の方だった。まるで壁かべを蹴ったようだ。脛が痺しびれてしまうほどの衝しよう撃げきが走った。耐える太一朗とは対照的に、優樹の表情は動かない。蹴りを食らっても、一歩も揺らがなかった。

「痛かったでしょ？　あたしは平気だけど」

「……自分も平気です。今度は防御してください。寸止めは苦手なんです」

　この程度では音ねを上げられない。

「どんなに力いっぱい打ったところで、君の手足が痛くなるだけだよ」

「これも鍛たん練れんです」

　我慢強いと言うか、諦あきらめが悪いと言うか。

「じゃ、もう一度やってみようか。次はちゃんと受けるから。反撃もしちゃうよ」

「望むところです」

　構えて呼吸を整えた後、今度は左背足で優樹のこめかみを狙ねらう。だらりと下がった優樹の右手が動き、手の甲で軽く払いのけられた。足を踏ん張ってバランスを取り、右正せい拳けんで腹部を打つ。その拳こぶしは左手で逸そらされた。

「顎あごを打つよ！」

　優ゆう樹きが叫んだ。

　攻こう撃げき宣言があって一秒後、彼女の右掌しよう底ていが放たれるのが見えた。左の手刀で受けようとした太た一いち朗ろうだったが、その威力の前には多少の防御など気休めにもならなかった。

　受けた手刀ごと、掌底が太一朗の顎を打ち抜いた。充分に手加減はされていたが、脳が揺れ朦もう朧ろうとする。だが倒れ込みはしない。両足を踏ん張り、歯を食いしばって意識を回復しようとする。

「腹を殴る！」

　右背腕でその拳こぶしを外側に流そうとした。無む駄だだった。太一朗の腕は優樹の腕に触れただけだった。勢いは死なずに優樹の左正せい拳けんが腹部に決まる。たまらず太一朗は二、三歩後ずさり、腹を押さえてその場に跪ひざまずいた。

　さすがにやり過ぎたか。優樹は少々後悔した。だがこれで彼と自分の差がわかっただろう。技量と経験ならば、圧倒的に太一朗が勝っているのだ。蹴けり方、拳の繰くり出し方、足さばきなどは彼の方がはるかに洗練されている。しかしそんなものは優樹には通用しない。桁けたを外れた動体視力と反射神経は、太一朗の動きを見てからでも防御が間に合ってしまうのだ。当たったところで、ダメージを受けるのは攻撃した太一朗の方である。

　優樹の攻撃は速いとは言え、打ち方は素人に毛が生えた程度だ。だから太一朗も防御しようとした。実際、掌底打ちと正拳突きには受けが間に合っていた。だが、比べものにならない力の前ではガードなど意味がない。

　これが、人間と怪あやかしの差であった。

「……巡査部長」

　数十秒間蹲うずくまっていた太一朗の口から、苦しそうな声が漏れる。畳の上に彼の汗が数滴落ちた。呼吸はあまり乱れていない。

「まだ、痛い……？」

「いえ、大丈夫です。鍛きたえてますから」

　その声音に若干の怒りが混じっているのが、優樹にはわかる。

　努力では追い付かない存在に対する怒りなのか。

　自信と向上心が砕かれた怒りなのか。

「巡査部長の強さは、充分にわかりました」

　神妙な顔になってしまう優樹である。次に彼の口からはどんな言葉が吐き出されるのか。

「なんで、掌底を打つ時にスナップを利かせないんですか！」

「……へ？」

　顔を上げた太一朗の、あまりに予想外な言葉に間の抜けた声を出してしまう。

「顎への打撃は、脳しんとうを起こしやすいんですよ。さっきより力を抜いても、打ち方次第では充分に気絶します」

「はあ……」

「二打目の中段正せい拳けんですが、腹ではなくもう少し上、みぞおちを狙ねらった方が効果的です。ここは鍛きたえるのが難しい場所ですからね。それと拳こぶしの握り方が違います。あ、突いた時に腕と手首が一直線になってなかったですね」

「………」

　よくそんなところまで観察する余裕があったものだ。

「それに、巡査部長は上半身しか使っていません。蹴けりは拳より三倍以上の威力があります。少々上背が足りないのが残念ですが、足を上げて伸ばす鍛たん練れんをすれば自分のこめかみ辺りにも届くようになります。ローキックでも膝ひざや腿ももの裏を蹴れば、誰だれでも一発でひっくり返るほどの力が巡査部長にはあります」

「山やま崎ざきくん……君がさっきから怒ってるのは……」

　珍しく饒じよう舌ぜつになっている太た一いち朗ろうを遮さえぎった。

「そんな力があるのに有効に使っていないから、少し腹が立ちました。巡査部長は武術に関しては素人です。でも基き礎そを積んで鍛練すれば、もっと強くなれます。自分ができる限り教えますから、鍛練しましょう！」

「……あのね、あたしがこれ以上強くなってどうするの」

「自分の弱さに後悔することはあっても、強くて困ることはありません」

　太一朗の言葉は真実だ。しかし、優ゆう樹きは強さなど求めていない。これ以上強くなくても、生きていける人生を送りたかった。

「いいよ、人間より強いから」

「でも、甲種は巡査部長より強いのでしょう」

「……まあ、ね。怪あやかしのものさしで測れば、強い方じゃないかな」

「では、それを技量で補いましょう」

　強ければ警けい察さつ官かんとしての職務を遂行することも、自分の命や他人の命を守ることもできる。太一朗は単純に考えていた。優樹が現状の強さに甘んじている気がして、太一朗は苛いら立だつ。彼女がもっと強ければ、緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊にとっても彼女自身にとっても有益なはずだ。

「山崎くん……君は強いことがいいことだと思ってるね」

「はい、弱い方がいいことなのですか？」

「そうじゃないけど……所しよ詮せん、強さってのは比較対象がないと語れないよ。自分が強いと感じるためには、他者の弱さを体感しないといけない。君は今、自分が弱いと思ったでしょ？」

「……はい」

「それが嫌いやなの。強いってだけで、君を貶おとしめている気がする。君の強さは君自身のものだけど、あたしは親から貰もらったものだから」

　短い前髪をもてあそびながら優ゆう樹きが言う。

（この人は……優しい人なんだ。怪あやかしなのに）

　太た一いち朗ろうは、目の前にいる〝怪〟がどうにも普通の少女に見えた。本質そのものが戦いには向いていないのだ。それなのに怪であるために、捕ほ縛ばくに駆り出される。

「捕縛は、嫌きらいですか」

　唐突に話題が変わったため、優樹は少し戸惑った表情を見せた。

「……好き、じゃないね。でもあたしが行けば、捕殺には絶対させないよう頑がん張ばれるから」

　太一朗が手抜きと評した優樹の捕縛は、力の加減を誤あやまって殺してしまわないためなのだ。

「巡査部長……」

　その時、優樹が突然耳を押さえた。

「……電話が鳴ってる。話は後でね」

　靴くつを手に持ち、部屋を飛び出していく。

「電話……出動要よう請せいですか!?」

　叫びながら、太一朗も慌てて部屋を出る。優樹の姿はもう三階の廊下にはない。六課に戻った時には、優樹が受話器を持って誰だれかと会話をしていた。

「………はい、ではこれからそちらに行きます。詳しいことはそちらで」

　受話器を置くと、椅い子すにかけてあったカーディガンを羽は織おる。

「出かけるんですか？」

　腹の痛みも忘れて高揚した。いよいよ、捜査六課初の仕事なのか。

「特とく遺い生せい物ぶつ管理委員会の方から話があるらしくてね」

　これは、付いていかねばなるまい。太一朗は勝手に決め付けた。

「自分も同行します！」

「同行って……面白くないと思うよ」

「そういう問題ではありません」

　優樹は少し困った顔をしたが、すぐに了承した。

「そうだね……ここにいても暇なだけだし、委員長がどんな人か見ておくのもいい経験になるかもね」

「では、すぐに着替えます！」

　宿直室に駆け込んだ太一朗は手早く汗を拭ふき、三十秒で着替えて飛び出す。ちょうど優樹がコートを着終え、帽子を被かぶるところだった。

「じゃ行こうか」

「はい！」

　出て行く優樹の後に太一朗も続いた。自分より小さな女の子の後ろを歩いても、もう肩身は狭くなかった。




「あー、今日はちょっと曇くもり空だね。夜か明日には雨が降るかな」

「あの……車はあるんですか？」

　ビルの入り口に鍵かぎをかけ終わった優ゆう樹きに問う。

「昔はあったよ。でも一台目が東京湾に落ちて、二台目は高速の壁かべに激突させておしゃかになった。それからは買ってもらえなくなったね。必要はないよ。免許持ってないし自転車があるから」

「緊きん急きゆう出動があったら、どうするんです？」

「足があるからね。下手へたに車や電車を使うより、走った方がよっぽど早いもの。今は急いでるわけじゃないから、電車で行こうか」

　歩幅は太た一いち朗ろうの方が広いので、優樹の横に並んで歩調を合わせる。

「委員会はどこにあるのですか？」

「ああ、これも非公開だよ。でもあくまで民間に対してだけだから、六課よりはオープンだね。場所は永なが田た町。内閣府の中にある」

　二人は明めい治じ通りを北上して、明治神宮前駅から地下鉄に乗った。車内はさして混んではいなかったが、座れる席はなかった。

「いいな、君は。余裕を持って吊つり革を摑つかめるから」

　優樹も吊り革を摑んではいたが、身長が低いためぶら下がっているように見える。その姿があまりにも可愛かわいらしいので、太一朗は思わず笑ってしまった。

「……笑ったね。あたしは真剣に悩んでるのに」

　老化をしないというのは、成長をしないというのと同意義だ。

「踵かかとのある靴くつを履はいたら、もう少し楽に摑めるんじゃないですか？」

　優樹が履いているのはくたびれたトレッキングシューズだ。やや靴底は厚いが、身長を稼かせげるほどではない。

「踵が高いと走りにくいよ。女の子は、どうしてあんなものを履いて歩けるんだろうね？」

　そう聞かれても、男である太一朗にはわからない。

「昨今の女の子たちの風ふう潮ちようは、どうもあたし向きじゃないよ」

　よく見ると、優樹は化粧をしていないし装飾品も付けていない。

「昨今って、巡……片かた倉くらさんも女の子じゃないですか」

　太一朗の何気ない言葉に、優樹が目を丸くした。大半の人間は、優樹を〝怪あやかし〟として扱う。決して〝女の子〟とは見ない。

「どうしたんですか、驚おどろいた顔して」

「ううん、何でもない」

　そんな優樹を横目で見ながら、太一朗はここ一週間のことを思い出してあることに気が付いた。太た一いち朗ろうは数多くの質問をし、優ゆう樹きはそれらに答えてくれた。だが優樹は何も太一朗に聞かない。これは不公平ではないだろうか。

「片かた倉くらさんは、何か自分に聞きたいことはないですか？」

「……うーん、ないな」

　少しがっかりした。自分に全く興きよう味みがないような口ぶりだったからだ。この怪あやかしは、いったい自分のことをどう思っているのだろう。

「あの……本当にないですか？」

「あまり人と日常的な会話をしたことがないから」

　赤あか川がわとの会話は任務に関することばかりだ。普段の会話で何を話せばいいのか、優樹にはよくわからない。

　車内アナウンスが次の停車駅、国会議事堂前を告げた。

「ああ、もう着くんだ。頑張っていこうか」

「何を頑張るんでしょう？」

「そうだな……あたしがどれだけ向こうで嫌きらわれているかを知って、嫌いやにならないように頑張ろう」

　優樹は軽く太一朗の背中を叩たたいた。




　二十世紀末に首都機能移転が計画されたが、それは費用云うん々ぬんの諸しよ事情で結局は実現しなかった。相変わらず千ち代よ田だ区永なが田た町には国会議事堂と内閣府が、隼はやぶさ町には最高裁判所が存在し、日本国の立法、行政、司法の最高機関がここに集中していた。

「警けい視し庁ちようには行ったことがありますが、こっちの方には来たことないです」

　駅を出た太一朗はついきょろきょろしてしまう。どこを見てもいかにも〝お役人〟というスタイルの人々が行き来している。渋しぶ谷やとはだいぶ違う風景だ。

「あたしだって滅めつ多たにこっちには来ないし、警視庁にもろくに顔を出さない……出したら嫌がられるからだけど」

　二人は内閣府へと歩みを進めた。内閣府は国会議事堂前駅から、五百メートルも離れていない場所にそびえ立っている。二十一世紀初頭に実施された省庁改革に伴い大規模な増ぞう改かい築ちくが行われ、見上げていると首が疲れる建物が肩まで凝こる建物となった。

「どうも……」

　正面玄関に立つ守衛に優樹が帽子を取って挨あい拶さつすると、彼はぎょっとした顔をした。優樹はポケットから何かを出して提示し、その脇わきを通り抜け中に入る。

「何を見せたんですか？」

「甲種公認証。官公庁に入る時は提示しろって特とく遺い法で決められてる」

　太一朗は初めて内閣府に足を踏み入れたので、つい物珍しくて辺りを見回す。無意味に広い気がするが、内装そのものは地じ味みだ。省庁改革が行われた頃ころ、日本は不況であった。国民の反発を免れるために、内装にまで金をかけることは避さけたのだろう。

「十五階が特とく遺い生せい物ぶつ管理委員会だよ。委員長が常じよう駐ちゆうしている」

　どこを歩いていても、エレベーターに乗っている間も、優ゆう樹きは常に畏い怖ふと侮ぶ蔑べつの視線にさらされていた。

　誰だれもが彼女を知っていた。誰もが彼女を恐れていた。

　十五階で降りた時、太た一いち朗ろうは背後で誰かが呟つぶやくのを聞いた。

「消毒と換気が必要だ。病気がうつるぞ」

　誰もいない十五階の廊下で、太一朗は優樹が寂しそうに額ひたいを押さえるのを見た。

「……怪あやかしは普通の病気にはかからない。でも、病原菌を運ぶ時があるの。だからＥＡＴの防ぼう護ご服はＮＢＣのＢ……細菌に対する備えがあるんだよ」

　何も聞かないうちに優樹が答えてくれた。

「あたしは大丈夫。定期的に健康診断してるから、病原菌は持ってない。同じ空気を吸っても接触しても平気だから、安心してね」

　普段よりやや早口なのは気のせいだろうか。

「さて、どんどん行って早く帰ろう」

　太一朗は優樹の小さな背中を見た。ただ怪というだけで、どうして彼女はこうも嫌きらわれなければならないのだろう。内閣や法律が彼女の存在を公認し人権を保証しているのに、国家運営に携わっている者たちでさえ、彼女を〝化け物〟扱いする。

　太一朗は国と国民を守るために怪と戦うことに誇りを持っていたが、その誇りに初めて揺らぎが生じた。

　その揺らぎは、特遺生物管理委員長に会ってより大きくなっていった。




「……来たな」

　その部屋は、一人の人間がいるにはあまりにも広く金がかかっていた。立派なマホガニー製の机、ソファーとテーブル、壁かべにかかっている風景画、部屋の隅すみに置かれている壺つぼ……。

　部屋の主である特遺生物管理委員会委員長、土つち谷や伸のぶ夫おはしかめっ面をして二人を見ていた。皺しわの走る脂ぎった顔とだいぶ後退した生え際が、彼を実じつ年ねん齢れいより年かさに見せている。六十歳を超えているように見えるが、実際は四十代後半だ。ビヤ樽だるに近い体を安楽椅い子すに深々とうずめていた。白い大きなマスクで鼻と口を覆おおっている。

「こんにちは、委員長。風邪ですか？」

「……妙な病気にかかるといかんからな。予防策だ」

　しわがれ声がマスクの下から発せられる。こんな奴やつが国家公務員で、しかも内閣府にいるかと思うと憤いきどおる。太一朗は怒りを何とか顔に出さないように試みた。

「君の後ろにいるのは誰だれだ。公認甲種ではないな」

「緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊、山やま崎ざき巡査であります。現在、捜査第六課に出向中であります」

　無礼にならないように太た一いち朗ろうは努めた。

「ああ、あれか」

「で、どんなご用ですか？」

「この無礼者！」

　ソファーに座ろうとした優ゆう樹きを、土つち谷やが大声で怒鳴りつけた。

「座るな！　黴ばい菌きんが付くではないか！」

　その言葉に激げつ昂こうしたのは、優樹ではなく太一朗だった。あまりにも優樹の存在を卑しめる言動だったからだ。彼は自分が正しいと思えば、礼れい儀ぎや法に反することも辞さない。怒鳴り返そうと息を吸った時、優樹がその出鼻を挫くじいた。

「山崎くん、ちょっと委員長とお話をするから出てってね」

　太一朗は拳こぶしを握り締しめた。この下劣な男が、これからどれほどの暴言を投げ付けるかと思うと体が熱くなった。それでも、退出しないわけにはいかない。ここにいるとあの太鼓腹に膝ひざ蹴げりをぶち込みたくなる。

「……失礼します」

　渋面を作って出ていく太一朗の後ろ姿を、優樹は困惑しながらも嬉うれしく見送った。自分のことであれほど怒ってくれる人間はいない。

「なかなか風変わりな人間ですね、優樹様」

　涼しげな美声が部屋に広がった。優樹が振り返ると、そこに肥大した男はいなくなっていた。土谷とは似ても似つかない、三十代半ばの長身瘦そう軀くの男が座っている。服装自体は土谷と変わりがない。

「こんにちは、浦うらさん。やっぱりその顔と声のほうがいいですね」

　浦うら木き良よし隆たかはマスクを外しながら立ち上がり、丁寧に頭を下げた。顔立ちは引き締まり威い厳げんを醸かもし出してはいるが、その態度と笑顔は親密で優しい。着用している服のサイズが全く合っていないため、容姿とのギヤップが激しく珍妙に見える。

　ただ、何も映さない白く濁にごった左目が彼の容よう貌ぼうをやや損ねていた。

「先ほどは人間らしい態度で接して申し訳ありません。土谷伸のぶ夫おという人間に化けるのは、なかなか面白くはあるのですが、人間どもが優樹様の悪口を言うのを聞くと、やや癪しやくに障ります」

　口調は穏おだやかで、怒りなど微み塵じんも感じさせない。人の心情に聡さとい優樹も、この男の内心を読み取ることはできなかった。彼もまた、甲種なのである。ただし優樹とは違い内閣に公認されてはいない。

　浦木は優樹が幼い頃ころから知っている怪あやかしだ。父の腹心を名乗り、色々と母と優樹の面倒を見てくれていた。会ったことのない父親より、よほど親近感の持てる存在である。容姿を自在に変える能力を持っている浦うら木きは、特とく遺い法が公布されるより以前から日本国行政に入り込んでいた。彼以外にも立法、行政、司法に携わっている怪あやかしは幾人もいる。

　日本人が知らない間に、怪は日本国家を動かしているのだ。

　浦木は優ゆう樹きに座るように勧めた。彼女が座るのを見てからポットと急きゆう須すを出してお茶をいれる。

「ありがとう、浦さん。で、何かあったんですか？」

　茶ちや碗わんを受け取り一口飲む。

「公式発表ではありませんが、米国が大阪条約を批准します」

　怪というのは日本独自の呼称であり、他国、そして大阪条約では特異遺い伝でん因子保持生物、略称特遺生物と呼ばれている。甲種、乙種の区別はなく、姿や知性の有無に拘かかわらず動物として扱われる。特遺生物の詳細な種類と数は未いまだ不明であるが、極めて少数と推定された。

　ゆえに研究と保ほ護ごの概念から、無意味な捕ほ獲かくと殺傷の禁止、商業目的取引の全面禁止、非人道的な生体実験の禁止などを定めた大阪条約が生まれたのである。

「何で今さら批准するの？　ただでさえ、あちらさんは差別がひどいのに」

　米国は日本よりも先に、特遺生物に人権を与える法案制定に着手していた。その広大な国土面積にも拘らず、確認、捕ほ獲かくされた特遺生物が皆無であったことから、法案によって現在日本で呼ばれるところの〝甲種〟を名乗り出させようとしたのである。特遺生物の研究は、〝人間〟たちにとっては非常に実用的かつ有意義な急務であった。

　しかし米国は失敗した。二十世紀最後の年、世紀末という言葉が人心を不安にさせ、特遺生物はその力ゆえに悪あく魔まと見なされた。それを人と同等に扱うということに多くの米国民が反発し、当時二千近くあった過激な新しん興こう宗教団体、通称カルトは激増した。

　特遺生物を絶滅するために、武器の購こう入にゆうや戦せん闘とう訓練を始める者、逆に救世主と崇あがめる者、少々変わった動物や人を襲しゆう撃げき、殺害する者などが後を絶たず、米国は大混乱に陥った。

　法案は廃案となったが、現在も特遺生物への警けい戒かい心は強い。

「全く馬ば鹿か馬ば鹿かしい限りです。勝手に我々の存在を悪魔だ神だと決め付け、自分たちで混乱を助長しているのに、その責任を我々になすり付ける。去年独逸ドイツ国の研究者が怪の遺伝子を利用して、がん細胞の破は壊かいを鼠ねずみで成功させたと発表しましたからね。あれが拍車をかけたのでしょう。大阪条約を批准しなければ、他国から乙種を借り受けることもできませんから」

「難しい話……研究するのは構かまわないけど、痛くするのは嫌いやだな。でも米国が大阪条約を批准しても、あたしには関係ないと思うんですけど」

「米国政府から、条約批准の暁には甲種を一人借り受けたい、と打診がありました」

　げ、と優樹は女性らしからぬ声を出してしまった。

「嫌ですよ、あたしは」

「無論です。特異遺い伝でん子分野でなんの実績もないのに、いきなり実物を貸せません。あちらに貸す余裕があるなら、独逸ドイツに貸します」

「そう、向こうに言ったの？」

「という内容をオブラートに包んでおきました」

「まさか、実績のある所なら、あたし貸し出されちゃうのかな……」

　浦うら木きは笑った。元から笑顔だが、優ゆう樹きを安心させるためにさらに笑ってみせる。

「そんなことは、決してありません」

　ほっと胸を撫なで下ろす。だが、その安あん堵どは長く続かなかった。

「もう一つ、悪いお知らせです。三年前の悪夢復活、ですね」

　その言葉に優樹が思い出すことはただ一つであった。笑みを絶やさない浦木とは対照的に血の気が引く。

「……ダブルセカンド」

　小さく呟つぶやいてうなだれる優樹を見下ろし、浦木は一いつ瞬しゆんだが慈しむ表情を見せた。だが、すぐ笑顔に戻る。

「はい。二月二十八日未明、教育科学技術省付属機関、特異遺伝因子研究所より脱走しました」

「ずいぶん前じゃない、どうしてもっと早く連絡が来なかったの！」

　怒鳴ってしまってから優樹は後悔した。浦木に怒っても仕方がないことなのだ。彼がいかに政府内部の事情に明るいとは言え、全知全能ではない。

「事実隠いん蔽ぺいを計ったようです。こちらに連絡があったのは先日です。私としても、奴やつが何もしなければ放っておく心積もりでした。あれは、充分に日本国のために尽くしましたから」

『尽くした』。浦木はそう言うが、事実は違うことを優樹は知っている。知ってはいるが、何もできなかった。しなかった。

「……何か、したんですね」

　その言葉は、やや抑揚を欠いていた。

「昨夜未明、一人の若い女性が襲おそわれました。頭部への打だ撃げきによる傷害。それはどうでもいいことなのですが……」

「……よくない」

　優樹の独り言を浦木は聞いていたが、黙もく殺さつした。

「その女性の側そばには『白髪犬への復ふく讐しゆう』と書かれた紙片が残されていました。宣戦布告、といったところですか」

　白髪犬は優樹の数あるあだ名の中で、二番目に使用頻ひん度どの高いものだ。

「やはり、あの時殺しておけばよかったのではないでしょうか？　所しよ詮せん、奴は人間です。我々とは違います」

　優ゆう樹きは何も答えなかった。

　三年前、日本中を震しん撼かんさせた連続殺人犯、高たか橋はし幸こう児じ。彼は特とく遺い法公布後、初めて罪を犯した甲種であった。

　当初、警けい視し庁ちようは捜査六課に頼らずに彼を捕殺しようとした。緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊も投入されたが、死傷者が増えるのみであった。報道機関が非難の矛先を向けたのは怪あやかしの存在を認めた政府でも、独力解決にやっきになる警視庁でもなく、要よう請せいがなければ何もできない捜査六課だった。

　当時連絡先が公開されていた六課には連日嫌いやがらせの電話やファックスが相次ぎ、全怪の捕殺を政府に要請する市民運動が始まった。六課の怪たちは、日に日に不満を募らせ人間を嫌けん悪おするようになった。誇り高い彼らが警察に所属していたのは、人間を守るためではない。あくまで政府内にいる怪に頼まれたからだった。

　内閣府の遅過ぎた要請を受けて動き出した捜査六課の面々は、八時間で高橋を捕縛した。そしてその日のうちに五人の怪が公認証を返却、内閣公認であることを捨てて野やに下った。

　ただ一人、仲間たちの制止を振り切って残留したのが片かた倉くら優樹である。

　この一連の事件は政府内ではダブルセカンド事件と呼ばれていた。

「どうぞお受け取りください。捕殺令状です」

　浦うら木きが優樹に封筒を渡す。

「……捕縛ではなくて？」

「あれは有害指定生物です。特遺法により、捕殺を許可します。失礼とは思いますが、優樹様の独力では捕殺は可能ですが捕縛は困難です」

「捕縛します……大丈夫、やってみせますよ」

　優樹は強く拳こぶしを握り締しめた。

「招集をかけますか」

「まだ、早いです」

　かつての仲間たちは優樹に約束した。いつか必ず六課に戻ってくることを。

　今はまだ、その時ではない。

「ちゃんと見付けて捕縛します。もうちょっとだけ、内緒にしておいてください。その……女の人が襲おそわれたのはどこですか？」

「武蔵むさし野の市、井いの頭かしら恩賜公園です。詳細はそちらの封筒の中に」

「はい。雨が降ったら臭においが消えるから、今日から捜します」

　お茶を飲み干し、封筒をポケットに入れて優樹は立ち上がる。

「優樹様、殺すことをためらってはいけません。奴やつは殺されても文句の言えない男です」

「殺すのは……嫌いや」

　そう答えた表情は、苦々しげに歪ゆがめられている。浦木の顔には、変わらぬ笑みが貼はり付いていた。

「怪あやかしだと思うから、殺しにくいのです。人間だと思えば簡単です」

「人間だって、嫌いやだ」

「……優ゆう樹き様」

「行ってきます」

　優樹は肩を落として部屋を出た。彼女が、一秒後には平然とした態度を取ることを浦うら木きは見越している。その後ろ姿に向かって、浦木は深々と頭を下げた。彼女が扉とびらを閉めると同時に、その顔の笑みは消え去り酷こく薄はくな表情が現れる。

「やはり、あれは殺しておくべきでした。日本国、怪、そして優樹様自身のために」

　その独白を聞く者はいない。




　太た一いち朗ろうは、部屋を出てきた優樹がいつもと変わらないのんびりとした表情をしているのを見た。一体、あの男に何を言われたのだろう。それを考えると落ち着かない。

「さあ、早く帰ろうか。そろそろ昼時だね、渋しぶ谷やに着いたらおごってあげるよ。何か食べたいものある？　あたし自身はあんまり食べないから、食べ物屋さんのことは詳しくないんだけどね」

　優樹は太一朗を振り返ろうとせずに、どんどん歩き出した。エレベーター内でも無言で、結局内閣府を出て電車に乗るまでそんな状態が続いた。

「片かた倉くらさん……何かひどいこと言われたんですか？」

「そんなことない、いつものこと。君が気にしなくても大丈夫」

　優樹の態度と表情は普段通りだ。それでも太一朗は、その裏に何かあるのではないかと考えてしまう。ここまで他者の内心が気になったのは初めてだ。

　他人が何を考えていようと自分には関係ない。そう思い続けていた太一朗だが、今だけは違う。彼女が落ち込んでいるなら慰なぐさめたかったし、出動要よう請せいがあったなら自分も力を貸したい。

「何かあったなら言ってください」

「だから、何もないってば」

　笑う優樹に、それ以上は太一朗も追及できなかった。

（俺おれが人間だから、言えないのかな）

　太一朗は悲しくなった。

　この時、彼の退屈な日常はすでに終わりを告げていた。それこそが、太一朗が待ち望んでいたはずのものだった。

　しかしそれと引き換えに、失われたものがある。

　それは、優樹の平へい穏おんな日常。
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　午後十一時十一分。優ゆう樹きは武蔵むさし野の市にある井いの頭かしら恩賜公園に来ていた。太た一いち朗ろうが帰るのを待ってから仮眠を取ったので、だいぶ遅くなってしまった。あれから一緒に昼食を取って分署に帰った後も、太一朗は優樹を気遣った。彼がこれほど自分を〝人間〟扱いしてくれるとは思ってもみなかった。

　嬉うれしい反面、不安にならずにはいられない。かつて優樹が怪あやかしであることを知っても、友人でいてくれた人間は数人いた。だが、自分の真の姿の一端を見ると彼らは去った。友人を得るのは喜ばしいが、失う時はその数百倍の苦しみを味わうことになる。

　太一朗とて、いつ六課から逃げ出すかわからない。その日のために、あまり親しくなるのは避さけたかった。

　それでも優樹は、彼と友人になりたいと願うようになっていた。

（……雨が降りそうだ）

　優樹が現在いるのは、公園の最南端にある第二公園である。吉きち祥じよう寺じ駅から公園通りを南下、日産厚生園を回り込んでわざわざここまで来たのには、それなりのわけがあった。犯行現場は井の頭池に架かる狛こま江え橋の上である。高たか橋はしが犯行後に逃亡するとしたら、北の駅方面ではなく南の住宅街であろうと推測したのだ。彼は人込みにまぎれて逃げるタイプではない。

　ここから狛江橋方面に北上した方が、彼の手掛かりが多く得られるのではないか。そう優樹は考えたのだ。

　鬱うつ蒼そうと生える木々の間に造られた歩道を早足で歩く。街灯が等間隔にあるが、それでも周囲は暗い。誰だれとも擦すれ違うことなく、優樹は歩き続けた。

　三月とは言え、寒さはまだ冬のものだ。強く冷たい風が吹き付ける。帽子が飛ばないように押さえ付ける。

　優樹の歩みが不意に止まった。今、彼女はその超感覚を総動員して周囲に気を配っている。時間と季節の割には人の気が多過ぎるのに、誰とも遭遇しない。存在を押し殺そうとしている気配を感じる。

（一人で来たのは失敗だったかもしれない）

　状況を確認するためにひくつかせた優樹の鼻を、ひどい悪臭が刺した。慌てて嗅きゆう覚かくを遮しや断だんする。これはアンモニアだ。人の尿に含まれている程度のものではなく、純粋な水素と窒素の化合物の臭においだ。これでは、鼻が役に立たない。ならば聴覚、と思った優樹の鼓膜を高周波が貫いた。思わず耳を押さえて蹲うずくまり、普段の聴覚感度に戻す。

　優ゆう樹きが思い至ったことは一つである。あの紙片は宣戦布告と同時に罠わなを兼ねていたのではないか、と。周囲の状況は、優樹の感覚を狂わせるための仕掛けとしか考えられない。

（先読みされた……）

　うかつだった。だが、気が付いた時にはすでに事態は悪化しているのだ。

　ぽふ、という気の抜けた音が、暗い木立ちの中から連続して発せられた。消音器サイレンサーを付けた銃が発する特有の音。

　刹せつ那な、優樹は脳に命じて神経中枢を賦ふ活かつさせる。神経の一体化は即座に完了した。神経融合ブレイク。周囲全すべての動きが、まるでＶＴＲのスロー再生のようにゆっくりと感じられた。

　暗くら闇やみから自分めがけて飛来するものは、九発の拳けん銃じゆう弾だん。その弾頭の刻みさえ視認できる。優樹は、常人には不可能な超高速の手刀で弾丸を叩たたき落とした。すぐさま自分を撃うった存在を見極める。闇を見通すために目を見開く。

　三人の男が見えた。まだ自分たちが撃った標的が何をしたのか、よくわかっていないらしい。

　彼らの前に移動しようと身を屈かがめた時、背後の空気が揺らいだ。確認するまでもない殺気。振り返らずに右の裏拳をその気配に叩き込もうとする。

「があっ……！」

　皮ひ膚ふ、肉、骨。断ち切られていく感触。

　ごとりと音をたてて、白い物体が赤い糸を引いて足下を転がっていった。それが拳こぶしを強く握り締しめた自分の右手だと理解するのに、さしもの優樹も一秒かかった。中枢への集中が途切れ、認識能力と反応速度が通常状態に戻る。

　切断面から覗のぞく白い骨と鮮せん紅こう色の肉、地面に流れ落ちる血を見て、自分の体ながら吐きそうになった。何とか血管の先端を閉へい塞そくさせてこれ以上の出血を防ぐ。この間、約一・五秒。

　敵は二秒と待ってはくれない。すぐに第二撃げきが襲おそいかかる。優樹が半身を捻ひねって左肘ひじ打うちを放つのと、白刃が閃ひらめいて彼女の右目に差し込まれようとしたのは、全く同じタイミングだった。

　だが優樹が相手の正確な位置を把は握あくしていなかったのが、決定的な差となって両者の攻撃結果に現れた。

　肘打ちは空を切り、切っ先は確実に目を貫こうとしている。白い刃ではない。赤い凶きよう刃じんが右目に映った。優樹の血で塗まみれた、紅の刃。

　顔を左に傾けたが躱かわしきれず、帽子と白髪が数十本、そして右耳の上半分がざっくりと切れて闇の中に飛んでいった。それとほぼ同時に、腹部に強烈な膝ひざ蹴げりが入った。

　一撃目。よろめいた。

　二撃目。膝を付いた。

　三撃目。地面に倒れた。

　立ち上がろうとした顔の上で、誰だれかが拳銃を撃とうとしているのが見えた。引き金が引かれる。銃声そのものはぽふぽふという間抜けな音だが、そんなことは何の気休めにもならない。

　三発連続だった。

　左手を翳かざして二発は防ぐ。弾丸は皮ひ膚ふを擦すり切らせて掌てのひらに食い込んだが、それ以上は貫通できずに止まる。

　しかし最後の銃弾は、右の茶色い瞳どう孔こうを直ちよく撃げきした。

「ぐえええええっ！」

　自分の声とは思えないほどの絶叫が、喉のどから迸ほとばしった。

　眼球が潰つぶれていく。血ち飛沫しぶきと瞳ひとみのかけらが顔面に広がる。それでも弾頭は勢いを緩ゆるめることなく、膨ぼう脹ちようして柔らかい脳の肉を引き裂こうとしていた。

　このままでは、いかに優ゆう樹きと言えども死ぬ可能性があった。

　数億分の一秒。瞬まばたきすらできない間に、優樹の思考能力は冴さえ渡った。

　死にたくない。

　優樹の取った行動は、人間には決してできないことだった。

　脳内血管を自ら引き千切り、その管を収束させて縄なわ状に構こう成せい、自分の意思で動かすという暴挙に打って出たのだ。拡散していく弾丸を血管で引き止めて、外に押し出そうとする。

　その試みはやや成功した。弾丸は脳に食い込んだが、内部にまで進攻することはなかった。脳が破裂しそうな疼うずきを感じる。それは決して比ひ喩ゆではなく、事実であった。脳内出血がひどい。頭の中の状態は完全に把は握あくしているが、それは優樹を悲観的にさせる要素でしかなかった。痛覚の遮しや断だんをしたかったが、脳神経に損傷がある以上それもままならない。

　それでも優樹は立ち上がった。このまま転がっていたら、確実に殺される。

「……まだ動くぞ、こいつ！」

　自分の目を撃うち抜いた男が目前にいた。怯おびえた表情で銃口を向けるその男の腹部に、左拳こぶしを叩たたき込む。

「うごお……！」

　胃液を吐いて崩れ落ちる男の襟えり首くびを摑つかむと、背後に回り込もうとしていた二人に向かって放り投げた。重なり合う三人の悲鳴を聞きながら、優樹は視線を前方に向ける。その先に見覚えのある男がいた。

「お………お……」

　あまりの激痛に意味を成さない嗚お咽えつを漏らした優樹が、二、三歩後退する。

「叫ぶな。お前を飼っている日本国民様の安眠を妨げるぞ」

　その声の主を、優樹は知っていた。

　三年前、東京都民の安眠を妨げ、怪あやかし犯罪の前例を作ってしまった狂気の殺人鬼、高たか橋はし幸こう児じを。

　左目だけでその顔を見た。外見そのものは三年前と変わっていない。十代後半に見える若い青年。背は高いほうではなく、ほっそりとした体格だ。細ほそ面おもてで繊せん細さい、端たん麗れいと言ってよいが、どこか陰いん鬱うつで狂気じみた容よう貌ぼうにも見覚えがある。そして、憤ふん怒ぬと憎悪の光を宿した細い白眼を優ゆう樹きは忘れたことはない。

　常に誰だれかに殺意と悪意、被害妄想を抱き続けるこの青年は、〝あの時〟も、優樹を睨にらみ付けて言い放った。
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『殺してやる、白髪犬！』

「殺してやるぞ、白髪犬……」

　彼にしては、ひどく押し殺した声だった。冬だというのにタンクトップとジーンズという軽装で、その上に黒いオーバーを羽は織おっている。その右手には刃渡り約三十センチのナイフが握られていた。

「……どうも、お久し振りです。高たか橋はしくん」

　少しだけ落ち着いた優樹は、人を食った笑みを浮かべて高橋を見た。『苦しい』という事実を他人、それも敵に見せるのは戦術上得策ではない。

　自分と他人を偽ることは、二十五年の人生で半ば習慣化していた。

　平然とした表情と態度を保ち、左手で落ちていた右手を拾う。掌てのひらには弾丸が二発刺さったままで、ひどく動かしづらい。抜きたくとも、それができるはずの右手は自分が持っている。初めて持った自分の右手は生温かく、重かった。自分の一部ではないような気さえした。

「本当に久し振りだ、間抜け面」

　口の端を歪ゆがめて笑ってみせた後、高たか橋はしが無造作に前進して腹部を蹴けり上げた。優ゆう樹きは一歩下がったが、倒れ込みはしない。

「僕ぼくがあの胸むな糞くそ悪わるい研究所でいじられてる間、のうのうと生きていたな」

「人を殺さなければ、有害指定を受けることも捕ほ縛ばくされることもなかったのに」

　諭さとすように言いながら、優樹は体勢を整える。彼のことは大嫌きらいだが、その境遇に哀れみも感じる。高橋と同じ立場に、優樹も立ったことがあるからだ。

　しかし優樹と高橋には決定的な違いがあった。

　優樹は誰だれも殺さなかった。高橋は誰でも殺した。

　街灯の光が、二人を闇やみから浮かび上げる。優樹の髪は銀に輝き、高橋のナイフが赤と白のコントラストを照らし出した。

「お前ら、まだ動くな。これからこいつの両足をぶった切るから、その後で捕まえろ」

　高橋の言葉は、優樹と高橋を包囲しつつある人間たちに向けられたものだった。正確な人数は把は握あくできないが、足音、気配からして十人近い。彼らが銃を持っていることは明白だ。

　なぜ、という疑問が痛む頭を巡る。どんな時でも落ち着いた状況観察ができないようでは、捜査六課の名がすたる。

「僕は人間だ。奴やつらが僕を化け物扱いしたから殺した。僕を殺そうとしたから殺した。何が悪い」

　暗闇でもわかる。高橋の表情は怒りと憎悪で満ち溢あふれていると同時に、歓かん喜きの笑みも浮かんでいた。彼は〝殺人〟という行為に喜びを見出す男なのだ。

　だが、優樹は一つだけ見抜いた。彼の動きは、三年前に比べてどこか緩かん慢まんだ。非戦せん闘とう系の優樹と、殺人鬼高橋との力の差は大きかった。一いち撃げきで葬られても決しておかしくはないほどの開きが、三年前には確実に存在した。

　優樹が〝進化〟しているのか、高橋の力が低下しているのか。あるいはその双方か。どちらにしろ、思考能力が落ちている今は深く考えている余裕はない。

「やっぱり、あなたの考え方は人間です。怪あやかしは自分のしたことに責任を持つ。誰が悪いなんて言い訳じみたことは言わない。しかも自分の復ふく讐しゆうを一人でせずに、他者の力を借りるなんて情けないとは思いませんか？」

　ゆっくりと腰を落とす。活路を開くために。

「僕のことをごちゃごちゃ言うお前はなんだ。人間とは違う、怪にしては中途半端な国に飼われた白髪犬。お前も、結局はダブルブリッドだ。二つの血を持った雑種だ！」

　優樹がきっと顔を上げる。その隻眼が赤く燃えた。白い歯を剝むき出して吠ほえる。

「雑種であること、自分の命にすら誇りを持てない！　だからあんたは人間なんだ！」

　優樹の右手首と右目から、突然噴ふん水すいのように大量の血が噴き出した。

　血管を膨ぼう脹ちよう、収しゆう縮しゆくさせて血液を体外に放出する優樹の奥の手だ。血管、血流を自在に操作することにより、血液さえも戦いの手段として活用するこの技術を、優ゆう樹きは文字通り血を流して体得したのだ。

　噴ふん出しゆつ時に拡散することにより、半径十メートルに亘わたる広こう範はん囲いを真紅の濃のう霧むが包み込む。高たか橋はしの顔には、目くらましのために血を吹き付けておくことも忘れない。それと同時に優樹は走り出した。包囲の一角にいた人間数名を左腕一本で弾はじき飛ばす。

「お前ら、撃うてよ！」

　その優樹の背中に、数発の流れ弾が当たる。だが目ならともかく距離が離れた今は、頑がん強きような背中の皮ひ膚ふに傷一つ付くことはない。

　優樹はがむしゃらに走った。体が熱い。体内の血を半分近く使ってしまい、意識が朦もう朧ろうとしている。この状態では、銃器を持った人間十数名と高橋相手に勝てる見込みはない。

　逃げるしかなかった。脚部の筋力運動速度を限界まで上げる。この状態ならば、走るスピードは直線で秒速七十メートルに近い。この速度で走れるのは三分が限界だが、それで充分だ。

　本気で逃げ出した優樹を追跡できた者はいない。

　追い討ちをかけるように、雨が降り出した。それでも優樹は走り続けた。




「…………けっ」

　高橋は血で汚れたナイフをそのまま腰の鞘さやに戻し、地面に唾つばを吐き捨てた。赤い霧きりはもはや消え、雨が血を洗い落とし始めていた。

　人間たちが優樹の血や眼球の破片、毛髪を採取し、気絶した仲間の手当てをしている。高橋は歯は軋ぎしりをしながら、優樹が落としていった帽子にまで歩み寄り踏み付けた。

「それも回収するんだ」

「……うるさい」

　帽子を爪つま先さきで蹴けり上げ、器用に投げ飛ばす。

　その足下に、優樹の耳が落ちていた。

「……………」

　指先でつまみ上げる。雨に濡ぬれてすっかり冷たくなっていた。

「辺りに奴やつの耳が落ちていないか？　重要なサンプルだ」

「知るか」

　掌てのひらの中で握り潰つぶそうとした時、胃が鳴った。腹の底から這はい上がってきた衝しよう動どうに突き動かされ、高橋は口の中に耳のかけらを放り込んだ。嚙かみ締しめると、こりこりとした歯は応ごたえが返ってくる。

（軟骨食ってるみたいだ）

　そして彼は、飲み込んだ。

　三年ぶりに食べた〝肉〟は、美味うまくもまずくもなかった。




　三月九日午前八時十五分、雨が降りしきる中を太た一いち朗ろうは捜査六課分署に向かって歩いていた。昨日の夜から降り出した雨は、まだその雨足を弱めない。

　ビルのドアを開けた太一朗は階段を上ろうとして、右手の壁かべにべったりと赤い染みが付いているのを発見した。昨日帰る時にはなかったものだ。何事かあったのだろうか。太一朗は傘かさを閉じるのももどかしく、慌てて階段を駆け上がった。六課のドアノブが赤く染まっているのを見てぞっとする。

「片かた倉くらさん！」

　叫んで扉とびらを開けた太一朗の前には、いつもと変わらない部屋があった。ただ一つ違うのは、優ゆう樹きがいないことだけだった。優樹の机の側そばに、彼女愛用の臙えん脂じ色のコートが落ちている。びしょ濡ぬれで小さな穴がいくつか空き、赤いものが所々に付着していた。

　この赤色から連想できるものはただ一つ、血液しかない。

「片倉さん！」

「……そう叫ばなくてもいいよ」

　どこからか、優樹ののんびりした声が聞こえてきた。だがその声には疲労の色が濃こい。

「浴室にいるんだけど……手伝ってほしいから来てくれる？」

　一呼吸した後、太一朗はコートを脱いで浴室に向かった。浴室は洗面所の奥にある。

　洗面所に入った太一朗は、あやうく叫び声を上げそうになった。赤い染みの付いたブラウスとカーディガンが投げ出されており、その隣となりに無造作に置いてあったのは、人間の手首だった。

　血の強烈な臭においが鼻孔を刺激する。嘔おう吐と感が駆け巡り朝食を戻しそうになった。

「片倉さん……一体何が……」

「後で話すから、今はあたしを手伝ってほしいな」

　今度の言葉は、苦しげであった。太一朗は勇気を振り絞って浴室のドアを開ける。そこに広がっていたのは、彼の生涯見た中でもっとも惨むごたらしい光景であった。

　床に夥おびただしい量の血が飛び散っている。そこには血に塗まみれた金属片が散乱していた。太一朗にはそれが弾丸だとわかる。その横には赤く染まった包丁とピンセットが転がっていた。

　優樹は浴よく槽そうの縁ふちに腰をかけていた。太一朗に背中を向けている。昨日まであったはずの右手は、失われていた。

「驚おどろかせてごめん、手当てが終わったらちゃんと説明するから」

「病院に……」

「人医はだめ。治る傷も治らなくなる。この程度、自然治ち癒ゆで充分だよ」

　優樹は、側に置いてあった救急箱とタオルを指し示した。

「今やっと、頭の中の弾丸を取り出し終わった……右目に穴が空いてるから、塞ふさぎたいの。顔に付いた血を拭ふいて、ガーゼで押さえて包帯巻いて。……かなり気持ち悪いと思うけど、お願い」

「はい……」

　太た一いち朗ろうは靴くつ下したを脱いで浴室に入った。血が足の裏を汚す。と、何か柔らかい感触を足に感じた。足下に目をやると、赤黒い小さな肉塊がいくつか落ちていた。
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　これは、優ゆう樹きの肉なのだろうか。

　背筋を戦せん慄りつが駆け抜けていく。だがそれさえも、ただの先触れでしかない。

　優樹が向き直る。スプラッタ映画の一場面を思い出させる、悪夢のような感覚が太一朗を襲おそった。酸鼻を極めたその姿は、永久に忘れることができないだろう。

　白い右眉まゆの下部から頰ほおの上部まで、大きな空くう洞どうがぽっかりと空いていた。その中に眼球はない。ただ〝真紅〟が見えた。眼がん窩か周辺の骨が削れている。赤に塗まみれた中で、そこだけが白いのが異様なまでに鮮せん烈れつだ。

　太一朗は状況から判断した。彼女は右目に銃弾を撃うち込まれ、包丁で肉と骨を削り、ピンセットで強引に摘出したのだ。

　吐き気が吹き飛んでいく。太一朗の心に込み上げてきたのは恐怖ではなく怒りだ。

　誰だれがこんなひどいことをしたのか、そいつに対する憎しみがたぎる。ヨーウィーの目を撃とうとしていた自分のことは忘れていた。

　タオルを取り上げ優樹の顔に付いた血を拭ふく。手が震ふるえているのは、緊きん張ちようのためだ。異性の顔に触れる機会など滅めつ多たにないが、こんな状況では面白くも何ともない。不ふ謹きん慎しんなことを考えてしまった自分を反省して、なるべく刺激しないように傷周りの血を拭ぬぐう。何もない空くう洞どうが嫌いやでも目に入るが気にしてはいられない。

　優ゆう樹きの左目は太た一いち朗ろうを見ておらず、中空をさまよっていた。いつものぼんやりとした目ではない。無気力だが、それでいてどこか〝力〟を感じさせる目だ。何事か考えているようにも見えるが、それが何かまではわかるはずもない。

　血は顔だけではなく、首の方にもこびり付いていた。迷ったがそちらにも手を伸ばす。細く白い、華きや奢しやな首筋だった。

　何とか全すべての血を拭ふき終わり、ほっと息をつく。

「傷周りを消毒しましょう。化か膿のうしますよ」

「たいていの化膿菌には免疫があるから平気」

　ガーゼを取り出して右目のあった場所に置く。テープで固定し、その上から包帯を巻いていく。応急処置は学校で習ったが、本当に使ったのは今日が初めてだ。自分では上手うまく巻けたと思う。包帯を巻いている途中で、右耳が半分千切れているのを発見した。これは弾丸によるものではない。傷口から判断すると、刃物で切り落とされたものだ。

　やや落ち着いた太一朗は、床に落ちている弾丸を見た。その数は三つ。うち二つはかなり原形をとどめている。恐らくは九ミリ拳けん銃じゆう弾だんだろう。だが銃器の威力を決定するのは、弾丸の大きさではなく種類だ。ホローポイント弾にやや似ているような気がする。

「ありがとう。で、次のお願い。宿直室の簞たん笥すからシャツ持ってきて。何でもいいから」

　太一朗は足に付いた血を拭ふいて、走って宿直室に入った。簞笥に手をかけ、少し戸惑う。頼まれたからとは言え、女性の下着を物色するのは気恥ずかしい。数秒後、意を決して引き出しを開ける。なるべく直視しないように、適当にＴシャツを選んで浴室に戻る。

「ありがとう」

　受け取った優樹は、太一朗がいるのも構かまわずに着替えようとした。慌てて外に出る。怪あやかしというのは、こういうことに無む頓とん着ちやくなのだろうか。

　しばらく待っていると、優樹が出てきた。左手で右手首を持っている。顔色は悪いが、足取りは意外としっかりしていた。

　優樹は、今日初めて太一朗を正面から見た。何ら昨日と変わらない穏おだやかな表情であった。

「次に右手をどうにかしないとね」

　自分の机の上に手首を置き、左手一本で何やら探し始める。

「気持ち悪いことばかりさせて、ごめん。山やま崎ざきくん」

「謝あやまらなくてもいいですから、一体何があったか教えてください。誰だれにやられたんです？」

　太一朗の驚きよう愕がくと動揺は、すでに完全な怒りと憎悪へと変わっていた。彼女にこんな大怪け我がをさせたのは誰か。それをはっきりさせて、犯人に法と自分の鉄てつ槌ついを下さなければならない。

「それは追い追い説明するとして……あ、あった」

　優ゆう樹きが取り出したのは針と糸であった。

「これで右手を縫ぬい合わせてほしいんだけど」

「縫う!?」

　人形ではあるまいし、完全に切断された手を縫ほう合ごうして繫つながるのだろうか。

「昔ここにいた怪あやかしはそうやってたよ。あたしも一応怪だから、やってみる価値はあると思ってね」

　針と糸を太た一いち朗ろうに渡し、ソファーに座って左手で右手首を持ち切断面を密着させる。

「あの……自分は裁縫はどうにも……」

「いいよ、適当で。まずは針に糸を通して。糸は長めに取ってね」

　糸通しは何とかできたが、どう縫えばいいのか見当も付かない。

「糸の最後の方を結んで玉を作って。で、あたしの右腕に針を刺す。そしたら、皮と肉を通して手首の方に針を出す。それをずっと繰くり返して手首を一周すればいいよ」

　口で言い、耳で聞くのは簡単だ。だが、実行段階になると難しいものだ。太一朗の額ひたいと手に汗が浮かぶ。他人の皮ひ膚ふに針を刺し、それを貫いて縫うなど初めてだ。

　震ふるえる手を押さえ付けて、針の先端を優樹の皮膚に埋没させる。嫌いやな手て応ごたえだ。血が一滴も出ないのが奇妙だが。

「この辺りに今は血液を流してないの……血がもったいないから」

　先回りして優樹が答えるが、気休めにもならない。ぐっと力を入れて肉を貫通させ、切り離されている右手首から針を出す。

「うまい、うまい。その調子」

　途中で針が折れるというアクシデントが何回か発生したものの、その地道で血生臭い作業は一時間以上かけてやっと終わった。縫い終わった上に、包帯をきつく巻く。

「ありがとう」

　自分の繫がった右手をじっと見つめた。頭に触れてみる。

「……だめだ、動かない。触覚もないや」

「片かた倉くらさん……」

「大丈夫、感覚さえ戻ってくれば、元通りになるよ。右目だって生えてくる。……半年はかかると思うけどね」

　立ち上がり、机の上から財布を取って太一朗に渡す。

「食べ物買ってきてくれないかな。箸はしを持たずに片手で食べられるものなら何でもいいから。それと包帯が切れたから買ってきて」

　太一朗は走って六課を出ていった。敬礼や挨あい拶さつを欠かさない彼だが、この時ばかりはそれらを忘れていた。

　彼は、自分の身を案じてくれている。

　そう感じた途端、優ゆう樹きは床にへたり込んだ。両足の筋肉疲労を抑えていたために、やっと歩行が可能だったのだ。気が緩ゆるむと肉体制御が疎おろそかになり、まともに動けなくなる。太ふと腿ももに左手をやってみた。通常よりはるかに熱い。自分の意思に反して、痙けい攣れんを起こしている。

「………ふう」

　一呼吸して、再び肉体の制御を試みる。そしてゆっくり立ち上がった。やらなければならないことは、いくらでもあるのだ。まだ足が震ふるえているが、歩けないほどではない。

　手始めに、着替えることにした。宿直室に入って、片手で何とか身支度を整える。ブラジャーとスラックスのホックをかけるのに、随分手間取ってしまった。その後セーターに袖そでを通し、ジャケットを羽は織おる。所要時間、約十五分だった。

　ばたん、と乱暴に六課の扉とびらが開く音がした。

「片かた倉くらさん……片倉さん！」

　あまりにもその太た一いち朗ろうの声が悲痛なものであったため、優樹も慌てて宿直室を飛び出した。

「なに、何かあったの!?」

　優樹の姿を確認した太一朗は、気の抜けた顔をした。

「あ……いや、いなかったから、どこかに行ったのかと思って……」

「これじゃ、動けないよ。食事して酒飲んで睡眠取らないと、力が出ない」

　優樹はソファーまで歩き、そこに体を沈めた。

「あー、鼻が利かない。君が何買ってきたかもわからないな」

「ハンバーガーとポテトと、コーンポタージュスープ、ツナサラダを買ってきました。それとたこ焼きです」

　彼なりにバランスを考えたつもりなのだろうが、その〝バランス〟が優樹には今一つ理解できなかった。

「ありがとう」

　テーブルの上に物を並べる太一朗を見て、不意に優樹は先ほどの彼の態度を思い出した。

「あたしがいないくらいで、あんなに驚おどろかなくてもいいのに」

　非難めいた視線が優樹に向けられた。

「そんな大怪け我がしたのに、平気な顔してますね」

「だって自分の体だもの。どうせいつか治るんだから……」

　突然、太一朗が自分の掌てのひらを拳こぶしで殴った。

「……自分は心配なんですよ！」

　優樹は自分の怪我に無む頓とん着ちやくだ。どんな怪我であろうと死なない限り〝いつか治る〟からだ。優樹はそう簡単には死なない。

　だがそんな態度が太一朗は嫌いやだった。頑がん丈じようさを盾に、自ら危険に飛び込んでいるような気がする。ヨーウィー捕ほ縛ばくの時も、今回も。

「少しは保身を考えてください」

「……気にしてくれるのは嬉うれしいけど、傷付くのを怖がってたら事件は解決しない。それに今回の事件は、他ほかの人には任せられない」

　自分の言葉が失言だと気が付いたのは、その直後だった。

「何か事件なんですね！　それで、そんな大怪け我がを……」

「……内緒にしておけばよかった……」

　思わず額ひたいに手をやる。『自分も捜査に同行する』と言い出すに違いない。

「片かた倉くらさん、自分も手伝わせてください！」

「……やっぱり言った……」

　ハンバーガーの包み紙を取ろうとした優ゆう樹きに太た一いち朗ろうが手を貸す。

「ありがとう」

　黙もく々もくと食べ始める優樹を、太一朗はじっと見下ろした。この怪あやかしは今、いったい何を考えているのだろう。

「三年前に怪が起こした事件、知ってる？」

　突然、優樹が話し出した。

「はい、高たか橋はし幸こう児じですね」

　警けい察さつに身を置く人間で、〝殺人鬼〟高橋幸児の名を知らない者はいない。緊きん急きゆう捕縛部隊の講こう義ぎでも彼のことは教わった。その捕縛を捜査六課が行ったことも知っている。

「彼が捕縛目標。昨日の夜に会ってね。見ての通りだよ」

　太一朗は脇わきの下を冷や汗が流れていくのを感じた。優樹がこれだけの怪我をさせられたのだ。あらためて甲種の恐ろしさを感じる。

「……でも、そいつ銃を持ってたんですか？」

「いや、人間の仲間がいた。右目は彼らに撃うたれた」

「共犯者がいるのですか……」

「そうみたい。普通の弾丸じゃなかった。弾の先に刻みが入ってた」

「それはおそらくホローポイント弾です。でも、そんな物ぶつ騒そうな弾を使用するなんて……組織がらみでしょうか」

「ＥＡＴ以外に使ってる所、知ってる？」

「あれはソフトポイント弾です。人体に大きな傷を与えることは変わりありませんけど」

　ソフトポイント弾やホローポイント弾は、命中すると弾頭が拡張して体内組織を引き裂いていく。拡散していく時点で貫通力が弱まるので、その弾片は体内にとどまる。弾丸が体内に残った方が、肉体に与えるダメージは大きいのだ。

　これらを重要器官に大量に撃ち込めば、怪でさえ死ぬ可能性が発生する。貫通力が低いため至近距離でも怪あやかしの皮ひ膚ふを貫けないことがあるが、目や耳は例外だ。捕殺の基本である。

「致傷力が高いから警けい察さつ向きの弾じゃありません。通常の軍用弾として使用することも何かの協定で禁止されているはずです。国内で使ってる所を、自分は知りません」

「……通常ってことは、通常じゃない軍用なら使えるわけだ……それに捕殺の方法を知っている連中……」

　その呟つぶやきは小さく、太た一いち朗ろうの耳には届かない。優ゆう樹きが二個目のハンバーガーを食べようとしたので、太一朗が紙を剝むいてやる。

「すまないね」

「でも……甲種の犯罪って、あれ以外あまり聞きませんね」

　当時、高たか橋はしの残忍性、非人間性が強調されて報道されたが、彼以外に怪が罪を犯したという話を太一朗は知らない。

「あまり、じゃない。全くないの。高橋以外に、甲種の犯罪行為が明るみになった例はない……もっとも、彼は怪じゃないけど」

「怪じゃないなら、何なんですか？」

　まさか、人間ではあるまい。

「……ダブルブリッド」

　ためらいがちに出たその単語を、太一朗は聞いたことがなかった。

「何ですか、その……ダブルブリッドって」

「人と怪から生まれた存在のことだよ」

　太一朗は十回ほど瞬まばたきしてから、ゆっくりと言葉を出した。

「あの……人と怪で……子供ができるんですか……？」

「怪は結けつ構こう有性生殖が多くてね。性交渉が可能なら、子供も産まれる。怪の女性の場合は発情周期の問題が出てくるけど、怪の男性と人間の女性なら関係ないね。人間には発情期がないからいつでもＯＫだし。ああ、発情期がないんじゃなくていつでも発情期なのかな？　だから繁はん殖しよく力があるんだ。でも日本は少子化だね」

　あっさりと優樹が答えるので、太一朗は戸惑ってしまう。まさか、優樹にも発情期があるのだろうか。一いつ瞬しゆん困った太一朗は、自分自身にあきれた。

（俺おれが困る必要がどこにあるんだ？）

　その間にも、優樹の話は続いていた。話の間に容器を右手で押さえてツナサラダを食べている。力は入らないが固定することくらいはできた。左利きではないため、スプーンの扱い方はぎこちない。たまにフライドポテトを口に運ぶ。

「怪は種の保存本能が稀き薄はくで繁殖能力も低いから、子供が産まれる確率は非常に低い……と、独逸ドイツだか英吉利イギリスだかの学者さんが言ってた。……とにかく、人と怪の間に子供が産まれるって例は、公式には日本だけ、二件しか確認されていない。そのうち一つが高橋幸こう児じってわけ」

「ダブルブリッド……ですか。怪あやかしとはどう違うんですか？」

「君は、怪と人間を分ける決定的な違いって何だと思ってるの？」

　唐突な切り返しに言葉が詰まる。

「超常能力の有無……ですか？」

　教練で習ったことを反復してみた。

「違うね。特異遺い伝でん因子を持っているかどうかだよ。見た目とか力だけじゃ、本当は判別しちゃいけないの」

　どんどん難しい話になってきた。太た一いち朗ろうは優ゆう樹きの正面に座り、話を聞くことに専念する。

「普通の生物の塩基は、Ａアデニン、Ｔチミン、Ｇグアニン、Ｃシトシンの四つだけで構こう成せいされているけど、怪はそれ以外の塩基を多数持ってるの。その実態はまだ解明されてないけど。ヒトゲノム解析だってまだ終わってないんだから。怪のゲノム解析と並行しようとしたから、当初の予定よりだいぶ遅れたらしいね。あと二、三年中には終わりそうだけど。でも怪は染色体の数だって一致してるわけじゃないから、解析は大変だろうね」

　怪の基準など、太一朗は化け物じみた力だけだと思っていた。そして、優樹の博識にあらためて舌を巻く。

「で、人と怪の遺伝子を両方持ってるのがダブルブリッド。二重ダブルと雑種ハイブリツドを合わせた造語だよ。前例が二つしかないから正式呼称がなくて、仮称なんだけど。高たか橋はしは二番目に見付かったから、ダブルブリッド・セカンドなんて、妙な名で呼ばれてるよ」

　優樹はおどけた態度で両手を挙げて見せた。右手は動かないが。

「はい、片かた倉くら先生の怪講こう座ざはここまで。質問があったら、来週の講義の時間までまとめておくように」

　テーブル上の食べ物は、たこ焼きを残して全すべて優樹の胃袋に入っていた。ぬるくなってしまったスープに口を付ける。

「講義、ありがとうございます……で、これからどうやって高橋を捕ほ縛ばくするんですか？」

　身を乗り出す太一朗を、困ったように優樹は見た。

「色々考えてるけど……君は何もしないでいてほしいな」

「……自分が足手まといになるから、ですか」

　自分が『弱い』存在であることを、今ほど自覚したことはない。悔しく思ったことはない。

「はっきり言わせてもらえば、ね。あたしと同じくらい怪け我がしたら、君、間違いなく死ぬよ」

「死んでもかまいません！」

　優樹が凶悪な殺人者に挑いどもうとしているのに、安あん穏のんとしてはいられない。国家、国民に害を為なす怪の捕縛と捕殺が、自分の使命だ。今こそ、その時だ。この職務を全うせずに、緊きん急きゆう捕縛部隊の存在価値はない。

「そうだ！　片倉さん、ＥＡＴに……」

「山やま崎ざきくん、君は自分の命をどう思っているのかな？」

　その声は静かに、だが巨大な威圧感を持って太た一いち朗ろうの心にのしかかった。眼光が刃物ほどの鋭するどさで太一朗を射貫く。残された左目が一いつ瞬しゆん赤く輝かがやいたのは気のせいだろうか。

「あたしは怪け我がをするし、今より大怪我を負ったこともある。それは、死を恐れないからじゃない。死ぬのは怖いし……死んだことないからわからないけど、きっと痛いと思う。痛いのは嫌いやだ。それでも、戦わなきゃいけない時がある。だから、怪我をする。これでも、死なないように努力してるんだよ。……使命感を持つのはいいさ。人はそれで恐怖を克服できる。だけど、死の恐怖まで消さない方がいい」

　優ゆう樹きにしては珍しい、説教口調であった。言い終わると立ち上がり、小型冷蔵庫からビール瓶びんを取り出す。座り直すと左手の親指で器用に瓶の栓せんを抜き、たこ焼きをつまみにらっぱ飲みをする。瓶の中身がなくなるのに一分とかからなかった。その様子を、太一朗はぼんやりと見ていた。

　彼は、優樹が死をも恐れぬ勇敢で命知らずな怪あやかしだと思い込んでいた。怪我を恐れないのは、自分の命を軽視しているからだと。だが、事実はそうではなかった。

　彼女は死に恐怖し、他者の死にも恐怖する。

「ああ、それとどこかに救援を要よう請せいするってのはできないよ」

　優樹の口調は、いつもの軽い調子に戻っていた。

「一般警けい察さつじゃ、高たか橋はしに太刀打ちできない。ＥＡＴの装備は目立ち過ぎるから、隠おん密みつ行動や市街戦には向かない。都民が不安になってマスコミに叩たたかれると困るんだよ。あたしも、あたしの友人たちも、内閣府もね。これは、六課の独力で解決しないといけない」

　たこ焼きも食べ終わった優樹は時計を見た。午前十一時を過ぎようとしている。

「約十二時間か……」

「あの……片かた倉くらさん……」

「あたしは寝るから帰っていいよ。高橋のことは内緒だからね」

　大きく伸びをして立ち上がる。その時、うなだれる太一朗が視界に入った。拳こぶしを強く握り締しめ、小刻みに震ふるわせている。

　今、彼は〝自分は無力である〟という絶望感に囚とらわれている。自信に満ち溢あふれていた彼の、こんな姿を見るのは寂しかった。

（君は、そんなに無力じゃない）

　口に出して言うべきか、優樹は迷った。彼は充分に優樹を助けてくれている。それは手当てや買い出しなどの物理的なものではない。三年間、決して逃れることのできなかった『孤独』という精神的重圧。この八日間、彼のおかげでそれを感じることはなかった。

　彼を脱力状態から引き上げてやりたかった。自分を『孤独』から引き上げてくれたように。彼が一番満足するのは、高橋の捕ほ縛ばくに協力することだろう。それはあまりにも危険なことだった。それでも優ゆう樹きがその能力全すべてを発揮すれば、彼を捕ほ縛ばくに同行させることも高たか橋はしの捕縛もさして困難ではないのだ。

　だがそれは、優樹にとって『死』と同等に恐るべきことだった。

「……もし、君が自分の命を守ることを考えて、あたしの指示に従うって約束してくれるなら……君も高橋の捕縛に協力してほしい」

　その途端、太た一いち朗ろうの表情が明るくなる。

「はい！　約束します！」

　この単純さはまるで子供だ。あっさりと返答があったので、優樹の方が不安になってしまう。彼は服務規定違反者なのだ。いざという時に自分の命令を聞いてくれるか、確信は持てない。

　それでも優樹は、彼と共に〝ダブルセカンド〟を追う決心をした。

「あたしは寝るから、気が変わったら帰っていいからね」

「いえ、自分は必ず片かた倉くらさんの力になります！」

　そんなに気合いを入れられると、ますます心配になる。

　優樹の心中をよそに、太一朗の心と体は高揚している。あの犯罪史上に残る殺人鬼を捕縛するのだ。恐怖よりも闘とう志しが先に立った。

　彼は自分の無力を知った。それでも、何かをしたかった。

　太一朗を衝つき動かしているのは使命感だけではない。人間がどこまで〝怪あやかし〟と共に歩めるのか、自分がどれほど優樹の力になれるか知りたい。

　彼にとって、優樹はもはや〝甲種の巡査部長〟ではない。

（仲間だ。同じ使命を果たす仲間なんだ）

　それは偽りの思いではない。もう一つの思いもあったが、それは太一朗がまだ自覚していないものだった。
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　声が聞こえた。かつての仲間たちの声。

　ああ、夢なんだ。睡眠中に聞く幻聴。

　これは夢だ。過去を繰くり返す夢。ただ鮮せん明めいに再現される、音だけの夢。

（殺せ、殺せ！）

（おーい、殺せだってさ。殺してもいいんじゃないか？）

（やめて、殺すのはやめてください！）

（でもさあ、優ゆうさん。こいつは殺してもいいとあたしは思うな）

（俺おれも同意見だね。令状だって出てるんだ。法的にも俺たち的にも問題ないんじゃねーの？）

（そうだ、人間だと思えば殺しやすいぞ……ああ、お前は両方入ってるからな……）

（今殺しておかないと、必ず復ふく讐しゆうするぞ！）

（あー、やだやだ。事の発端は自分のくせに、よく復讐なんて言葉が出てくるよね。勝手だなあ）

（自分で蒔まいた種のくせによ。それで俺たちに殺してもらおうなんて虫がよすぎるよな。死にたいなら勝手に死ねよ。他人は殺せても自分は殺せないなんて、わがままな奴やつだ）

（殺すのはやめだ。だが、それはお前のためじゃない。俺はいつでもお前を殺せる。お前は人間だ。俺たちとは全く違う、下げ種すな生き物だ。貴様のお仲間の人間どもに、せいぜい遊ばれて苦しむんだな）

（そりゃいいな。こいつが殺した人間たちと同じかそれ以上苦しんだ方がいい。こいつは人間で、人間殺したんだからそれを裁くのも人間でいいや）

（人間ってさ、何でも殺せるから怖いよね。食べるためならわかるけどさ、どう考えても食べられない同族まで殺しちゃうんだもの）

（全くだ……俺は浦うら木きに頼まれたし、お前らと一緒にいるのも楽しいが、もう馬ば鹿からしくなったな）

（この化け物どもが……殺してやるからな！）

（こいつ、やっぱり人間だ。俺たちを殺そうなんて発想は人間からしか出ねえもんな）

（あ、優さんは人間なんかと違うから。こんな奴と優さんを一緒にするなんてひどいね、政府ってさ）

（……殺してやる！）




　夢が終われば現実が始まる。

　優ゆう樹きは左目を開き、今見た夢を回想した。すぐに振り払う。過去のことを思い出しても、どうしようもない。

　目に映ったのは見慣れた宿直室の天井だ。しばらく起き上がらず、自分の状態を把は握あくしようとする。右目の再生はまだ始まらない。脳神経系のダメージはやや回復したが、千切った血管は完全には繫つながっていない。頭痛がひどく、血液量もそう増えてはいない。これ以上血を体外に放出したら、優樹であろうと失血死は免れない。血量の回復には一週間はかかるだろう。

　上半身を起こそうとした時、右手に感覚が戻っていることに気が付いた。力は全く入らないが、あとは時間が解決してくれる。

　だがその時間が優樹にはない。時刻は十八時を過ぎていた。

　ゆっくりと立ち上がって、宿直室に向かう。そこには誰だれもいなかった。太た一いち朗ろうは気が変わって帰ってしまったのだろうか。安あん堵ど感と共に、一いち抹まつの寂しさも感じてしまう。自分の身勝手さにあきれながら、愛用の椅い子すに腰かけた。冷蔵庫を開けて缶かんコーヒーを取り出し、左手だけでプルトップを開ける。苦いコーヒーの味を確かめながら、優樹はゆっくりと頭の中を整理していった。

　これから、高たか橋はしたちを追い詰めなければならない。ここの正確な場所を知られる可能性は低いので、それだけは安心できた。こちらから打って出る必要がある。急がなければならない。時間が経たてば、高橋が優樹を挑発するためにまた誰かを襲おそうだろう。先日の女性は怪け我がだけで済んだが、次もそうとは限らない。

　高橋を援えん護ごしている組織には、今までの断片的な情報で見当が付く。だが憶おく測そくだけでは令状が出ない。本拠地に乗り込めば手っ取り早いが、そこはあまりにも危険な場所だった。下手へたをすれば、二度と帰れない。

　最終手段の一つとして、浦うら木き良よし隆たかに力を借りるという選せん択たく肢しがあった。彼の強さは優樹の、そして高橋の比ではない。優樹が知る限り最強の怪あやかしだ。彼の協力があれば、高橋の捕ほ縛ばくも数時間で終わる。だが、優樹は浦木に頼りたくなかった。彼は人間を殺すことを全くためらわない。彼は何の躊ちゆう躇ちよもなく高橋を殺し、彼を支援した人間を殺す。そして政府内の人脈や力を駆使して、事件そのものを闇やみに葬ってしまうだろう。

　浦木に限らず、怪は人間を殺すことに罪悪感を持たない。他種族だからだ。それでも怪による殺人が滅めつ多たにないのは、殺す理由がないからである。人が人を殺す理由は多数あるが、その大半と怪は無む縁えんだ。怪が人間に限らず殺害行為をする理由は、『自分と仲間の保身と復ふく讐しゆう』、優樹が知っているのはこれくらいだ。怪同士の仲間意識は強く、争いがあっても殺し合いまでに至らないケースが殆ほとんどである。同種族間内の闘とう争そうにおける、攻こう撃げき性の抑止機き構こうというものを持っているからだ。

　人間を捕食する怪もいるが、日本国内では少数派だ。千年ほど前は珍しくない行為だったが、『人間はまずい』という認識が定着したので捕食は滅めつ多たにない。

　怪あやかしは人間が思っているほど凶暴ではないのだ。

　優ゆう樹きは浦うら木きに助力を求めるために受話器を持ち上げた。だが、結局彼女はその受話器を下ろした。彼の手をわずらわせたくはなかったし、何より彼に『捕殺』をさせたくなかった。

　策を練る優樹の耳に、誰だれかが階段を上がってくる足音が飛び込んできた。足音を聞けばある程度は推測できる。記き憶おくと聴覚が確かならば、この足音は太た一いち朗ろうのものだ。

「おはようございます、片かた倉くらさん！」

　ドアを開け、元気よく太一朗が入ってきた。大きな背はい囊のうを背負い、木箱を抱えている。

「やあ……」

　太一朗が荷物を床に置き、汗を拭ぬぐうのをぼんやりと眺ながめる。

「体の調子はどうですか？」

「うん……右手に感覚が戻ってきたし、疲れもだいぶ取れたよ」

「それはよかった、自分も準備は万全です」

　梱こん包ぽうを解いて箱から取り出したものを見て、優樹は心労がたまっていくのを感じた。

「何それ……」

「スタングレネード、催涙ゴム手しゆ榴りゆう弾だん、照明弾、グレネードランチャー、捕ほ縛ばく専用特殊ワイヤー綱、多機能ゴーグル付きマスク、抗弾ベストです。マスクとベストは片倉さんの分もありますから使ってください」

　頭を抱えたくなるのを、何とかこらえる。

「……そんなもの、どうやって持ってきたの」

「装備庫から正式手続きに則のつとってです。隊長に許可を貰もらいました」

「何で許可出しちゃうんだろ、赤あか川がわさん……」

　そこで優樹は、太一朗が持ってきた武器が全すべて非致死性武器であることに気が付いた。これなら怪はもちろん、人間を殺傷する危険もない。

「自分が怪に太刀打ちできないことは理解しました。だから自分は高たか橋はしを援えん護ごしている人間を捕縛します」

　怪は無理でも、人間相手なら負けはしない。優樹が昨夜高橋に敗北したのは、銃器による支援があったからだ。そう考えた太一朗は優樹の援護をすべく、赤川に頼み込んで武器を持ち出したのだ。赤川があっさりと許可をくれたので拍子抜けしたが。

　優樹は少しだけ彼の成長を感じた。最初に会った時と今の彼には、微妙だが違いがあった。彼は〝捕殺〟のためではなく、〝捕縛〟のためにここにいる。

「でも君、色々持ってきたけど……全部持ち歩くつもり？」

「二十キロ超えますが、大丈夫です」

「備えあれば憂うれいなしと言うけど……あり過ぎて憂いが増えちゃったなあ……」

　高たか橋はしと戦うにはこれくらいの装備があった方がいいのかもしれないが、いかに非致死性とは言え物々しすぎるような気がした。

「いざという時のためですよ」

　太た一いち朗ろうは抗弾ベストとマスクを優ゆう樹きに渡す。首回りまで防ぼう護ごしてくれるのはいいが、分厚くかさばるベストだ。

「着太りして見えるだろうな……で、マスク……このゴーグル、何のために付いてるの？」

「赤外線と光量増幅、偏光機能が付いています。マスクは催涙弾を使う時に自分が被害を受けないためです」

「君、本気で使う気だね……こうして見るとＥＡＴの装備ってすごいね」

「怪あやかしに立ち向かうためには、これくらいの装備がないと……」

　言いかけて口を噤つぐむ。優樹が怪であることを忘れてしまっていた。

「気にしなくていいよ。実際はこれ以上の装備が必要だと思う」

　何気なく擲てき弾だん発射機を持ち上げてみる。

「これを撃うつ時、どんな気分なのかな……」

　太一朗は返答できなかった。彼は銃器が好きだった。見た目がかっこいい、持つだけで強くなった気分になれるなどの、子供じみた理由だ。射しや撃げき訓練に誰だれよりも真剣に取り組んだのも、銃器に触れる機会をより多くしたかったからだ。

　自分の幼稚さを見抜かれた気がした。

　だが優樹はそれ以上何も言わなかった。擲弾発射機を戻し、コーヒーを飲み続ける。天井を見つめ、何か考え始めたようだ。その間、太一朗は装備の点検をすることにした。

「なんとなく事件の真相はわかったんだけどね……」

　二分後、唐突な言葉が優樹の口から出た。

「本当、ですか？」

　思わず聞き返す。

「うん、今までの情報と出来事を寄せ集めて、ね。でも、対処方法が難しいなあ……」

　優樹の隻眼が太一朗を見つめた。

「これから、本当に危険だよ」

「その用意を、自分はしてきました」

　覚悟はできている。

「わかった……一緒に行こう。大丈夫、君のことは必ず守ってみせるよ」

　恥ずかしいがかっこいい台詞せりふだ、と太一朗は思った。だが、自分より背の低い女の子に言われたくはない。無論、自分より背の高い男にも言われたくはないが。せめて、言う立場に回りたいものだ。

「じゃ、二十一時にここを出よう。長丁場になるから仮眠しといて。ちょっと内緒の電話するから、宿直室使ってね」

　まだ自分は完全には信用されていないらしい。寂しかったが、体力温存のために仮眠を取ることにした。




　太た一いち朗ろうは夢を見ない。見ているのだろうが、それを覚えていることは滅めつ多たにない。

　二十時三十六分に目を覚ます。何か夢を見た気がするが、眠気を覚ますためにぼんやりしているうちに忘れてしまった。宿直室から出ると、優ゆう樹きが抗弾ベストの上からコートを羽は織おっていた。

「おはようございます」

「おはよう」

　夜にはしない挨あい拶さつを交わしながら、優樹は警けい棒ぼうの具合を確かめてベルトの裏に差す。相変わらず右手は動かない。右目がないため視界も狭くなっている。戦せん闘とうは辛つらいが、今は心強い味方がいた。

「このマスク、被かぶって歩いたら怪し過ぎるよね」

「必要になるまでは自分が持ってますよ」

　太一朗も抗弾ベストを着込む。ポケット部分に予備の弾薬と手しゆ榴りゆう弾だんを入れて落ちないように固定する。マスクは背はい囊のうに、ピストルは肩から下げてホルスターに、散弾銃と擲てき弾だん発射機は中身が見えないように布袋に入れる。最後に濃のう紺こんのコートを着て背囊を担いだが、異常な着き脹ぶくれだ。これで長い布袋を持った姿は、どう見ても不ふ審しん人物だ。

「……変な格好」

　優樹の正直な感想だった。太一朗ほどではないが、彼女も何か着込んでいるのがあからさまにわかってしまう。

「おしゃれに戦おうなんて考えてないけど……」

「防ぼう護ご服よりは目立ちませんよ」

「そりゃそうだけどね……」

「片かた倉くらさん、このベストは銃弾はほぼ完全に無効化しますが、鋭えい利りな刃物にはあまり効果はありません。それに言うまでもないでしょうが、上半身しか守ってくれません。……頭を狙ねらわれたら終わりです」

「ああ、気を付けるよ」

　優樹は胸の辺りを軽く叩たたいた。そして、太一朗の手を見る。

「やっぱりショットガン持ってくんだね……でもできたら……」

「はい、むやみやたらに撃うったりしません」

　強く宣言する太一朗であるが、優樹は半信半疑だ。ここ一週間でわかったが、彼は警察官としてあまりにも短気だ。心配である。

「ところで、これからどこに行くんですか？」

　優ゆう樹きの心配をよそに太た一いち朗ろうが聞く。

「もしかしたら市街戦になるかもしれないんだけど」

「市街戦……まさか渋しぶ谷やで？」

　この人が多い街で戦せん闘とうが起きれば周囲に与える被害はどれほどか。太一朗でも想像が付く。

「最悪の場合だよ。敵さんがここの場所を知ってたら、ね」

「この場所を知っているのは誰だれなんですか？」

「正確な場所は、君と委員会の……土つち谷やさんだけ」

「自分は誰にも言っていません！」

　つい大声を張り上げてしまう。

「わかってるよ。でも渋谷にあるってことは、政府内にいる人なら推測できると思う」

「政府……って」

　優樹が何を考えているかを察してぎょっとする。

「まさか……あの殺人鬼を政府が支援しているんですか!?」

「こらこら、早合点してはいけない」

　顔を引きつらせる太一朗とは対照的に、優樹の態度は道化めいていた。

「君は政府って聞いて、行政府全部だと思ったでしょ。でもいくら怪あやかしが嫌きらわれているからって、二十人近く殺した有害指定生物の力を借りて、あたしを捕まえようなんて思わないよ。だいたい、やり方が下手へたすぎる」

　下手。では『上手うまいやり方』とはどんな方法なのだろう。

「あ、これは推測だから、そんなに驚おどろかなくてもいいよ。でも、自信ある推測だね。片かた倉くら優樹の名にかけて」

　そう言うと、左手の人差し指を振って見せる。

「……あの、何でそんなに余裕があるんですか？」

「んー、なぜだろうね？」

　優樹は答えを知っている。三割はただの虚勢だ。自分がうろたえていては、太一朗の士気が落ちる。残り七割の理由、それは『一人ではない』からだった。

「何もなければ青梅おうめまで行く。途中まで電車、そこから先は徒歩。かなり歩くよ。青梅に着く頃ころは、帰りの電車がない。高たか橋はしを捕ほ縛ばくするまで帰れない。……じゃ、最後にもう一回聞くよ」

　太一朗は青梅に何かあったか思い出そうとしたが、優樹の問いかけに答えることに気を取られた。

「自分は行きます！」

　優樹は、内心ではほっとしていた。敵の正体がある程度わかった以上、一人では戦術的にも精神的にも厳きびしかった。

「わかった……行こう！」

「了解しました、片かた倉くら巡査部長！」

　敬礼で応こたえる太た一いち朗ろうと共に、優ゆう樹きは生涯三度目の〝ダブルセカンド〟捕ほ縛ばくに出発した。




　雨はすでにやみ、雲の隙すき間まから月と星が姿を見せていた。人工の光に遮さえぎられ、本来の美しさをこの渋しぶ谷やで確認することは不可能に近いことだ。

　平日であろうと夜であろうと、渋谷の人通りが絶えることはない。〝若者の街〟渋谷に企業のオフィスが進出するようになって久しい。スーツを着込んだ企業人の姿を多く見かけるようになったが、それで渋谷を歩く派手な格好の〝今時の若い連中〟が減ったわけではない。明めい治じ通りを渋谷駅に向かって歩く二人は、多くの人と擦すれ違った。

「人間って数が多いね……」

　優樹の言葉に、なんと答えていいのか太一朗はわからない。

「……ああ、先に言っておくけど、何かあっても余計なことは言っちゃだめだよ。敵さんと戦うには、腕力と装備以外にはったりも必要だからね」

「はったり……ですか」

「そう。……ああ、予定変更かな。市街戦かも」

「え？」

　渋谷東とう急きゆう文化会館がよく見える歩道上で、優樹が立ち止まった。すぐ側そばに東口バスターミナルがある。その人波は尋常ではない。立ち止まった二人を邪じや魔まそうに通行人が避さけていく。

　優樹の視線を追うと、五メートルほど先に一人の青年が立っているのが見えた。

　彼が高たか橋はし幸こう児じ。殺人鬼と恐れられた甲種、いや、ダブルブリッドだ。見たことはないが、直観で判断する。決して屈強には見えない。背も体格も、太一朗より劣る。だが外見で強さを判断できないのは、優樹で経験済みだ。

　高橋がこの渋谷にいるという事実は、優樹をさして驚おどろかせはしなかった。これで推測のためのピースが、また一つ揃そろったのだ。

「やあ、そっちから出てきてくれるとは好都合。捕縛される覚悟が付いたんですかね？」

　そのあまりにも陽気な口調と笑顔は太一朗を驚かせ、高橋の頰ほおをひくつかせた。

「……ずいぶんと余裕だな、白髪犬。男と歩いてるなんてな」

「こらこら、それは彼に失礼ってもんじゃないかな？」

　何だろう、この底抜けの明るさは。これが優樹の言うところの『はったり』なのだろうか。だとしたら、たいした度胸とポーカーフェイスの持ち主だ。

　本気だったら、ただの馬ば鹿かかもしれない。

「僕ぼくは、そういうお前の態度が大嫌きらいだ」

「そりゃ、結けつ構こう。あたしもあなたが大嫌いです」

　高たか橋はしの悪意に満ちた言葉も、優ゆう樹きは平然と返す。いったい、彼女の本意はどこにあるのだろうか。

　雑踏は途切れないが、三人を気にする者はいない。不ふ審しんげに横目で見るが、すぐに立ち去ってしまう。無関心なのはありがたいが、そんな東京都民を守るために戦うのかと思うと太た一いち朗ろうは空むなしくなった。

「じゃ会話してもしょうがないし、第二ラウンドを始めましょうか。これが最終戦になるといいですね」

　まるで市街戦を望んでいるような態度に、太一朗は慌てた。それでも、何とか表情に出さないようにする。

「貴様の飼い主たちがたくさんいるぞ。巻き込むつもりか？」

　動揺した態度を取ったのは、高橋の方だった。

「市街戦になったら、彼らの方が不利だよ。大丈夫」

　太一朗に向けた小さな呟つぶやきに、おどけた様子は微み塵じんもない。

「えー、あなたらしくもない」

　大おお袈げ裟さに手を挙げてみせる。その笑顔はどこか人を馬ば鹿かにしたものだ。

「周りのことの心配は渋しぶ谷や警けい察さつにまかせて、あたしを殺すことだけ考えてればいいんですよ。幸い、渋谷警察署は目と鼻の先だし。あたしも一応警察の犬ではありますが、いちいち周辺事情を考こう慮りよしてたら職務は全うできませんねえ……、おっと、今のあなたも人に飼われた犬でしたか。他者にこき使われる存在が全すべて犬なら、日本国民の大半が犬ですねえ」

　その声音には、強い嘲あざけりの口調があった。優樹が悪意を込めた話術を展開するのを、太一朗は啞あ然ぜんとして見ていた。こんな優樹を見たのは初めてだった。

　高橋の青白い顔が紅こう潮ちようしていく。

「誰だれが犬だ、貴様あっ！」

　怒声と同時に、ナイフが抜かれた。突然の出来事に、周囲に悲鳴と喚かん声せいが広がっていく。

「……作戦失敗。ずいぶん単純だ」

　高橋と渋谷で遭遇した時のことを、優樹は一応考えていた。高橋『たち』には、市街戦を避さけたい理由がある。彼らは、優樹もその点では同意見だと思っているだろう。高橋を使って優樹を人気のない場所までおびき出し、昨日の井いの頭かしら公園のように待ち伏せしている。優樹はそう予測した。

　はったりを利かせて市街戦をしたいように思わせ、待ち伏せのない場所に高橋を誘ゆう導どうしたかった。それゆえの挑発だったのだが、高橋がこうも短絡反応を示すとは思わなかった。

「やっぱり、あなたは人に飼われるのは向いてない。命令されたこともできないようじゃ、犬にもなれない」

　優樹の表情から笑みが消える。腰をかがめて、一跳びの跳ちよう躍やく。

　同時に、太た一いち朗ろうはホルスターからベレッタを引き抜いた。装そう塡てんしてあるのはソフトポイント弾である。貫通力の低いこの弾なら、肉体を貫通して二次災害を起こす危険はない。そしてこの距離なら、薄うすい箇所であれば怪あやかしの皮ひ膚ふを貫通できる。

　だが、そのためには百発百中と言える精密な射しや撃げき術が必要だった。そして、太一朗は緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊の誇るベストシューターであった。

　素早く狙ねらいを定めて、撃うち放つ。銃声が渋しぶ谷や駅前に響ひびき渡った。弾丸は驚おどろくべき正確さをもって、ナイフを持つ右腕に命中した。肘ひじの内側、骨が繫つながり合う部分だ。血とナイフが路上に落ちる。その弾は彼の腕の中で膨ぼう脹ちようし、筋肉をずたずたに引き裂く。

　優ゆう樹きの右手の仇あだはうてた。太一朗は一いつ瞬しゆんだけ誇らしい気分に浸る。

　高たか橋はしが左手でナイフを拾い上げようとしてかがむ。その顎あごを爪つま先さきで蹴けり上げたのは優樹であった。彼がのけぞった隙すきに、ナイフを足で押さえ付ける。続けて顎に掌しよう底ていを打ち込む。高橋は体を躱かわして打点をずらし、その威力を殺した。

　悲鳴は消え、いつの間にか三人を人だかりが取り囲んでいた。逃げるわけでも警けい察さつに通報するでもなく、このいきなり起こった大立ち回りを野や次じ馬うま根性丸出しで眺ながめている。『ドラマの撮影だ』『カメラ探せ』などと無責任な声が太一朗の耳に入ってきた。

　カメラまで持ち出して撮影を始める連中に、太一朗は無性に腹が立った。

「危険です、離れてください！」

　叫ぶと同時に素早く擲てき弾だん発射機を取り出して照明弾をセット、上空に向かって射出する。弾はじけると同時に、夜空に眩まぶしい光が浮かぶ。五分間は持続する光だ。人の視線が上空を向く。ただそれだけだ。驚かせて人間たちを四散させようとした太一朗の目もく論ろ見みは、あっけなく失敗した。驚くどころか、喜んで見上げている。

　頭に血が上った。優樹との約束をあっさり忘れてしまう。

「……だからあ！　離れろって言ってるだろうがあっ！」

　怒りの標的は、瞬時に高橋ではなく東京都民に変更された。爆ばく発はつした怒りは行動によって示される。太一朗は特殊閃せん光こう音おん響きよう弾のピンを抜いて群衆に投擲した。

「山やま崎ざきくんの馬ば鹿か！　だから赤あか川がわさんに鍛たん練れんが足りないって言われるんだよ！」

　優樹の大声をかき消して、音と光が撒まき散らされた。今度こそ観衆たちは恐慌の叫びを上げ、混乱して逃げ惑う。

「こんな馬鹿な奴やつらを守るために貴様は国に飼われているのか!?」

　高橋が優樹に殴りかかる。優樹は瞬時に、中枢から末まつ[image: 梢]しようまでの神経を一体とした。疲労は激しいが、こんな所で長時間の戦せん闘とうはできない。神経融合ブレイク。それに伴なってあらゆる感覚が増幅される。

　高橋の拳こぶしは速く鋭するどかった。だが運動、知覚、双方の伝達速度を飛ひ躍やく的に上昇させた優樹には全すべてがゆっくりと見える。拳の軌道をあっさりと手の甲で逸そらす。

　次の一いち撃げきは右から襲おそいかかった。右目の見えない相手には、非常に有効な戦法である。だが、現在の優ゆう樹きは視覚に頼っていない。空気の流れる音だけで充分に察知できる。右肘ひじで軽く受け流した。

「自由と復ふく讐しゆうのために、誇りや信念を売るあんたよりはいいさ！　それにあたしが守っているのは、この人たちだけじゃない！」

　叫ぶと同時に、優樹の左掌しよう底ていが高たか橋はしの胸めがけて放たれた。

「うげえっ！」

「…………!?」

　その掌底は、高橋を突き放すために打たれたはずだった。だが掌てのひらに伝わってくるはずの胸骨の感触がない。左手は高橋のシャツの上から胸の奥にまでめり込んだ。

　高橋がよろめき、二歩後退する。半はん瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよした優樹だったがすぐに次の攻撃に移った。一歩踏み込み、右底足を高橋の左踵かかとに引っかける。足を払おうとしたのだが、彼は踏みとどまった。単純な力の差だ。反応速度は優樹の方が上だが、腕力は高橋が上回る。

　高橋も一方的に攻撃を受け続けはしなかった。左手が優樹の右手に伸びる。神経を一体化しているとは言え、神経そのものが完全に通ってない箇所があった。それが右手だった。

　反応が遅い。摑つかまれた。

　一瞬、二人の視線が交差する。高橋が見たのは優樹の左目。

　怒りも、焦りも、苦しみもない。戦いの最中だというのに、どこか寂しげな瞳ひとみで高橋を見つめている。

　あの時と同じだ。

「だから僕ぼくは、お前が大嫌きらいなんだあっ！」

　右手首を捩ねじり上げた。腕と手首を繫つなぎ止めていた包帯が千切れる。糸が切れる。それでも右手は落ちなかった。

　痛みが走る。神経融合ブレイクが終わる。その最後の瞬間、優樹の左手が高橋の首を摑んだ。細い腕が二回りほど太く膨ふくれ上がる。

　筋力増幅ブースト開始。筋肉組織細胞一片一片が増大する。

「くそ……！　貴様……！」

　怒りで紅こう潮ちようしていた高橋の顔は、窒息によりさらに赤くなる。

「あんたが呪のろうべきなのはあたしじゃない……自分の短絡さと罪、信用のおけない仲間を持ったこと……あたしは、あんたが思っているほど間抜けじゃないし、あたしの後ろにはちょっと血気盛ん過ぎるけど、なかなか頼れる人間がいるよ……」

　呟つぶやいた優樹の頰ほおを高橋の拳こぶしが打ち、膝ひざ蹴げりが腹に決まる。それでも、優樹は手を離さない。左腕に静脈が浮かんでいく。

「抵抗はやめろ！」

　叫んだ太た一いち朗ろうのベレッタから第二射が放たれる。優ゆう樹きに当たる可能性が大きかったため今まで撃うてなかったが、高たか橋はしの動きは止められている。その銃弾は狙ねらい違たがわず左腕に命中した。

「げ…あ…お…おお……」

　高橋が苦しげに呻うめく。

「もう撃たなくてもいいよ、山やま崎ざきくん……もう彼は戦えない……」

　優樹は左手にさらに力を込める。呼吸器を締しめてしまっているのが気になるが、気を失ったところで縛しばり上げ、すぐに応急処置をすれば大丈夫だろう。

　そう考える優樹の瞳ひとみに、自分めがけて飛来する弾丸が映った。その弾道からして、間違いなく自分の左目を貫くだろう。左手は使えない。右手を持っていくには体勢的に間に合わない。避さけることはたやすいが、そうすれば背後にいる誰だれか、恐らくは太一朗に当たってしまう。高橋を盾にする、という考えは浮かばなかった。

　優樹は最良と思える手段を取った。

　咄とつ嗟さに顔をずらして額ひたいで弾丸を受け止めたのだ。それは優樹が目深に被かぶっていた帽子をずたずたにして皮ひ膚ふを裂いたが、骨で止まった。それでも受けた衝しよう撃げきは大きく、手を離しはしなかったが力が緩ゆるんだ。脳への衝撃が筋力増幅ブースト命令を強制的に中断させる。

「あ……」

　その隙すきを見逃す高橋ではない。優樹の手を振り払い、人間たちを蹴け散ちらしながら走り去ろうとする。その背中に太一朗は三発発砲し全すべてを当てた。彼はよろめいたが、スピードを落とすことなく逃げていく。一人で深追いするほど、太一朗も猪いのしし武者ではない。

「大丈夫ですか？　片かた倉くらさん……」

「……ああ、痛い」

　やや離れた場所から撃たれたらしい凶弾は、優樹の皮を貫いても骨には損傷を与えられなかった。皮が剝むけて額の骨が見えているのが痛々しい。

「何か派手になったけど、とっとと逃げよう。そして、追うよ！」

　優樹はナイフを、太一朗は空薬やつ莢きようを拾い上げて、走ってその場を離れた。美び竹ちく公園近くまで走ってやっと立ち止まる。渋しぶ谷やである以上無論ここにも人はいるが、どうということはない。二人の行動は迅速であったし、周囲の動きは緩かん慢まんだった。

　ほんの三十秒ほどの出来事だったが、ひどく長く感じられた。

「警けい察さつが来る前に逃げ出せてよかった……」

「自分たちも警察です。でも、考えてみたら逃げる必要なかったんじゃないですか？」

　優樹があきれた顔をしてみせた。太一朗に悟られないように、左腕に視線を走らせる。太さは元に戻っているが、痙けい攣れんを起こしていた。筋力増幅後に必ず現れる症状だ。普段なら二十分ほどで治まるが、神経系統を損傷している今はそれ以上の時間を要するだろう。

　そんなことは全く表情に出さず、太一朗を見上げた。

「……あのね、あんなことやって渋しぶ谷や警けい察さつに怒られないわけないでしょうが？　高たか橋はしだってまだ捕ほ縛ばくしてないし……第一、市民に向かってスタングレネード投げる警察官がいてどうするの。後こう遺い症しようがなくても、心臓の弱い人がいたら発作起こして死んじゃうかもしれないんだからね？」

「でも……」

　あの人間たちは優ゆう樹きが命がけで高橋と戦うのを、イベントを見るかのように面白がっていた。それが許せなかった。

「人間にとって、自分たちと関係ない危険は娯楽なんだよ」

　そう言って、優樹は太た一いち朗ろうの正面に立つ。

「ここに赤あか川がわさんはいない。だから、あたしが君を怒る。山やま崎ざき巡査、歯を食いしばってもらおうかな」

　太一朗は条件反射で直立不動の姿勢を取り、手を後ろに組んだ。ぺち、という音を立てて、彼の左頰ほおが優樹の動かない右手によって打たれる。

「はい、鉄てつ拳けん制裁終わり……やっぱり感覚が切れちゃったな」

　どこが鉄拳だ。だが、太一朗はつい頰を撫なでる。痛くはない。しかし頰は赤くなった。

「額ひたいの傷目立つかな？」

　そんな太一朗は放っておき、優樹は布切れと化した帽子を脱いだ。出血そのものは微量だ。しかし、血で赤くなった白い前髪と剝むき出した骨が凄すご味みを感じさせる。

「手当てをしましょう」

　太一朗は慌てて背はい囊のうを下ろし、ガーゼと包帯、消毒液などを取り出す。

「適当でいいからね、ついでに右手も巻いてやってよ」

　応急処置をしながら太一朗は、優樹を至近距離から見た。あれだけの強さを見せた彼女なのに、今は小さく、弱々しい。その目はやはり太一朗を見ておらず、虚空を見つめていた。

　約五分で包帯を巻き終わり、後片付けをする。

「ありがとう、やっぱり自分で巻くより人に巻いてもらった方が早いね」

「あの……次はどこに行くんですか？」

「ああ、次が高橋との最終決戦だよ。彼の血の臭においを追う。かなりの出血だから、ここからでも追える。彼の仲間ともけりを付ける」

　鼻を蠢うごめかして歩き出す優樹が、その足を止めた。

「君は本当に射しや撃げきの腕に自信があるんだね。練習を相当したことも、手を見ればわかる」

　彼の手にはタコや、血豆の潰つぶれた跡が多く存在した。左手も同様だ。利き腕が使えない時にも備えているのだろう。彼の努力には心底感服する。

「疑似標的でなく、人の姿をした存在にもためらわず正確に撃うてるのはすごいと思うよ」

　優樹に他意はなかったのだが、太一朗はぎくりとした。

　甲種を撃うつ。人の姿をした者を撃つ。それは、〝人間を撃てる〟と同意義ではないのだろうか。高たか橋はしを撃った時、彼は何の迷いも持っていなかった。恐るべき殺人鬼を、優ゆう樹きの手首を斬きり落とした冷酷な〝ダブルセカンド〟を撃つのに、何をためらう必要があるのか。

　自分は間違っていないはずだ。

　いつもなら、そう思えばすぐに気持ちを切り替えられた。

　そうやって納得させ、自らの行動を省みなかった。

　だが、彼は聞いてみたかった。

『自分は間違っていないのか』と。

　問う相手は、親でも友人でも同僚でもない。会って間もない、警けい察さつ組織に身を置き内閣府から疎まれる、人よりも人らしい内閣公認甲種指定生物。

「片かた倉くらさん……！」

　呼びかける太た一いち朗ろうの声に、優樹が振り返る。

「……俺おれのしたことは、間違っているのでしょうか？」

　彼の表情は真剣だ。

「自分の行動、言動に何の疑問も持たずに生きていける人間は強く、恐ろしく、そして脆もろく、孤独だよ」

　血で赤くなった前髪に触れる。

「君はいつだか言ったね。『反省はしてる。でも後悔はしていない』って。なかなかの名言だと思うよ」

　優樹の口調はいつもと変わらず、説教じみてはいない。だが、その言葉は太一朗の心に重くのしかかる。

「いいんじゃないの？　反省して、それを明日の糧かてにすれば。たまに悩む時は、今みたいに第三者に聞けばいい。自分には見えないものが他人には見えるかもよ」

　どうして自分は、この青年に対して『人生の教訓』めいたことを語りたがるのだろう。

　外見は変わらずとも、精神は着実に老いているのか。

　今まで孤独だった反動が、自分を饒じよう舌ぜつにしているのか。

　この〝人間〟に、『自分の友になってほしい』と過大な期待を抱いてしまったのか。

「……こういう難しい話題は、単純なあたしには辛つらいね。全部解決したら、もう少し話し合ってみようか」

　優樹は笑った。太一朗も笑った。

　それは二人が初めて見せ合った、心底からの笑顔だった。




　人を殺そう。最初にそう思ったのは、随分昔だったような気がする。誰だれかの悪意が、常に身近にあった。母親からさえも。

（そんなに嫌きらいなら、なんで産んだんだ）

　答えられる人間は、自分が殺した。初めての〝人殺し〟だった。

　その瞬しゆん間かん、罪悪感を押し退のけて噴き出した爽そう快かい感を忘れたことはない。自分を蔑さげすんだ人間たちの、生殺与奪を握った時の快感を得るため、殺人を繰くり返した。自分を〝有害指定生物〟と呼んで捕まえようとする人間たちも、同じ目に遭わせてやった。

　自分は世界一強い〝人間〟だ。そう自負していた時、初めて〝怪あやかし〟という存在に遭遇した。彼らは、自分を〝人間〟と称して蔑んだ。

　たった一人、自分を蔑まなかった女がいた。白髪頭の警けい察さつの手先。

　はらわたが煮えたぎった。自分と似たような境遇にいるのに、奴やつは人と怪と社会に受け入れられている。そして、高みから自分を見下ろしている。

　殺してやる。

　はらわたは煮えなかったが、抉えぐられた。

　三年間、心の奥底に〝白髪犬〟への殺意が沈んでいた。

　それは溶岩の如ごとく、心の隙すき間まを塞ふさいでいた。

　胸には空くう洞どうが空いた。

　溜たまった溶岩は噴き出した。




　死ぬ直前に昔のことを思い出すなんて迷信だ。高たか橋はしはそう思って走った。擦すれ違う人間全すべて殺したい気分だったが、我慢して白髪犬をおびき寄せる予定だった場所へ急いだ。

　明めい治じ通りを左折し、宮みや下した公園を横切り、山手やまのて線を走る電車を踏切ごと飛び越え、パルコの間を通り、井いの頭かしら通りを駆け抜け、目的地である代よ々よ木ぎ公園の塀へいを飛び越えて中に入る。

　閉門の時間は過ぎている。暗く、人気のない公園を走り抜けていく。街灯が時たま高橋の姿を照らし、その影を歩道に長く映した。水みず溜たまりの泥どろ水みずがはね、靴くつとズボンの裾すそを汚す。

　白髪犬は必ず追ってくる。あの男がいるのは厄やつ介かいだが、人数はこちらの方が多い。充分に勝算はあった。〝味方〟が潜せん伏ぷくしているはずの道まで来た。道の両脇わきに待機した連中が、白髪犬をホローポイント弾で蜂はちの巣にする手て筈はずになっている。

　高橋は気が付いていなかった。あれほど自分を玩具おもちやのように扱った人間たちを信用していることに。彼はまだ、自分が〝人間〟のつもりでいた。

「おい……」

　人の気配がする茂みに小声で囁ささやく。

「白髪犬が来る。奴以外に一人、銃を持った男がいる。撃うたれて両腕がろくに動かない。ナイフも取られた……」

　ぽんぽんぽん、という連射音と同時に、高橋の体に十個近い穴が空いていく。血が流れ出し、骨と肉に弾丸が食い込んでいった。

　なぜだ。標的は白髪犬のはずなのに。

「ぐええええっ！」

　悲鳴を上げて倒れ込む。濡ぬれた地面に突っ込んで、顔と体が泥にまみれる。立ち上がろうとした高たか橋はしを、八人近い男たちが囲んでいた。暗視ゴーグルを装着しているため表情はよく見えない。ゴーグルがなかったところで、血と泥が入って目が翳かすんでいる高橋にはわからなかった。

「やっぱりこんな奴やつに任せるんじゃなかったな。立派な役立たずだ」

　靴くつの先で蹴けり付けられた。

「同じ化け物のくせに、白髪頭との出来の違いはなんだ？」

「奴は日本政府お墨付き、こいつは人しか殺すことのできない、ただのつまらない化け物さ」

「でも、皮肉な話だな。ヒト遺い伝でん子しを多く持ったこいつの方が、白髪頭よりよっぽど人でなしだ」

　高橋は、頭上で勝手な会話をする研究所員を殺すためにもがいた。すぐに背中に銃弾が降り注ぐ。体が熱い。痛覚だけがはっきりしているのが恨めしい。致命傷を負えば、痛覚が麻ま痺ひしてしまうものなのに。

　痛さと白髪犬への憎しみだけが、高橋の意識を支えていた。

　こんな時にも感じるのは、加害者への怒りではなかった。

　白髪頭と呼ばれ、『国の犬』と自分が蔑さげすむ女性。彼女に対する負の感情だけが、ずっと心の中を渦うず巻まいていた。

　それだけが自分の生命を支え続けているのだ。

「生命力だけはありやがる。これで白髪頭並みの再生能力があればな」




　白髪頭、白髪頭、白髪頭……そんなに、僕ぼくはあいつより劣っているのか。




「それだけがこいつの取り柄だ。だから三年間ばらし続けることができたんだ。これで白髪頭を捕まえるのに成功してりゃ、安心して売っ払うことができたのに」

「死体でも半額だ、早く殺しちまおう。白髪頭が来るぞ」

「でも奴にナイフ取られたのは失敗だったな。出所がばれたら……」

「何、そこまでの考察力は白髪頭にはないさ」

　眼がん窩かに銃口が突っ込まれるのを、高橋は感じた。

「脳の中で弾はじけたら、いくらこいつでも死ぬだろうよ」

「白髪頭は死ななかったがな」




　死にたくない。死んでもいいが、こんな奴らには殺されたくない。

　なら、誰だれに殺されれば満足するんだ？

　人間も、怪あやかしも、僕ぼくを楽には殺してくれない。

　誰だれが僕を殺してくれる？




「全員動くな！」

　突然響ひびいた声と共に、擲てき弾だん発射機によって発射された手しゆ榴りゆう弾だんが男たちの頭上で弾はじけた。周囲を催涙ガスの煙が覆おおうと共に、ラバー弾が飛び散って彼らの肉体を直ちよく撃げきする。当たり所の悪かった数人が気絶した。

　ラバー弾の衝しよう撃げきと、目や鼻、呼吸器に与えられる強烈な苦痛に耐えて立ち続ける者たちは、散弾銃の掃射にさらされた。ゴム弾とはいえ、その威力は人間相手には充分である。男たち全員は、ほんの数秒で地に伏した。それでも意識を保っていた人間は、警けい棒ぼうの一撃を後頭部に食らって眠りについた。

「普通、『動いたら撃うつぞ』って言わない？」

　散弾銃と擲弾発射機を持って近付いてくる太た一いち朗ろうに、優ゆう樹きはマスクで曇くもった声で尋ねた。

「動いてからでは遅いです」

「それもそうか……えーと、殺人未遂、傷害、銃刀法違反、特とく遺い法違反……他ほかに何かあるかな……とにかく緊きん急きゆう逮捕！」

　薄うすれていくガスを見て、優樹はマスクを取る。屋外ではガスの拡散が早い。

「山やま崎ざきくん、武装解除と拘束よろしく」

「了解しました」

　太一朗が動くのを見てから、優樹は高たか橋はしに近寄ってその脇わきに跪ひざまずく。あまりの傷の深さに眉まゆをしかめた。

「……痛いですか？」

「貴様に……同情されたくない……」

　返答はあった。呼吸は荒く出血もひどいが、充分に回復の見込みはある。

「いい？　痛みがあるうちは、まだ神経が生きてる証拠。痛覚遮しや断だんをしよう。皮ひ膚ふや肉への刺激が神経を伝でん導どうして感覚中枢に行くから痛い……。だから、刺激が感覚中枢に行く前にその神経を一時的に麻ま痺ひさせるの……少しは楽になる」

「そんな化け物じみたこと……貴様にしかできない……」

「やってみないとわからないでしょう？」

　高橋が呻うめき声を上げる。

「早く……殺せ……回復したら……殺すぞ……」




　そうだ。今なら死んでもいいんだ。

　こいつに殺されたら、きっと僕は満足できる。

　善人面の白髪犬を、〝人殺し〟と嘲あざけりながら死んでいける。

　……人殺し？　そうだ、人殺しだ。

　僕ぼくは人間なんだ！




「放っておけば死ぬのではないですか？」

　ワイヤー綱で男たちを縛しばり上げていた太た一いち朗ろうが言う。

「死なないよ、これは致命傷じゃないから。動けないだけ。時間をかければ、元気になる」

「こんな奴やつ……」

　死んだ方がいい。だが、その言葉を出すことが太一朗にはできなかった。優ゆう樹きがひどく真剣で悲しげな表情をしていたからだ。

「僕を哀れんでいるなら……それこそ大きなお世話だ……」

「そんなに死にたいなら、舌でも嚙かんで自殺してください」

　言い放った優樹を、高たか橋はしは血と泥どろにまみれた顔で見上げる。

　自殺。そんなことなど思い付かなかった。どんなに生きることが辛つらい時でも、死にたい時でも、自分で自分の命を絶つことはしなかった。できなかった。

「自殺、できないでしょう？　それが、あなたに怪あやかしの血が流れている証拠……人間なら、他人だけじゃなく自分も殺せる」

〝死〟は、怪には縁えん遠どおいものだ。怪は自分自身を殺せるようには生まれ付いてはいない。

「……痛覚遮しや断だんができないなら、肉を動かして体内の銃弾を出した方がいい。放っておくと、筋肉や骨を動かすのが辛くなるから。あたしが抉えぐってもいいけどとても痛いし、まだ自分でやった方が……」

「うるさいぞ！……白髪犬……」

　優樹はコートを脱いで離れた場所に置いた。先刻拾った高橋のナイフを取り出し、彼の背中にゆっくりと突き立てる。左腕の痙けい攣れんはかなり治まったが、まだ震ふるえていた。

「……おお…ぐ…」

「動かないで。手元が狂う……」

　拘束と武装解除を終えた太一朗は、目を逸そらしたくなる優樹の行動を見た。ナイフを高橋の傷口に突っ込み、弾丸を取り出し始めたのだ。

「山やま崎ざきくん、渋しぶ谷や警けい察さつとＥＡＴに連絡。第一種有害指定生物、高橋幸こう児じを捕ほ縛ばく、特異遺い伝でん因子研究所員八名を逮捕したって……あたしの携帯がコートの中に入ってるから使っていいよ」

「はい……って、こいつら特遺研の連中なんですか!?」

　特異遺伝因子研究所と言えば、怪の研究を行っている政府機関だ。捕殺もしくは捕縛された怪は必ずここに送られる。太一朗も一度だけ、外観を見たことがある。確か場所は青梅おうめだったはずだ。

「うん、そうだよ」

　優ゆう樹きの答えは素っ気ない。彼らのことはどうでもよかった。肝心なのは、彼らに命令を与えた人間もしくは組織が、何者かということだ。今は憶おく測そくの段階なので口には出さない。

　優樹が黙だまってしまったので、太た一いち朗ろうはまず自分がすべきことに取り組むことにした。他ほかの銃器類を地面に置き、ピストルを抜いて高たか橋はしに銃口を向ける。

「不ふ審しんな行動を取ったら、頭を撃うち抜くぞ」

「無理だよ。至近距離でもソフトポイント弾じゃ頭骨を貫通できないね。この弾も骨に刺さってはいるけど、貫いてないし」

　血生臭い作業を続けながら、淡々と優樹が答える。

「大丈夫、あたしは大丈夫だから……」

　太一朗は五メートルほど離れた場所で、優樹の携帯電話を使う。

「……なぜ、僕ぼくが研究所の連中に使われていることがわかった……？」

　その呼吸音が奇妙なことに優樹は気が付いた。背中の皮ひ膚ふを貫通した銃弾は、さほど多くはない。問題は彼の胸を貫いた銃弾だ。優樹は高橋を仰向けにすると、穴の空いたシャツをめくった。

「……やっぱり……」

　胸の右半分が、ない。胸骨と肋ろつ骨こつが切除され、そこにあるはずの臓器、肺がない。これでは酸素と二酸化炭素の交換が円滑に行われるわけがない。だから彼の動きは三年前に比べて鈍かったのだ。

　その空くう洞どうの中に弾丸が六発ほどめり込んでいた。怪あやかしの皮ひ膚ふと骨が頑がん強きようであっても、その内部にある肉までもが同じ強度を持つとは限らない。優樹はややためらったが、ナイフを地面に置き指でその弾を抉えぐった。ナイフを使うと左の肺を傷付けるかもしれないからだ。肺を失った胸は肉芽組織を形成している。水分を失って硬化したその様子から、だいぶ前に肺を奪われたことを優樹は推察した。

「ぐ……」

　高橋の声を無視して、優樹は一発目を取り出した。指が血に塗まみれる。この感触は何度経験しても嫌いやなものだ。

「簡単な推理だよ、高橋くん」

　彼の気を紛らわせるため、最初の問いに答えることにした。

「……貴様のそういう態度が……」

「嫌きらいで結けつ構こう。……まず、脱走したって聞いた時から妙だと思ってた。あの研究所から独力で脱出するのは、ほぼ不可能だから。あの待ち伏せもまずかったね。あたしが内閣府にいつ行ったかわからないと、待ち伏せできないもの。それは政府機関じゃないと無理だし。決定的だったのが、あたしを捕まえようとしたこと。あんなに殺したがってたのに、捕まえようとするんだもの。……あたしを捕まえられたら実験をやめる……みたいなことを言われたんでしょ」

　高たか橋はしの無言を肯定と解釈する。

「あんな連中のことを信じるなんて、意外にお人好よしだね」

「……うるさいぞ……！」

　血だらけの右手が動く。電話をかけている太た一いち朗ろうの銃口も動いた。

「撃うたなくていいってば……いい加減に観念してくれないかな？　死にたいのはわかるけど、あたしは彼に怪あやかし殺しになってほしくない」

「……所しよ詮せん、貴様の偽善のために生かされているのか……僕ぼくは!?」

　高橋がわめき、地面のナイフに手を伸ばす。太一朗はそれを見て迷うことなく引き金を引いた。

　こんな奴やつ、死んだ方がいい。世間のためだ。代よ々よ木ぎ公園に銃声が響ひびき渡る。

「だから、撃たなくていいって言ってるでしょ!?」

　神経融合ブレイク。優ゆう樹きの左手が素早く動き、指で弾丸を摑つかむ。驚きよう異い的な迅速さと動体視力だった。ぽとりと、つまんだ弾を地面に落とす。

「……これ、結けつ構こう疲れる技なんだからね」

　そう言った優樹の顔には、明らかに疲労の色が見えた。

「申し訳ありません……」

　うなだれる。なぜ、自分はこうも高橋に殺意を抱いてしまうのだろう。些さ細さいでも理由があれば撃ちたくなる。

「そんなに落ち込まなくてもいいから……山やま崎ざきくん、渋しぶ谷や警けい察さつは……」

　優樹の耳に、パトカー特有のサイレン音が聞こえてくる。

「……弾丸全部取れなかったけど、しょうがないね……ＥＡＴが来るのはまだ先だろうけど、後は渋谷警察に任せようか。山崎くん、君の武器片付けて」

　優樹は高橋の腰からナイフの鞘さやを取り外した。血を拭ぬぐってからナイフを鞘に収める。このナイフの形状には見覚えがある。このことにより、優樹のある〝確信〟は決定的なものとなった。

「このナイフ……」

「……もう、僕ぼくにとってはどうでもいいことだ……貴様が勝手に使え……」

「ああ……そうしようか」

　優樹は立ち上がろうとしたが、ふとあることを思い付いた。

「……せっかく外に出られたんだから、そのまま逃げちゃえばよかったのに。何もしなければあたしだって無理には追わない……法律は許さないけど」

　高橋がぎらついた視線を優樹に向けた。今までの中でもっとも鋭するどく、殺意に満ちていた。太一朗をも一いつ瞬しゆんたじろがせる、凶気があった。その視線を、優樹は静かに受け止める。

「貴様にわかってたまるか……また脳を切り開かれ内臓を抉えぐり出される毎日が始まる……生きている限り……死んでもだ！　僕ぼくの死体は、細胞一片までいじられ続ける……貴様にわかるか!?　国に飼われ、権力を振りかざして安あん穏のんとした日々を送っている貴様は、僕とどう違うんだ!?　怪あやかしでも人でもない……貴様もダブルブリッドのくせに……！　貴様も、同じ苦しみを味わえばいいんだ！」

　ダブルブリッド。人と怪の間に生まれた、稀け有うの生物。

　その言葉を聞くのは、太た一いち朗ろうは今日で二回目だ。優ゆう樹きがダブルブリッドであるというのは初耳だ。やはり、この人はただの怪ではなかった。人の血が混ざっているから、自分は優樹の〝人間性〟が嫌きらいにはなれないのだ。そうやって太一朗は自分を納得させる。

　優樹は何気なく右耳に手をやり、そこが欠けているのを思い出した。

「肺を取られたことはないけど、目や他ほかの内臓なら摘出されたことあるよ。胸骨や肋ろつ骨こつも外されたことがある。公認になってからは遺伝子銀行ジーンバンクや細胞銀行セルバンクに色々と提供してるし、死んだらばらされても文句言わないって誓約書を書かされた。内閣に公認されても、公的機関からこうやって襲しゆう撃げき受けることもある。不幸自慢してるわけじゃないけど、痛い目にはそこそこ遭ってるよ」

「うるさい…うるさい…うるさい！」

　高たか橋はしが弱々しく地面を叩たたく。

　優樹は高橋のことが嫌いだったが、それは彼が〝殺人鬼〟だからではない。自分の中にいる〝怪〟を否定し過ぎるからだ。

　彼が否定したのは怪だが、周囲の人間は彼の存在を否定した。

　それが、血塗られた道を行く鍵かぎだったのだろう。それでも、彼が引き返せる機会はあったはずなのだ。

　その背中を押しやったのは、彼の中の〝人間〟。

「……あたしには、あたしを愛してくれる母親がいた。可愛かわいがってくれる怪がいた。あなたは自分を人間と思い込もうとして、人間に疎外された。人間の考え方をするから、怪にも嫌きらわれた」

　優樹は太一朗からコートと携帯電話を受け取った。

「あたしは、ダブルブリッドであることを誇りに思った。人の母、怪の父、二人の子供であることを嬉うれしく思った。人間には嫌われたけど、怪はあたしを受け入れてくれた。……そして」

　太一朗に視線を走らせる。

「もしかしたら、あたしの友人になれる人間がいるかもしれない…」

「………やっぱり、貴様のことが大嫌いだ。白髪犬……」

　目が濡ぬれているのを感じた。血ではなく、温かい水だった。




　なぜ、僕が泣かないといけないんだ。

　悲しいからじゃない、悔しいから泣くんだ。

　白髪犬が『幸せ』だったのが、悔しいから泣くんだ。

　悔しい。……羨うらやましいんじゃない。奴やつが『幸せ』なのが。

　でも。僕ぼくの名前は『幸こう児じ』。

　僕の親は、僕が『幸せ』になることを望んでいたのだろうか？

　答えられる人を殺したのは自分。

　あの時、自分は笑っていたと思っていた。

　泣いていたことを思い出したのは、今。

　泣いたのは、あの時が最後。




「……ちくしょう……ちくしょう……！」

　高たか橋はしの目から涙がこぼれ落ちるのを、太た一いち朗ろうは無感動に見ていた。

　彼には、高橋が泣く理由がわからない。人を殺し、優ゆう樹きを殺そうとした殺人鬼など、どうなってもよかった。お返しに殺してやりたいくらいだ。同じダブルブリッドとは言え、優樹の方がはるかに〝人〟らしい。

　なぜこんな男を優樹が助けようとするのか、不思議に思う。

「委員会に実験代替法の検討をするように頼んでみる。……あたしは身代わりになる気はないよ。薄はく情じようで悪いけど」

「……貴様が偽善者だということくらい、わかってる」

　高橋は、濡ぬれた目で優樹を見た。

「そうやって……貴様は優しいふりして、自分の良心って奴を満足させてるだけなんだ……」

「お前に、巡査部長の何がわかるって言うんだ!?」

　太一朗が激げつ昂こうした。優樹が止めようとするのも間に合わず、高橋に歩み寄ると耳に銃口を突っ込む。

「黙だまって聞いてりゃ恨み言ばかり並べやがって、全部お前がいけないんだろうが！」

「……撃うってみろ。僕を撃ち殺したところで殺人罪にはならないんだ。貴様の横にいる白髪犬を殺したら、殺人罪が適用されるのに……こんな不公平な話があるか!?」

「現状に不満があるなら、努力すればよかったのに」

　太一朗の肩を押さえながら、優樹が言う。

「努力や向上心は、怪あやかしは持たないもの。あなたは人間と怪の悪い所ばかり見習おうとしている……」

「うるさい……僕は生きている限り、必ず貴様を殺してやるぞ！」

「別にいいけど、一対一でやろうよ。周囲の人に迷惑かけないでね」

「……偽善者め！」

　有害指定生物高たか橋はし幸こう児じと内閣公認甲種片かた倉くら優ゆう樹きとの、それが最後の会話だった。




　事後処理は驚おどろくほど早く済んだ。渋しぶ谷や警けい察さつの面々は優樹がいるだけで露ろ骨こつに嫌いやな表情をし、『詳細は後ほど書類提出で』と早くこの場から退散してほしそうに見えた。

　優樹はその気配を察し、太た一いち朗ろうを促して代よ々よ木ぎ公園を出る道を歩く。

「君の発砲や、グレネードのことが取り沙ざ汰たされなくてよかったね」

　先ほどまでの出来事が噓うそのように、優樹が軽く笑ってみせる。

「あの……片倉さん……」

「高橋くんは研究所送りだよ。公認じゃない限り怪あやかしに裁判を受ける権利はない。どんな実験されても、怪じゃ誰だれも同情しないから待遇は悪いよ。国際法には『ひどいことするな』とか書いてあるけど査察もあまりないから、委員会も黙もく認にんしてるらしい。……今度委員長に、もう少し考えてもらうように言うよ。約束したからね」

　緊きん張ちよう感かんのない大あくびをしてみせる。落ち込んでいない、というアピールのつもりだったが太一朗には通じなかった。

「自分は、片倉さんを尊敬しています」

　自分の言葉に、自分で驚おどろいてしまった太一朗である。言われた優樹はもっと驚いたが。

「片倉さんは強く優しく正しい、立派な人間です」

　人間。その言葉に優樹はなんと答えていいのかわからなかった。自分をダブルブリッドと知りながら、『人間』と称したのは太一朗が初めてだった。怪の仲間たちは、優樹のことを『人間』と決して呼ばなかった。彼らにとって、『人間』呼ばわりされることは最大の侮辱なのだ。

　だから、優樹は高橋の考え方を『人間寄り』と言った。

　彼女自身は口にも顔にも出したことはない。それでも〝ダブルブリッド〟を自ら名乗ることには、若干のためらいがあった。ダブルブリッドという造語は、二十年ほど前に日本の特異遺い伝でん因子学者が便宜上使用した名称である。正式な呼称はない。法的には甲種と同種の扱いを受ける。

　優樹は普段、『怪』と名乗る。だが自分が片倉悠ゆう子こという人間の女性から生まれたことを忘れたことはない。自分に人の血が流れていることを恥じたことはない。

　しかし、他人は『人間』としては決して認めてはくれなかった。




（ママ、皆みんなあたしのことを陰で化け物って言ってるの）

（優樹……）

（別にいいの、化け物でも。でもママは人間なのに、あたしが化け物だから嫌きらわれてるでしょ？　それが嫌）

（あなたは化け物じゃないわ）

（怪あやかしって言っても、意味は同じだよ。『人と怪の混血』なんて、長ったらしい呼び方も嫌いや）

（あなたは、パパとママの子供よ。優しくて可愛かわいい、私の大事な子）

　母がそう言って抱き締しめてくれたことを、優ゆう樹きは今も覚えている。

[image: ]

（いつかきっと、ママとパパ以外にもあなたを……）




（あの後、ママは何て言ったんだっけ……）

　包帯が巻かれた額ひたいを押さえる。頭が痛い。傷のせいもあるが、脳に負荷をかけ過ぎたためだ。中枢と末まつ[image: 梢]しようの神経を一体化することで、常人より、そして怪よりもはるかに素早く行動できる。その反応速度と認識能力に追随できる者はいない。ただ優樹が崩壊ブレイクと名付けたこの能力は、絶大な効果を発揮する代わりに様々なデメリットをもたらした。

　持続時間は最大一分。その間は痛覚遮しや断だんが使えないため、痛みを受けると集中状態が維持できなくなり効果を失う。使用後は著しく疲労する。代たい謝しや制御能力も低下し、空腹や眠気が感じられ脈拍や発汗が調整できなくなる。短時間に連続使用したのは初めてだ。

「片かた倉くらさん……疲れたんですか……？」

　彼女の頰ほおを汗が伝っているのを、太た一いち朗ろうは見た。

「少し。でもたいしたことはないから」

　笑って、先ほど言い忘れていたことを口に出す。

「ありがとう、山やま崎ざきくん。君は二十五年生きてきた中で、一番いい人だよ」

　それは優ゆう樹きにとって最大限の褒ほめ言葉だったのだが、太た一いち朗ろうは嬉うれしくない。『いい人』と言われてから、恋人に別れ話を切り出されたことを思い出したからである。それよりも、一つ気になる発言があった。

「片かた倉くらさん……二十五歳なんですか？」

「今年で二十六歳になるけど……ああ、成長……老化は十六か七辺りで止まってるからね」

　五歳も年上なのか。太一朗は少し残念に思った。

（何が残念なんだ？）

　自分が内心で何を考えているのかわからなくなる。

「山崎くん、あたしはこれから青梅おうめの特異遺い伝でん因子研究所に行く」

　唐突な発言だった。

「あの……高たか橋はしを支援していたのが研究所だというのはわかりました。でも、そんなに急がなくても逃げられないんじゃないですか？　それに、捜索令状がありませんよ」

「うん、令状が出るのはどんなに急いだところで明日だよ、一応申しん請せいはしておいたけど。でも、明日になったら……」

　その時、優樹の携帯電話が鳴った。番号を知る者は、母親と浦うら木き、赤あか川がわだけである。そして、優樹は相手が赤川であることがわかっていた。

「はい、片倉です」

『巡査部長、大変なことになった』

　赤川の声は、動揺を無理やり抑え付けている。優樹は音量を上げて太一朗を手招きし、彼にも電話の内容が聞こえるようにした。

『あの高橋を捕ほ縛ばくしたばかりだというのに……』

「どうしたんですか？」

『君が先日捕縛した、ヨーウィーだ。豪州に送そう還かんされるまで青梅の特遺研で保ほ護ごされていたのだが……』

「想像は付きますよ、暴れ出したんでしょ？」

『……君は、予知能力でも持っているのか？』

　太一朗がはっとする気配を感じた。

「ただの推理です。今、赤川さんはどこに？」

『葛か西さい橋通りから永えい代たい通りに入った所だ。隊の一部は高橋の監かん視しと護ご送そうに、私と本隊は青梅に向かうが、時間はだいぶかかるだろう……』

「そうですか……六課への出動要請は、どこからですか？」

　優樹にとって、それは重要な問題であった。緊きん急きゆう捕縛部隊や警けい視し庁ちよう、特遺生物管理委員会なら、まだ安心できる。

『当の研究所からだ』

　優ゆう樹きの不安は的中した。この事件に研究所が関かかわっていることに気が付いてから、いつか直接乗り込む必要があるとは思っていた。

　逃げる、という選せん択たく肢しもないことはない。だがその選択は、さらなる災いになって返ってくる。

　二十年前に優樹が逃げ出した禍根。

　今、それを断たなければならない。

「すぐ行きます。私の方が早いですから、赤あか川がわさんが来る頃ころには解決しておきますよ」

『無理はするな。高たか橋はしと研究所の共きよう謀ぼうは判明したが、どのレベルまで彼らがこの件に関わっているかは不明だ。考えたくはないが、もし……』

「大丈夫ですって」

　その口調に動揺はない。だが赤川は、優樹があまり本音を表に出さない人物であることを知っている。

『巡査部長……そこに山やま崎ざき巡査はいるか？』

「ええ、代わりましょう」

　音量を元通りにしてから太た一いち朗ろうに電話を渡し、十メートルほど離れる。

「山崎です」

『山崎。スタングレネードを市民に投とう擲てきする馬ば鹿かがどこにいる？』

「申し訳ありません。自分が浅せん慮りよでした」

　赤川は、太一朗が少しだが成長した気がした。彼は自分が取った行動を否定されて、素直に謝あやまるような人間ではなかった。

「隊長、自分は一つ疑問に思うようになりました」

　太一朗は、離れた所にいる優樹に視線を走らせた。彼女は自分の右手をじっと見つめている。

「自分は、緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊に所属していることを誇りに思っています。怪あやかしの捕縛を行うことに、迷いを抱いてもいません」

『どうした、山崎？』

「自分たちは、なぜ片かた倉くら巡査部長を疎外しているのでしょう？　彼女は、決して恐るべき怪ではありません。自分たちが手を携えてこそ、東京都の平和を怪から……それ以上に人間の犯罪者から守ることができます」

　大きな心境の変化であった。怪の事件介入をあれほど嫌きらった太一朗がこんなことを言い出すとは、赤川も想像できなかった。優樹と一週間行動を共にしただけで、あれだけ頑がん固こな男が持論を翻ひるがえしている。

　七年前の自分を、赤川は思い出した。全怪の捕殺を掲げ、捜査六課の甲種を徹てつ底てい的な法の監かん視し下かに置くことを主張し続けた狂信的な自分を変えたのは、優樹だった。

　優ゆう樹きは赤あか川がわを説得したり、力に物を言わせたりはしなかった。それでも赤川は、自分の考え方が優樹によって変わっていくのを知った。現在赤川は、警けい察さつ内部で唯一の優樹の理解者だ。

　優樹はやはり〝カリスマ〟めいたものを持っているのだ。確信せずにはいられない赤川である。

『それは今度話し合おう。今、しなければならないことは……』

「片かた倉くら巡査部長の支援、ですね」

『その通りだ。巡査部長に緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊にどれだけの戦せん闘とう力があるか、知ってもらう必要がある。お前にあれだけの装備品持ち出しを許可したのは、市街戦をさせるためではない』

「はい！　了解しました！」

　電話は赤川の方から切れた。

「じゃ、行こうか」

　優樹が近付いてきた。会話の内容を追及するほどの好奇心はない。

「はい、片倉さん！」

　そして二人は走り出す。




　高たか橋はしは捕縛専用特殊ワイヤー綱で拘束され、パトカーの後部座席に転がされていた。見張りは誰だれもいない。応急処置も施されていない。この傷では動けるはずがないし、死んだところで構かまわないというのが警察官たちの総意であった。誰も彼には近付きたがらなかった。

　高橋の心には、変わらない優樹だけへの殺意があった。どうせ、自分が殺されることはないのだ。ならば一生奴やつを憎み続けて、いつか復ふく讐しゆうしてやる。

　それだけが、高橋の〝生きたい〟理由となっていた。

「失礼しますよ、高橋くん」

　突然の声に、高橋は痛む体に鞭むちを打って運転席に視線を向けた。男の後頭部が見える。ドアを開ける音はしなかったし、先ほどまで気配一つなかったはずなのに。

「……誰だ、貴様」

「人としての名は浦うら木き良よし隆たか。日本国内閣総理大臣直属、特別高等治安維持局に所属する者です。〝特高〟と略されることもありますが、戦中の特別高等警察とはなんの関かかわりもないので、あらかじめご了承ください。このような部署があることは、日本国民はもちろん政府内にも知る者はありませんが。いわゆる秘密結社ですね」

　静かで、抑揚のない声だった。その態度は慇いん懃ぎん無ぶ礼れいである。

「国の税金で食ってるんだろ？　国民の皆様に申し訳ないと思わないのか？」

　高橋の皮肉めいた言葉にも、浦木は笑みを絶やさずに答える。その笑顔は高橋の位置からは見えない。

「我々は、国家から給料を貰もらっていません。皆、とある方への忠誠心と一つの目標のために、日々尽力しています」

　高たか橋はしはこの男を不気味に思った。何を言いたいのかさっぱりわからない。

「ああ、私が秘密をべらべらと喋しやべっているのが不思議なのですね？　これはあなた方人間の言うところの、『冥めい土どの土産みやげに教えてやろう』という奴やつです。しかし、実はこれは本来の使われ方とは違うのです。本当の意味は……」

「ごちゃごちゃうるさいぞ、貴様……」

　高橋はもがいたが、傷とワイヤーのせいで思うように動けない。

「せっかちな人ですね。あなたの生きる時間を少しだけ長くしてあげようという、私の思いやりなのに」

　直後、高橋の右肩の付け根から腕がぽとりと落ちた。浦うら木きは微動だにしない。痛みに悲鳴を上げようとした高橋は、声が出ないことに気が付いた。

「できることなら骨を潰つぶして、内臓を全部引き摺ずり出して、舌と歯を抜いて、眼球取り出して、脳を割って苦しませて死なせたかったのですが、私も忙しい身なのでそこまでやっている暇はありません。返り血でスーツが汚れてしまうのも困りますから」

　多くの人間たちを殺してきた高橋でさえ、浦木の口調には身を震ふるわせた。全く平然と語るその口ぶりに、空恐ろしいものを感じる。

「ふむ、他人の死はどうでもよいが、自分が死ぬのは怖いようですね。生き物としては当たり前ですが」

　声を出そうとしても、口が動くだけである。

「悲鳴がうるさいので、声が出ないようにしたのですが……喋りたいならどうぞ」

「……貴様、何だ！」

　先ほどまでは痺しびれたように喉のどが動かなかったが、突然声が戻ってきた。

「先刻名乗ったばかりではないですか。ああ、なぜ自分が殺されるのか、聞きたいのですか？　一、生きたあなたに研究価値がなくなったこと。二、あなたが日本国にとって抹まつ殺さつすべき危険人物であること。三、個人的見解ではありますが、あの方の肉体、精神双方を傷付けたこと。私個人としては、三番の比重が大きいのですが……」

　浦木の弁舌は巧みかつさわやかで、まるでスピーチのようだ。

「しかし、何と言っても許せないのは」

　ほんの少し、声のトーンが下がる。本当に些さ細さいな違いだったため、高橋は気が付かない。

「あのお方を食べたことです。私でさえ、食べたことがないというのに。……許せませんね」

　笑い声が聞こえたわけではない。その表情も見えない。だが高橋は、なぜか浦木が笑っているのがわかった。

「あなたの胃から取り出したいくらいですが、もう消化していますね。あの方が、あなたの栄えい養ようになってしまった。悲しいことです」

　ゆっくりと首を振る。

「どんな味がするのでしょうね、あの方は？　いや、あなたに感想を聞きたいわけではありません。自問自答です。あの方を食べたいと思っているわけでもありませんよ。食人はやめましたから。ああ、あの方は『人』ではなかった。でも食べませんよ」

　高たか橋はしは生涯で最大にして最後の恐怖を味わっていた。この男は、自分と比べても異質過ぎる。

「だいたい人の肉を食べるなら、あなたが殺してきた人間たちを食べればよかったんです。骨も肉も内臓も残さなければ、それは殺人ではなく行方不明で終わるんですよ。現在でも人間を捕食している怪あやかしは、皆そうしています。世間の目というのを気にしてもらわないと、我々が迷惑するのですよ」

「……よく喋しやべる男だ……」

　それは高橋の、精一杯の虚勢だった。そうでもしなければ、この男に対する恐怖に押し潰つぶされてしまうからだ。それが無意味な行動であることに、高橋はまだ気が付いていなかった。

「私は死にゆく〝人間〟には親切なのですよ。では、そろそろ死んでください」

　その言葉と同時に、高橋の心臓は止まった。彼自身は永久に知ることはなかったが、不可視の力が心臓を圧迫していたのだ。血液の循じゆん環かんが止まる。呼吸ができなくなる。

　それでも、高橋はすぐには死ななかった。強過ぎる生命力が死を先送りにし、彼の苦痛を長引かせていた。

「やはり、心臓が止まったくらいでは死にませんね……。では、死ぬまで止めておきましょう」

　一分、二分、三分……その間、高橋はのたうち続けた。ワイヤーが体に食い込む。眼球が飛び出すほど目を見開き、涎よだれを垂らし、傷口から血を流し、唸うなり続ける。叫ぼうにも、喉のどが動かない。

　死にたくない。死にたくない。

　死にたくない！

　彼の聞き取れない悲鳴を浦うら木きは理解し、そして笑顔で言い放った。

「今さら遅いのですよ」

　高橋幸こう児じはその言葉を聞きながら、絶命した。あまりにもあっけない最期であった。

　殺害人数二十三人、二十一世紀日本を代表する殺人鬼は謎なぞの死を遂げた。その遺い体たいは教育科学技術省付属の研究機関をたらい回しにされ、解剖の極みを経験することになる。
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　片かた倉くら優ゆう樹きと山やま崎ざき太た一いち朗ろうは渋しぶ谷や警けい察さつでパトカーを一台借り、サイレンを鳴らしパトランプを明滅させながら青梅おうめに向かっていた。電車を使う予定だったが、時間短たん縮しゆくのために車を使用することとなったのだ。免許を持っていない優樹が助手席に座り、太一朗がハンドルを握っている。優樹は寝てはいないが目を閉じている。怪け我がを負い、急激に力を使い過ぎた今、優樹の疲労はピークに達していた。それでも、彼女は陽気に喋しやべり続けていた。

　誰だれであろうと、他人に弱みを見せたくなかった。

「……と、まあ、捜査六課の歴史は短いんだねえ、これが」

「片倉さん……少し仮眠を取ったらどうですか？　飛ばしてはいますが、十分二十分では着きませんから」

「ん？　ああ……眠れないんだよ」

　傷が痛くて眠るどころではないのだ。怪あやかしは体内に入った薬物や病原菌に対して完かん璧ぺきな免疫を持つことができる。一度目には効果を現すが、二度は効かない。麻酔や鎮ちん痛つう剤の類たぐいは優樹には効果がないのだ。だからこそ痛覚の遮しや断だんという技を身に付けたのだが、今はそれも役には立たなかった。神経系統の疲労で、痛覚遮断のために集中できない。

「……片倉さんは、高たか橋はしに同情しているんですか？」

　太一朗は先刻から聞いてみたかったことを口にした。

「同情……か。たぶん、ね。あたしだって環かん境きようが悪ければ、ああいう風になってもおかしくはないから」

「片倉さんは、そんなことはありません」

　あまりにも強く断言する太一朗に、優樹は笑ってしまった。

「君は、本当にいい人だね。人間なのに」

「……人間は悪なのですか？　片倉さんにとって」

　優樹の言葉に人間に対する批判的な意思が潜ひそんでいることが、この一週間に何回かあった。

「あたしを嫌きらう人を悪だなんて、決め付けたりはしないよ。人は未知の存在を恐れる。当たり前だよ。君は常識の範はん疇ちゆうでは変だね」

　目を閉じたまま答える。その顔には多量の汗が滲にじんでいた。余計な水分の消費は避さけたいのだが、神経が命令を伝達してくれない。

「……別におかしくてもかまいません」

　仏頂面の太一朗は運転に集中していたので、優樹の顔を見ていなかった。

「けなしたわけじゃないよ。君みたいな人がいてくれるのは、嬉うれしいから」

「ありがとうございます」

　優ゆう樹きの言葉に謝しや辞じを示す。しかし、その後に続いた台詞せりふは意外なものだった。

「人の善悪なんて、あたしにはどうでもいいことだよ……人間が怖くなったけどね」

　それは、優樹が初めて他人に吐と露ろした本音だった。

「人間が……怖い？」

　優樹は銃器が怖いと言った。それは太た一いち朗ろうも納得できた。だが、彼女が『人間』を怖いというのはわからない。人間をはるかに凌しのぐ能力を持つ優樹が、なぜ人を恐れる必要があるのか。

「君は、努力で怪あやかしに勝てるって言ったね」

「……はい」

　その思いに今も偽りはない。

　優樹は、高たか橋はしの使っていたナイフを取り出してみせる。

「これは神銀鋼ミステイツクメタルで作られたナイフだよ」

　神銀鋼とは、鉄や銀などをベースにいくつかの希少金属レアメタルや非金属元素を結合させた合金である。素材は超高純度化され、結晶粒度五マイクロメートル以下という超微細化されたスーパーメタルだ。強度や腐食耐性などは、現存する金属を凌りよう駕がしている。しかしその莫ばく大だいな開発コストと複雑な精製手順、加工の難しさにより、大量生産や実用化などとは無む縁えんの金属である。

「訓練を受けてうまく使えば、人間だって怪の骨くらい切断できる。これ一本であたしの三か月分のお給料が軽く消える、とんでもない代物なの……。前世紀までは、こんな金属でナイフなんか作らなかった。でも、今はある。怪を殺すためだけに」

　怪さえも征服し殺そうとする人間が、優樹は恐ろしい。〝人類のため〟という名目で、怪を捕まえて実験体にする人間が恐ろしい。同種の血が流れている高橋を、なんの迷いもなく撃うち殺そうとする人間が恐ろしい。

　優樹は、自分を怖がらない人間を欲していたはずだった。今、自分の横にいる青年は微み塵じんの恐怖も感じていない。

　だがその太一朗こそが、優樹を怯おびえさせる原因になっていた。

　彼が代よ々よ木ぎ公園で高橋を撃った時、その銃弾は眼球を狙ねらっていた。それが怪を殺すもっとも有効な手法だからだ。優樹の右目はその手法で失われた。

　人の限界を知ろうとせず、怪の力を知りながら怯ひるむことはなく、退ひくことを知らない山やま崎ざき太一朗という〝人間〟に、優樹は怖おじ気立った。同時に彼の存在が優樹の心を支えてもいたのだ。

　この相反する自らの感情に、優樹は少し戸惑っていた。外面の感情はいくらでも制御することができたが、内面はそうもいかない。

　黙だまり込んだ優樹を、太一朗は横目で見た。その顔に先ほどまでの大量の汗はなく、ただいつもと変わらない優樹がいた。

「自分は……」

　こんな時、何を言えばいいのだろう。人間である太た一いち朗ろうにはわからなかった。




　吉よし野の街道をだいぶ外れ青梅おうめ市でも日ひの出で町にほど近い、一般市民が住めない辺へん鄙ぴな場所に特異遺い伝でん因子研究所はある。そこへと至る唯一の道路では検問が行われていた。

「特遺研の状況はどうなっているんですか？」

　太一朗は自分の身分を示し、警けい官かんに聞いてみた。その間、優ゆう樹きは微動だにしない。

「向こうの情報は何も入ってこないんです。ＥＡＴと六課の到着待ちです」

「……羽はね田だとは事情が違う。あそこで何かあったら、ＥＡＴと六課しか介入できない」

　優樹が目を閉じたまま答える。声の主を確認した若い警官は一歩下がった。

「白髪頭……！」

　小さいが、そう呟つぶやいた警官の声を太一朗は聞いた。

「……お気を付けて」

　それが、その警官の精一杯の礼れい儀ぎだった。

　検問を通り過ぎると、山道が延々と続いていた。道は舗ほ装そうされてはいるが、一歩踏み外せば深く暗い森が広がっている。こんな交通の便が悪い場所に、なぜ政府の機関があるのか。太一朗は不可解に思う。

　やがて、山の一部を切り崩して造られた地上五階の建物が見えてきた。一度見たことはあるはずだが、夜中だとひどく雰囲気が異なって感じられる。その時、太一朗はこの場所にこの建物がある理由を理解したような気がした。万が一の事態に備えて、都心ではなく人がいない場所に建てたのだ。陸の孤島である。そして、現に万が一の事態がこの中で起こっている。

　太一朗は正門前で車を止めた。十メートル近い高さの鋼こう鉄てつ壁へきがぐるりと周りを囲み、その門は固く閉ざされている。内部にいる怪あやかしを一歩たりとも外に出すことを許さないこの研究所から、脱走することは事実上不可能であった。

　優樹はそのことを、身をもって知っていた。

「……静か、ですね」

　この中であのヨーウィーが暴れているというのに、耳が痛いほどの静けさだ。聞こえるのは車のエンジン音くらいである。

「ここの防音は凄すごいから。何があっても、誰だれにも聞こえないよ……誰にもね」

　突然、門が音を立ててのろのろと開いた。

「ああ、あそこにカメラがあるんだよ」

　優樹が門の上を指し示す。太一朗が見ると、監かん視しカメラがじっと睨にらみ付けていた。思わず手を振ってしまう。

「何やってんの？」

「いや、つい……」

　門は、非常にゆっくりと重々しく開いていく。車が入れられるほどに開くまで、三十秒はかかった。

（地獄門みたいだ）

　つい後部座席の武装を確認してしまう。パトカーを敷しき地ち内に入れると、また門がゆっくりと閉まっていくのがバックミラーに映った。気持ちを顔には出さなかったが、体は正直に表現した。汗が吹き出し、足が震ふるえる。そんな太た一いち朗ろうを、優ゆう樹きが見た。

「ここから先は、とても危険だよ。でも……できれば付いてきてくれると嬉うれしい」

「はい、もちろんです！」

　自分は信頼されている。それだけで、勇気が心の底からわいてくる。

　それは優樹も同様であった。彼女は勇敢で臆おく病びようとは無む縁えんな怪あやかしだが、ここに一人で乗り込むことは避さけたかった。もし太一朗がいなければ、優樹はＥＡＴが到着するまで正門前に立ち続けていただろう。

　それは、過去から逃げることだ。優樹は、逃げていい時とそうでない時をわきまえている。

　今は、逃げてはいけない時だ。

　研究所はすぐに見えてきた。その玄関前には、三人の武装した人間が立っている。ＥＡＴの防ぼう護ご服と似たＮＢＣ戦用防護服を着て、手には自動小銃が携えられていた。

「防護服はわかりますが、何で一研究所の警けい備び員がＭ１６Ａ２……前のとは言え米陸軍採用の自動小銃なんか持っているんですか。ＥＡＴにだってあんなものはありませんよ」

　太一朗が知る限り、現行の警察組織で自動小銃を使用しているのは特殊急きゆう襲しゆう部隊だけだ。

「ここは場所が場所だからね……警備員も警察や自衛隊のＯＢが多いし。でも、昔からあんなもんだよ」

　緊きん張ちようしていた太一朗は、『昔』という言葉を聞き逃していた。

　二人はゆっくりとパトカーから降りた。太一朗は後部座席の武装を持つ。

「ご苦労様です」

　マスクの下から、聞き取りづらい声が漏れた。マスクとゴーグルによる完全気密だ。顔はわからない。

「一般研究員の退たい避ひは完了しています。現在所内に残っているのは所長と警備員、合わせて二十六名。目標は地下三階の実験場で暴れています。出入り口は閉へい鎖さしてありますが、目標の力は我々の想像を超えています」

「実験場……あそこは何もないだだっ広い部屋でしたね。でも強度は核シェルター並み。……そちらの被害は？」

「よくご存じで。被害は幸いにもありません」

「……なるほど……。暴走の原因は？」

「不明です」

　そんな会話をする二人を横目で見ながら、太た一いち朗ろうは黙もく々もくと武装を始めた。ここでは武器を隠す必要はない。邪じや魔まなコートを車に放り込み、マスクを二つ用意して散弾銃と擲てき弾だん発射機の布を取り去る。

　一つ、彼には気になることがあった。高たか橋はしと特とく遺い研けんが手を組んでいたことである。彼らは研究員だった。目の前にいる彼らは警けい備び員である。両者の雇い主は一致しているが、いったいどこまで彼らを信用していいのだろうか。

「山やま崎ざきくん、ランチャーには照明弾をお願い。催涙弾も用意はしといて。スタンは耳に痛いからやめてほしい」

　そう言いながら、コートを脱いで丁寧にたたむとパトカーの座席に置く。

　太一朗は軽く頭を叩たたいた。頭を使うことは優ゆう樹きに任せておこう。自分が考えていることに、優樹が思い至らぬわけがない。

　だから、太一朗は何も言わなかった。

「じゃ、行きますか」

　警備員三人の先せん導どうで、優樹と太一朗は所内に入った。

　白く長い廊下と塵ちりも汚れもない清せい潔けつさが、どこか病院を連想させる。しかし窓がなく、圧迫感のある場所でもあった。それに輪をかけて、人気のなさが不気味だ。五人の足音と蛍けい光こう灯とうが照らした光が落とす影だけが、生き物の存在を主張していた。

　その間に会話はない。彼女と彼らは終始無言であった。廊下でも、エレベーター内でも。

　ただエレベーターから降りた時、優樹が不意に疑問を口にした。

「あと二十三人の警備員さんたちはどこにいるんですか？」

「別室で待機中です。我々の手におえる事態ではありませんので」

「……賢けん明めいな判断力で」

　会話はそれだけだった。

　そして最下層の行き止まりに巨大な扉とびらが現れる。高さ五メートル、横幅八メートルはあるだろう。扉の前にはやや広めの空間がある。完全な機械制御の扉で人力で開けられるようには造られていない。横のパネルによってのみ、開閉が可能だという。

「じゃ、開けてください。山崎くんはドアの外で待機、室外から援えん護ご射しや撃げきを。最初は照明弾よろしく。あとの判断は君に。万が一の時はＥＡＴ本隊到着を待つように」

「了解しました、片かた倉くら巡査部長」

　太一朗は、もう余計なことは言わなかった。防護マスクを着けた優樹が扉の正面に立ち、太一朗は照明弾をセットする。脇わきにショットガンを置き、すぐに使用できるようにしておく。警備員二人が太一朗の後ろで自動小銃を構かまえているのを、優樹は見た。

（やっぱりそうなんだ……）

　だが、もう遅い。

　扉とびらがゆっくりと開いていく。細身の人間が一人入れるほどの隙すき間まができた時、凄すさまじい咆ほう哮こうと共にあのヨーウィーが突進してくるのが見えた。優ゆう樹きは体を滑らせて中に入る。

　その隙間に向けて太た一いち朗ろうが擲てき弾だん発射機の狙ねらいを定めた時、ドアは開いた時とは打って変わった速度で閉まっていた。

「なぜだ！」

　太一朗がパネルを操そう作さしている警けい備び員に怒鳴ると同時に、自動小銃が頭部に突き付けられた。背後から多人数が駆けてくる音が聞こえる。同じ装備をした警備員が二十人ほど現れ、太一朗を無視して作業に取りかかった。もちろん、太一朗の監かん視しがおろそかになったわけではなく、相変わらず銃口が向けられていた。

「どういうことだ、これは！　早くもう一回開けろ！」

　叫ぶ太一朗をよそに、警備員たちは静かだ。

「モニターの準備を」

　それと同時に、ドアの上部に設置されていたモニターの画面に内部の様子が映る。画像は少々荒いが、優樹がヨーウィーの体当たりを受けて吹き飛ぶ様子が見えた。

「早く開けろ！　お前ら公務執行妨害で逮捕するぞ！」

　銃声が響ひびいた。太一朗の右ふくらはぎを弾丸が貫通していった。焼け付く痛み。血が流れていく。しゃがみはしたが悲鳴は上げずに、周囲の連中を睨にらみ付けた。

「片かた倉くらさん……！」

「ダブルファースト捕ほ獲かくの瞬しゆん間かんを私も見たい。前に出してくれないかね」

　朗々とした声が狭い空間に響く。警備員が道を空け、そこを通って歩いてきた男の顔を太一朗は見たことがあった。

　特異遺い伝でん因子研究者として高名な、横よこ田た明あき弘ひろ博士だ。この研究所の所長でもある。武装した警備員たちに囲まれて、研究者らしく白衣を纏まとっている彼の姿は大変目立つ。年ねん齢れいは五十歳前後だと太一朗は記き憶おくしていた。中肉中背で、髪をオールバックにしている。その顔立ちは細く、頰ほおがこけ目は窪くぼんだ様子は不健康を具現化しているようにも見えた。だがその眼鏡めがねの奥に隠された眼光は鋭するどく険しかった。

「君が山やま崎ざきくんだね。……いろいろと不確定要素ではあったが、君に感かん謝しやすべきかもしれないな。セカンドの回収に失敗したのは君のせいだがね」

「……何のことだ」

　権威ある研究者なのは知っている。だが、太一朗ははっきりと認識した。こいつは敵だ。

「安心したまえ、殺しはしない。君はよくやってくれたよ。あの用心深いファーストがのこのことやってきたのは、君のおかげだよ。……見なさい、ダブルファーストの強さを。セカンドとは比べるべくもない、進化し続ける究極の生命体！　私の理想とするバイオマテリアルであり人類の貴重な資源だ！」

「あんたが何を言っているかわからないが……あんたのしようとしてることは間違ってる」

　彼は、優ゆう樹きを捕ほ獲かくしようとしている。それだけは太た一いち朗ろうにも理解できた。下から睨にらみ付ける。銃の先端が太一朗を小突いた。

「言わせておきなさい、彼は切り札だからな。生きていてこそ、価値がある」

「……なら言ってやる。あんたは片かた倉くらさんを何だと思ってるんだ？」

「理解力が足りないな。もう言ったではないか？　ファーストはこの事態を予測していたぞ。さすがはシームルグの弟子といったところか」

　シームルグ。その名は優樹から聞いたことがあった。かつての捜査六課の一員で、彼に色々なことを教えてもらったそうだ。

「片倉さんは、実験動物じゃない。人間だ！」

　叫んだ太一朗を、横よこ田たは一笑に伏した。

「馬ば鹿かなことを言ってはいけない、あれのどこが人間だ？」

「あんたなんかに、片倉さんのことはわからないさ」

　この一週間で、優樹の存在が心の中で大きくなっていくのがわかった。いつも、内心で彼女のことを考えていた。

「……片倉さんは素晴らしい人だ」

　そうだ。俺おれはあの人を尊敬している。

「私も認めよう、あれは素晴らしい。その素晴らしさを君にも見せてあげよう」

　横田はポケットから大きな容器を取り出した。その透き通ったガラスの中に入っているものを見て、太一朗は足の痛みを忘れた。

　それは人体模型でしか見たことのない形をしていた。実物を見る機会など、滅めつ多たにないもの。

　心臓だ。その小ささで幼児のものであることが容易に想像できる。だが何より戦せん慄りつすべきは、その小さな心臓が動いていることだった。生きることに執着しているかのように収しゆう縮しゆくを続けている。

「これの持ち主を君は知っている」

　太一朗が思い当たったのは、彼が知るダブルブリッド。

「片倉さん……？　まさか！　心臓がなくて……」

「臓器再生！　あれは新たな心臓が再生されるまで生き続けたのだ！　これがどれほど素晴らしいことか、いくら頭の悪い君でもわかるだろう？」

　臓器を摘出しても死ぬことなく、再生を続ける。

　二十世紀末に臓器移植に関する法律が施行されたが、いまだ受容者レシピエントに比べて供与者ドナーの数は圧倒的に少ない。死後であっても、自分の体から臓器を摘出されるのを嫌きらう日本人は少なくない。本人の希望があっても、遺い族ぞくが反対するケースも多い。たとえ合意が得られたとしても、輸送に時間がかかり過ぎて臓器の質が落ち、移植が不可能になってしまうこともある。違法であるはずの臓器売買は、日本だけでなく世界各国で行われており社会問題に発展している。それほどまでに、臓器を必要としている人間は多いのだ。

「片かた倉くらさんの内臓を売る気か……！」

「売るわけではないよ。拒絶反応の危険が大きいから改良の必要があるな。あれにはヒト遺い伝でん子しがあるから、通常の怪あやかしよりはるかに適応しやすい！　内臓だけではない、人工皮ひ膚ふ、人工骨、人工血管……それらの材料研究にも最適だ！　あの免疫機能を解明すれば、がんやエイズの治ち療りようも……」

　どん、という音と共に建物全体が揺れた。音の発信源は閉ざされたドアの向こう側である。ほんの少しだが、扉とびらが歪ゆがんだ。

「所長、モニターを！」

　警けい備び員が叫んだ。横よこ田たの話に鳥とり肌はだが立っていた太た一いち朗ろうも、モニターを見上げる。そこには扉の前に立つ優ゆう樹きの姿があった。そこにヨーウィーが襲おそいかかる。

「片倉さん！」

　聞こえるはずのない叫びを太一朗が上げた時、優樹は軽やかに跳ちよう躍やくしてその体当たりを躱かわした。ヨーウィーは勢い余ってドアに激突し、またドアがへこむ。

「逃げ出すことを考えたか……それとも君を助けようとしているのか」

　横田はパネルの横にあるマイクを取った。

「ダブルファースト、出られるのは特遺生物を殺した時だ。これ以上その生物にドアへの攻こう撃げきを仕向けさせた場合、山やま崎ざき巡査の命は保障しない」




　学校の体育館ほどの広さがある何もない空間だった。照明だけがやけに明るく、優樹とヨーウィーの影を長く床に落としていた。白い壁かべと床が目に染みる。

　横田の声は優樹に届いていた。二十年前であろうと、あの手術に立ち会った人間を一人たりとも忘れたことはない。

　忘れたくとも、忘れられない。

　優樹を現実に引き戻したのは右手の痛みだった。巻き直した包帯がまたほどけている。手首から先は、もはや何も感じない。動かすこともできない。そこだけ神経が断絶している。

　ヨーウィーの唸うなり声が優樹の鼓膜を震ふるわせる。羽はね田だの時とは全く違う、殺意と闘とう志し、狂気に燃えた眼球が見つめていた。彼の体からは、種類はわからないが大量の薬物臭がする。それらが彼の精神を著しく不安定に、好戦的にさせているのだ。時間が経たてば正気に戻るだろうが、何分、何時間かかるかは予測できない。

　ヨーウィーが姿勢を低くして優樹めがけて突進してきた。優樹にとって幸いだったのは、彼の行動がひどく単純なことだった。先読みがしやすい。

　彼の攻こう撃げきを躱かわし続ければいい。ＥＡＴが到着するまでの辛抱だ。そう考えた時である。

『警けい告こくしておくが、時間稼かせぎは山やま崎ざきくんのためにならんぞ。もう足に銃創ができてしまった。次は腕を撃うたせようか？』

　あの男は噓うそをつかない。人が簡単に人を殺せることは経験済みだ。

　左手でぎこちなく警棒を抜いて身み構がまえる。ヨーウィーを、短期間で戦せん闘とう不能にしなければならない。

（できるのか……この体で？）

　よぎった考えをすぐに否定する。しなければならないのだ。

　ヨーウィーの体当たりを半歩身を捻ひねって躱し、すぐさまカウンターで顎あごを殴る。

　左腕全体に激痛が走り、特殊警棒はあっさりと折れた。ヨーウィーは殴られた衝しよう撃げきにも全くよろめかず、体勢を崩した優ゆう樹きに前脚を振り下ろす。

　避よけ切れない。

　防ぼう護ごマスクから抗弾ベストまでが真っ二つになって落ちた。右目と額ひたいに巻いた包帯が切れて床に散らばっていく。少しでも退ひくのが遅れていたら、脳天を直撃していただろう。

　手元に残った警棒を捨て素早く前に踏み出し、掌しよう底ていを使ってもう一度彼の顎を打ち上げた。太一朗に言われたように手首の力を利かせてみる。同時に筋力増幅ブースト。

　倍増した腕力で打たれたヨーウィーの体が、三十センチほど宙に浮く。骨が折れる手て応ごたえがあった。

　折れたのは、優樹の左手首だった。反らせた手首が不自然な方向に曲がっている。力を上昇させたところで、骨の強度が増すわけではないのだ。折れた骨が皮ひ膚ふを突き破って、その姿を見せている。自分の骨など、何度も見たくないものだ。

　まだ原形をとどめている左腕の中で、血管が内出血を始めていた。皮膚がどす黒い変色を起こしている。無理やりに筋量を増やしている副作用だ。やがて外出血に至るだろう。

　もう残された手段はわずかしかない。今日、三回目の神経融合ブレイク。痛みを抑え込んで集中を持続させる。これが限界だ。神経が壊こわれてしまう。

　ヨーウィーの右前脚を、右腕と手首の折れた左腕で抱えた。まだまともに動く部分を使って、満身の力を込める。ぐぉきりと奇怪な音を立てて、緑色の体液を撒まき散らしながらあり得ない方向に曲がっていった。全身に返り血を浴びる。頑がん丈じような外骨格も、優樹の全力には耐えられなかった。

　だが、優樹の右手も落ちていった。出血はさしてないが、空気に晒さらされた切断面の痛みが激しくなる。ここで集中が途切れれば終わりだ。優樹も、太た一いち朗ろうも。離れていこうとする末まつ[image: 梢]しようと中枢を無理やり繫つなげる。

　暴れ狂うヨーウィーの動きも、今の優樹にとってはのろく感じられた。左前脚の一撃も回かい避ひし、左手でナイフを抜き放ち彼の背中に跳び乗った。手首は動かないが、指と肘ひじ、腕そのものは、まだ動かせる。

「ごめん！」

　ナイフは神速をもって一いつ閃せんされた。太く長い尻尾しつぽが切断されて落ちる。床の上で尻尾の切れ端がのたうち回り、ヨーウィーの悲鳴が優ゆう樹きの耳と心を痛くした。

　赤と緑の血で塗ぬられた手とナイフを、優樹は見た。彼は自分の意思で優樹に襲おそいかかっているわけではない。人間のせいで故郷からはるか遠い異国の地に連れてこられ、薬物を投与されて精神を犯され、望まぬ戦いを強いられている。

　人が憎かった。

　ここまで誰だれかを憎んだことは二十年前だけだ。




「なぜ首を切断しないのだ！」

　横よこ田たがマイクに向かって叫んでいた。

　その間、太た一いち朗ろうはこの状況を打破する方法を必死に考えていた。二十人近い警けい備び員の半数はモニターを見ているが、半数は太一朗への警戒を緩ゆるめない。

　少し離れた場所に擲てき弾だん発射機と散弾銃が置かれている。その距離約十メートル。障害となる人間は多数いた。ポケットには手しゆ榴りゆう弾だんがいくつか入っている。だが投躑できたところで閉へい鎖さ空間では自分も影えい響きようを受ける。太一朗のマスクは外されているが、警備員は気密服を着用している。被害は太一朗の方が大きい。それゆえに武装解除をろくにしないのだろう。彼らの油断にやや感かん謝しやした。ベレッタもホルスターに入ったままだ。

　抜き撃うちで横田を撃つことはできそうだ。だが間違いなく、自分も周囲の連中に撃たれる。それでも太一朗は決心を固めつつあった。優樹を実験動物にしようとする横田に、高たか橋はし以上に憎悪を覚えた。

「おお……ファーストが……！」

　太一朗はモニターを見た。優樹の足下にヨーウィーの巨体が転がっていた。六本脚のうち四本が捩ねじ曲がり、尻尾を失っている。それでも闘とう志しを失わずにのたうち続けていたが、もう動くことは不可能だった。

「見事としか言いようがないな……扉とびらの前まで歩いてきたまえ」

　横田がマイクをオフにする。

「ホローポイント弾、高速徹てつ甲こう弾用意。開けたらすぐに撃て。連戦で消耗しているはずだ。これでもう動けなくなる」

　太一朗は両脇わきを抱えられて後方まで引き摺ずられた。人垣に阻まれ、扉もモニターも見えない。

　扉が開く音は、すぐに聞こえなくなった。一いつ斉せいに小銃が火を噴いたのだ。鼓膜を劈つんざかんばかりの銃声が太一朗を襲おそう。それでも太一朗は前方を見続けた。

　優樹が倒れていたら、玉砕する覚悟を決めた。

　この〝人でなし〟どもを叩たたきのめすことを誓った。

　優ゆう樹きが無事に現れることを心の底から祈った。

　永えい劫ごうかと思われるほどの、一方的な銃じゆう撃げきは続いた。

　そして止やんだ。床には数え切れないほどの空薬やつ莢きようが落ち、硝煙が立ち込めている。

　視界を遮さえぎられながらも、太た一いち朗ろうは前だけを見つめていた。

　それは刹せつ那な。

　一陣の風が吹いて、硝煙が二つに裂けた。

　人垣が割れた。自分を押さえ付けていた男たちが吹っ飛ばされるのが見えた。

　気が付くと、優樹の背中に庇かばわれていた。六人ほどの男たちがマスクを割られて床に倒れている。

　たった一秒の出来事だった。

「片かた倉くらさん……！」

　数分の別れだったのに、この再会の喜びはなんだろう。心と体が震ふるえる。足の痛みなど、どうでもよかった。

「久しいな、ダブルブリッド・ファースト。二十年は長かった」

〝怪あやかし〟の強さを目まの当たりにして動揺する警けい備び員をかき分け、横よこ田たが前に進み出た。

「二度と……会いたくはなかったね……博士……」

　その呼吸は激しく乱れていた。荒い息継ぎの音が絶えない。汗が音を立てて床に落ち続けている。その両足はがくがくと震え、ナイフを握る左手が小刻みに痙けい攣れんしている。右手と顔、額ひたいの包帯は落ち、右目の空くう洞どうと額の骨が露ろ出しゆつしていた。残った左目は大きく見開かれ、虚うつろに床を見ている。口が空気を求めてだらしなく開きっ放しになり、唇くちびるの端から唾だ液えきが垂れていった。全身は緑と赤の血で汚れている。

　あまりにも無残なその姿に、太一朗の喜びが消える。

「銃弾全すべてを叩たたき落としたか……だが、動くことも辛つらいだろう。もう限界だな」

「さあ……どうだろうね……」

　優樹は一いつ旦たん口を閉じると、床に血と唾液の混じった胃液を吐いた。一度だけ辛そうに咳せき込み、何事もなかったかのように太一朗を振り返る。左目で不器用にウィンクをしてみせたが、それが虚勢であることくらい太一朗にもわかった。

「全く君はたいした生物だ……二十年前とは、まるで違う。彼がいなければ、逃げられてしまったかもしれないな」

　太一朗がいなければ、この連中を蹴け散ちらして逃げることもできたのだ。彼を見捨てれば、それも可能だった。

　優樹にはできなかった。

　太一朗がいるからこそ、優樹は戦える。彼の命と、自分の命を守るために。

　だから、優ゆう樹きは笑っていた。口調も表情も苦しげに歪ゆがんでいたが、口元にだけは不敵な笑みをたたえている。

「警けい備び員の皆さん……今のうちに武器を捨てて……投降してくれたら……嬉うれしいな……」

　表情は見えないが、警備員たちに動揺が走った。これははったりだ。わざと異様に余裕があるふりをしているのだ。太た一いち朗ろうはそう感じた。

「惑わされるな。シームルグ譲ゆずりの話術だ。満まん身しん創そう痍い、足手まといを抱えた奴やつには何もできん」

　横よこ田たが声を張り上げる。

「そうでもない……元気だよ……」

　ナイフを鞘さやに戻す。左腕の血管が破れて、血が大量に流出を始めた。筋力増幅ブーストが終われば、破裂バーストが始まる。血管の閉へい塞そくがうまくいかない。大きく深呼吸を一回して、酸素を体に取り入れる。血液と酸素の循じゆん環かんは決して円滑に行われてはいないが、呼吸と表情を通常状態に戻す。

「まあ、元気なわけだよ。そっちだって余裕かましてるけど、切羽詰まってるでしょ？　ＥＡＴが来たら、ただじゃ済まないもの」

　突然軽い調子で話し始めた優樹に、横田以外の全員がぎょっとした。呼吸も苦しそうにしていた優樹が、今は平然と喋しやべっている。

「いやー、呼吸整えるのに時間かかっちゃった。さてお話の続きでもしましょうか」

「時間稼かせぎか、ファースト。頼りにしている緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊は……」

「あてにしている在日米軍は来ませんよ、横田博士と仲間たち」

　小さなどよめきが広がっていく。余裕を見せ続けていた横田でさえ、動揺の色を隠せない。

「在日米軍……？　まさか、こいつらの裏に合衆国政府が……!?」

　太一朗が優樹を見た。表情は穏おだやかで、いつもの優樹と何も変わらない。

　ただその傷だらけの顔は、見ていて痛ましかった。

「今日……もう昨日になったかな？　政府内部の人に頼んでおいたの。首都圏内の在日米軍が動けないように、監かん視しをね」

「……なぜ、貴様が知っている」

　平静を保とうとした横田の声が甲高く上擦ずる。

（やっぱり……）

　この時、優樹の確信は百パーセントに達した。浦うら木きに頼んだのは本当だがあの時点ではまだ自信がなかった。横田の口から『なぜ』という言葉が出たことで、憶おく測そくは事実に変わったのだ。

「ヨーウィーの密輸、あれも米国だったんですね。裏を取ったらそういう事実があった……」

　これははったりだ。そんな裏は取っていない。だが日本は密輸しなければならないほど、特とく遺い生せい物ぶつには困っていない。優樹は当て推量で米国と断言したのだ。反論がないところを見ると、事実なのかもしれない。

「大阪条約……あれの批准で米国は特とく遺い生せい物ぶつ研究に本格的に着手しようと思った。でも、批准した後に正式に他国から怪あやかしを借りようとしたら、時間も見返りもえらくかかる。期待の日本国政府には断られたし。批准したら当然国連の査察も入るから、密輸だってそう簡単にできなくなる。日本は怪に関するちゃんとした法律があるから結けつ構こう査察が甘いけど、米国はそうはいかないだろうね。いくら常任理事国とはいえ、昔ほど勝手にもできない時代だ。だから、少々強引な手段を使ってでも、怪が欲しかった。……希少価値の高いダブルブリッドなら、なおさらだろうね……。そちらさんの思惑としては、弄もてあそぶのに飽きた高たか橋はしくんを利用してあたしを捕まえさせ、用済みの彼を米国に売っ払い、あたしを実験体にする……そんなところかな？」

　全員が優ゆう樹きの話に聞き入っている。これなら時間稼かせぎができそうだ。一回息をつき、横よこ田たが口を挟はさむ前に話を続ける。

「他ほかにもあったよ、そこに思い至る理由は。ホローポイント弾って、軍用は禁止だけど対テロ特殊部隊とかは使ってるでしょ」

　これは、太た一いち朗ろうの言葉にヒントを受けて調べたことだ。

「それで、この神銀鋼製ミステイツクメタルナイフだからね。こんなのを制式採用しているのは、米国特殊作戦司令部所属、特殊生物災害対応部隊ＳＢＨＲＴ以外にない。だいたい、怪に対する白兵戦用武器を造るなんて発想はあちらさんのもんだよ」

「……セカンドとは雲うん泥でいの差だな。国が君を手元に置いておきたがるわけだ」

　苦々しげに横田が顔を歪ゆがめる。

「じゃ、退路もないわけだし、降伏してもらおうかな」

「所長……！」

　警けい備び員たちがざわめいて横田の方に視線を向けている。その隙すきに、優樹は太た一いち朗ろうに小声で話しかけた。

「山やま崎ざきくん……大丈夫？」

「もちろんです……片かた倉くらさんは？」

「……実はかなりきつい。立ってるの辛つらいから、ちょっと寄っかからせて……」

　中枢からもっとも遠い末まつ[image: 梢]しよう、足先の神経から崩ほう壊かいが起こっていた。もはや痛覚も触覚もない。歩けるかどうかも、自信がない。

　太一朗は何気なく優樹の背後に立ち、そっと彼女の体を支えた。

「……ダブルファースト、確かに君はたいしたものだ。あの時から政府が君を保ほ護ごするようになったのは知っていたが、ここまでの洞どう察さつ力と政府への影えい響きよう力があるとは思わなかった」

「そいつはどうも、じゃ……」

　横田が手を挙げると、十五近い小銃が一いつ斉せいに優樹に向けられた。

「……捕まるなら、一いつ矢し報いようっていうの？」

「貴様を捕まえ、米国に亡命する……」

「この人数を？　どうやって？」

　優ゆう樹きのやや嘲あざけるような言葉に、横よこ田たが叫んだ。

「彼らは、私の理想の賛同者だ！　……この国の連中はあまりにも愚かすぎる！　貴重な格好の実験体が手中にあるというのに、好き勝手にうろつかせている！　あんな悪法を作るから……」

「貴様、それでも人間か！」

　太た一いち朗ろうの大音声が響ひびき渡った。一いつ瞬しゆん、静寂が空間を支配する。

「臓器がないなら人間のを使え！　ないならそこで諦あきらめろ！　でなきゃ、他ほかの方法を考えろ！　病気を治したいんなら、自分の頭で研究しろ！　何のために大学出て勉強したんだよ!?　片かた倉くらさんの人格を無視しやがって……！　いい加減にしろよ、馬ば鹿か野郎ども！」

　急に大声を出したので息を切らしてしまう。大勢の人間を前にして、自分の本音を叫んだのは初めてだった。

「山やま崎ざきくん……」

　太一朗を見上げる。彼の言葉と表情には、一片の作為もない。

　嬉うれしかった。他者の言葉がこんなに心に染み入ったのは久し振りだ。

「……君の妙なカリスマは怪あやかしだけではなく、赤あか川がわやそこの単細胞にも効くようだな」

　横田が一歩前進すると、警けい備び員たちが足並みを揃そろえる。

「……あなたたち、本気なんだね？」

　優樹の静かな、だが凄すご味みを多量に含んだ声が流れたが、彼らは動きを止めなかった。

「片倉さん……」

　その呼びかけに、優樹は返事をしなかった。

　これが、最後から二番目の手段だったのだ。逃亡手段がなくなったことを宣言すれば、これ以上の抵抗はないと思っていた。

　思惑は甘かった。想像していたよりはるかに人は無む謀ぼうで、その野心に上限はなかった。

　もはや、優樹にできることは一つしかない。

「ふ、ふふふふふふ……あっははははははははは！」

　突然の笑い声だった。全員がこの場違いな笑いの主を見る。

　それは、優樹の口から出た笑いだった。太一朗にもたれるのをやめ、自分の足で立っている。狂ったような哄こう笑しようだ。その笑いは二十秒近く続き、太一朗以外の人間は薄うす気味悪そうに優樹を見た。歩みが止まってしまう。

　だが太一朗だけは見た。天井を仰ぐ優樹の左目から涙がひとすじだけ零こぼれたことを。

　その瞳ひとみの色が赤に染まっているのを。

「……ここまで追い込まれたのはあああ！　二十年ぶりだあああ！」

　叫び声が余よ韻いんを残して消えていく。先ほどまで冷静だった優樹とはまるで違う。その狂乱ぶりに、戦せん慄りつが周囲に走った。

　とてもはったりには見えなかった。

　極度の疲労と怒りが、精神の安定を失わせてしまったのだろうか。

「やっぱり人間ってのは本当に怖い……目的のためには手段選ばないし……さすが〝霊れい長ちよう〟、自分たちのためなら何でもする……」

　一回息をつくと、突然太た一いち朗ろうを振り返る。

「山やま崎ざきくん……！　彼らを見ておきなさい……悪いことやってるなんてこれっぽっちも考えちゃあいない……あたしをばらせば、医学だの生物学だのにめちゃくちゃ貢献するからねえ……人類のため！　法律だろうと何だろうと、大義名分があれば無視できる……。罪悪感、恥と外聞気にしなけりゃ、ほんと、人間は何でもできる……同族だって殺せちゃうんだからねえ………！」

　嘲ちよう笑しようが混じるその言葉の中に、自分への教訓が含まれていることを知った。

　服務規定に違反した。街中で怒りにまかせて手しゆ榴りゆう弾だんを投げた。命令を無視して高たか橋はしを撃うち殺そうとした。それは全すべて自分の〝信念〟によるものだった。罪悪感を持ったことなどない。

　なぜ、優ゆう樹きはこんなことを言い出すのだろう。

「……知っているぞファースト、君の切り札を。二十年前と同じだ。……だが君にはできないはずだ。あの時とは違う。この場にいるのは、君と私たちだけではない……彼がいるのだ！」

　横よこ田たが太一朗を指差した。

「できるのか、君に！……惑わされるな、奴やつは狂ったふりをして、我々を油断させようとしているのだ！　奴を捕ほ獲かくすれば、我々、そして人類の偉大な未来が約束される！」

　後半は、警けい備び員たちに向けられた台詞せりふだった。それでも、警備員たちから動揺は消えない。

　隻眼で右手のない、疲弊した血塗まみれの白髪頭の奇異な行動は、この場に畏い怖ふと戸惑い、そして鬼気を撒まき散らした。

「今のうちに言っておくよ……山崎くん……」

　打って変わって、小さく静かな声で優樹が囁ささやいた。太一朗は横田の言葉の意味を考えていたが、その声にはっとした。

「君と過ごしたこの……八日間はとても楽しかった……本当に。君は人間の誇りに凝こり固まってはいるけど、それがまだいい方向へ進んでいる……これからもそうやって生きなさい。もう少し思し慮りよ深くなった方がいいけどね……」

　それは別れの言葉だった。

「何を言ってるんですか、まるで死ぬみたいなこと言わないでください」

「死ぬ……？　馬ば鹿か言っちゃいけない。あたしは死なないし、君も死なせはしない……でも……」

　寂しく笑ってみせる。

「君とあたしの間にあったかもしれない信頼と友情は、今、ここで死ぬ」

　優ゆう樹きは再度、けたたましく笑い出し叫んだ。

「……そう、ここで死ぬ！　あたしは馬ば鹿かだ！　信じて、裏切られ、そして泣きを見る！　希望を持たなけりゃ傷付くこともないのに、やっぱり望みを持つ……これが人間の悪い影えい響きよう！　無む駄だだとわかっていても！　駄目だとわかっていても！　もしかしたら、次こそはって期待しちゃうんだ！」

　彼女が何を言いたいのか、太た一いち朗ろうには理解できなかった。だが、二つわかったことがある。

　優樹が、自分を信じていてくれたこと。

　自分が、その信頼を裏切ると思っていること。

「俺おれは、あなたを裏切ったりしません」

　小さく、力強く宣言する。

　自分はこの女性が好きなんだ。理由なんかわからない。ただ、好きだという事実だけはあった。この人の信頼を、失いたくはない。

　だが、優樹は弱々しく頭を振った。

「いいんだよ……本人でさえ、頭真っ白になるほど恐ろしいもんだから」

　そっと左手を伸ばして、太一朗の右手に触れる。握るほどの握力はもう残っていない。その手は、太一朗のそれと比べると子供のように小さかった。太一朗は血に染まったその手を、迷うことなく握り締しめた。血は温かかったが、手はひどく冷たかった。力を入れても何の手て応ごたえもない。

「握手……最初で最後のね」

　口を開こうとした太一朗を、優ゆう樹きは先端のない右手を挙げて制した。血管を閉へい塞そくさせておくことができない。ただでさえ少ない血がぽたぽたと落ちて、白い床を赤く塗ぬる。太一朗の手から左手を引き抜き、優樹は三歩彼から離れた。その歩みはふらついている。

「過ちは繰くり返される……昔も今も……未来もそうかもね」

「構かまえろ！　奴やつが……奴が出る！」

　その横よこ田たの声は悲鳴に近かったが、命令には全員が従った。優樹を取り巻く気配が変わっていくことに、気が付かない者はいない。

「さよなら、君のことは忘れないよ」

「片かた倉くらさん……！」

　そして、銀髪の鬼が目を覚ます。
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「うがああああああああっ！」

　優樹の咆ほう哮こうと共に、その体は変異を始めた。右手の切断面から肉と骨がぐちゅりと盛り上がると、それはすぐに手の形を成した。真新しい右手は体液でぬめり、照明を受けて不気味に光る。その手の大きさはヤツデほどもありそうだ。

　色白だった皮ひ膚ふは、黒ずんでいた。小さかった体たい軀くはぼごりと異様な音を立て、筋肉が内から膨ふくれ上がっていく。骨格までが拡大化し、背丈を二十センチ近く伸ばした。着ていた服や靴くつが急激な膨ぼう脹ちように耐え切れず、内側から弾はじけ飛ぶ。手足の指は異常に伸び、その先端には鋭するどく長い爪つめがあった。

　銀に輝かがやくその髪の毛だけが、〝それ〟が優樹であることを証明していた。

「げえええええええっ！」

　変へん貌ぼうしていく優樹を見て、誰だれかが床に吐と瀉しや物をぶちまけた。ある者は銃を落とし、ある者は叫び、ある者は気絶した。意識を保っている者たちは、恐怖に身がすくみ動けない。

　優樹の姿は、もはや完全に〝人〟ではなくなっていた。再生したばかりの巨大な右手で自らの顔を鷲わし摑づかみにしているため、表情は見えない。それでも額ひたいから突き出た、太い一本の角までは隠しようがなかった。

「……だから、警けい告こくしたのに……」

　低く、重々しい声がした。よほど注意深く聞かなければ、それが優樹の声とはわからなかっただろう。

　恐慌状態に陥った数名が、跳弾にも構わずに無計画に小銃を乱射した。丸太の如ごとく太い左腕が振るわれる。折れた手首はとっくに繫つながっていた。ただそれだけで、全すべての銃弾が落ちていく。

　ひゅうううう、という奇妙な音と共に、優ゆう樹きが呼吸する。音が止まると同時に、反はん撃げきが始まった。その動きを、誰だれ一人として視認することはできなかった。

　左掌しよう底ていは、一秒で三人のみぞおちを打って気絶させた。次の二秒目で四人のこめかみに蹴けりを叩たたき込んで地を這はわせる。

　戦せん闘とう力を持った人間たちが全員倒れ伏すのに五秒とかからなかった。あまりにもあっけない戦い、いや、戦いとすら呼べない、一方的な攻撃だった。

「……醜みにくいな……片かた倉くら優樹……」

　横よこ田たの言葉だった。彼はもっとも後ろに隠れていたため、まだ立つことを許されていた。

「その姿は、君の精神的外傷トラウマだと思っていたが……当てが外れたよ。だが顔を隠しているところを見ると、人並みの羞しゆう恥ち心は残っているようだな……人ではないのに」

　優樹は右手で顔を覆おおっている。目がどこを見ているかもわからない。

「醜い……が……素晴らしいな！　いったいどうやって変異しているのだ？　その力の謎なぞを解明できれば、人類の未来……」

　優樹の動きは素早かった。たった一歩で横田との距離を縮ちぢめ、左手で彼の首を摑つかんでそのまま壁かべに叩き付ける。後頭部が割れ、血が髪と壁を汚す。

「何が……何が人類の未来だ……！　そんな題目で高たか橋はしくんの肺を取り出して、ヨーウィーを薬漬づけにして……！　あたしの心臓でも足りないの!?　こんなことをしないと未来がない人間なんか……！」

　手に力がこもった。だが横田の顔が蒼そう白はくになっていくのを見て、最後で自制する。

　殺さないのではない。殺せないのだ。

　人も怪あやかしも、優樹には殺せない。

「貴様を研究すれば……死や老い、病気から人類は解放される……ヒト遺い伝でん子しがあるなら……ヒトのために貢献しようとは思わないか……」

　汗と涎よだれを垂らし、歯の根を震ふるわせ、失禁しながらも、持論を語り続けるこの男の執念に、優樹は心身共に寒くなった。これほどの目に遭いながらも、彼は自分の〝研究〟で人間を救おうとしている。

　驚きよう愕がくすべき使命感だった。

「……生まれれば、いつか死ぬ。怪だってね……。その探究心を、違う方向に生かせばよかったのに。……あたしはそこまで献身する気はない……。痛覚を消せても、再生できても……」

「心は傷付く。それは、そう簡単に癒いやせないんだ」

　太た一いち朗ろうがいた。ベレッタを横田に向けている。足を庇かばい、壁に手を付きながら前進する。

　優樹が戦っている間、太一朗は何もできなかった。鬼、としか言いようのない優樹の異形、その強さの前に体が動かなかった。

　それでも、太た一いち朗ろうは動いた。彼を動かしたのは、横よこ田たへの怒りと憎悪だった。

「俺おれは……そいつを殺します」

　優ゆう樹きは横田から手を離した。極度の緊きん張ちよう状態から脱したからか、彼はそのまま崩れ落ちて気を失う。

「逮捕したところで懲ちよう役えき何年、もしかしたら執行猶予かもしれない。そしたら、また研究とやらを繰くり返す。俺は、こんな奴やつ許せない……人間の恥だ」

　横田の語る『人類の未来』を否定したかった。

　優樹を苦しめて手に入れる〝未来〟など欲しくない。人の未来は、もっと別の方法で切り開けるはずだ。そして、一いつ瞬しゆんでも彼の〝理想〟に耳を傾けた自分も許せなかった。

　だから、山やま崎ざき太一朗という名の〝人間〟は、横田に殺意を持った。銃口の狙ねらいを眉み間けんに定める。教練で習ったことは、太一朗の頭の中から消えていた。

「落ち着きなさい、山崎くん」

　振り返らなかった。今、彼と正面から対たい峙じする勇気はない。

「俺は、落ち着いています。刑法第百九十九条、人を殺した者は、死刑又は無期もしくは三年以上の懲役に処す。俺はその覚悟を持って、この男を殺そうとしています。こいつを殺せるなら、死刑になっても構かまいません」

　激情は時に、人をあらゆる恐怖から解放する。彼の口調そのものは、本当に冷れい徹てつだった。

　指に力がこもった。

「駄だ目めだってば！」

　大きな掌てのひらがピストルを包み込んだ。

「そんな理由で人殺しになっちゃいけないよ……」

　太一朗は歯を食いしばった。その指は彼よりはるかに長く太く、鋭えい利りな爪つめを持っていた。黒光りする皮ひ膚ふが、生理的な嫌けん悪お感を催させる。

　これが本当に、先ほど握り締しめたあの小さかった手なのか。

　太一朗の怯おびえた様子に気が付いた優樹は、そっと彼の手からピストルを奪って少し離れた。

「……すいません……」

　殺意の代わりに、太一朗の心を支配したのは恐怖だった。

　恐ろしかった。可愛かわいらしかった外見とは似ても似つかぬ、その異形と力が。本質は優樹と変わってはいないと頭に命令しても、肉体は未知の怪物を前に萎い縮しゆくしていた。

　その時、床に倒れていた警けい備び員の一人が意識を取り戻した。手加減をし過ぎて、打だ撃げきが浅かったのだ。彼は朦もう朧ろうとした意識の中で、立っている生き物に小銃を向けて引き金を引いた。

　標的は太一朗だった。気が付いた優樹が、咄とつ嗟さに太一朗を突き飛ばす。

　右腕で。

　よろめき床に倒れ込みながら、太一朗は見た。

　優ゆう樹きの顔を。

　白い部分が全くない、赤く輝かがやく左目。空くう洞どうだった右目の中で、肉と赤い管が蠢うごめいて再生を始めている。険しく生気のない、凶悪な面めん貌ぼう。鷲わし鼻ばなの下にある横に大きく裂けた口。その口の中に収まりきらず、突き出している二本の鋭するどい犬歯。

「うわああああああ!!」

　太た一いち朗ろうは恐慌の悲鳴を上げた。この瞬しゆん間かん、優樹の心はかつてないほどに深く抉えぐられたが、それでも彼の喉のどの奥から迸ほとばしる声が止まることはない。その悲鳴が終わると共に、太一朗は気絶した。




　予想できなかったことではなかった。ただ、それでも優樹は密ひそかな希望を持たずにはいられなかった。

　太一朗が自分の真の姿を見ても、恐れないこと。

　そんなことは無理だとわかっていても。自分に恐怖を感じない人間が、いかに恐ろしい存在であるかをわかっていても。

　優樹は希望を抱いた。

　砕け散った。




　男の顎あごを蹴けり上げて気絶させると、再び動く者はいなくなった。

　優樹は呼吸を整えると、大きく息を吐き出した。黒い筋肉が縮ちぢんでいき、彼女の体は元の姿に戻っていく。服の端々が破れ、靴くつも靴下も千切れ飛び使いものにならなくなっていた。

　周囲の人間たちは全員倒れ伏している。命を落とした者はいない。傷付いた者は少ない。もっとも多くの怪け我がをしていたのは優樹だった。だが体中の傷はすでに癒いえ、損傷箇所は全すべて再生している。目に見える傷はない。右目の再生も終わっている。

　それでも、彼女が受けた傷は深かった。

　大きく息を吸う。高たか橋はしと研究所に端を発した一連の事件で、優樹が関かかわれることはここで終わった。後は、他部署の警けい察さつや内閣行政府の仕事だ。米軍との関わりが横よこ田たの口から出たが、物的証拠がなければどうしようもないし、それを捜すのは優樹の役目ではない。

　太一朗を見下ろした。彼が気絶する寸前に見せた形相は、優樹の脳裏に焼き付いている。

　目と鼻の奥が熱い。悲しかった。寂しかった。孤独でない時間、楽しかった時間は終わった。涙が鼻の脇わきをつたって流れていく。涙るい腺せんを止めようとした。

　止まらない。止めることができない。

　優樹は必死の思いで泣くのをこらえる。泣いたところで事態が好転しないことなど、嫌いやというほど味わっている。泣いて、叫んで、わめいても、誰だれも助けてくれはしない。

　もしかしたら、自分を助けてくれるかもしれない。

　信じようとしていた人間の青年は、彼女を見て意識を失った。

　自分が醜みにくく恐ろしい存在であることを、二十年前に知った。偶然鏡かがみを見た時、彼女は自分の姿に泣き叫んだ。気が付いた時には、黒かった髪は白く変色していた。それ以来、鏡を見たことはない。

　それ以上に、自分の醜さを他者に見られること、そして恐怖の悲鳴を上げられることは堪え難かった。

　確かに、彼女は怪あやかしであった。そして、人間の女でもあった。自分を好きになってくれる、母親以外の人間を待っていた。

　待ち人は来なかった。




　優ゆう樹きは泣き止やむと、太た一いち朗ろうを担ぎ上げてこの場を去ろうとした。後に残された連中は、警けい察さつにまかせておけばいい。

　歩き出そうとした優樹の背後で、空気がざわめいたような気がした。振り向くが何もない。

（疲れているんだ……）

　床に落ちる薬やつ莢きようを蹴け散らし、ぺたぺたと足音をたてながら優樹は階段を上っていった。

　彼女が立ち去ってからきっかり一分後、動く者のない部屋に虚空から一人の男が忽こつ然ぜんと姿を現した。音もなく床に足を付ける。

「やはり、こうなりましたか」

　浦うら木き良よし隆たかであった。相変わらず、その顔から笑みは消えていない。

　彼の持つ力〝空渡り〟は、どんな障害も距離をも越えて移動することができる。この日本という国の中で、浦木の行けない場所はない。

「これで二十年前の清算は一応付きます。一応、は」

　誰だれに聞かせているわけではない。〝自分〟に聞かせているのだ。

「では、仕事を始めましょうか……仕事と私の復ふく讐しゆうを。スーツが汚れるのは、もう気にしなくていいですね」

　浦木は声もなく笑った。




「片かた倉くら巡査部長！」

　優樹が太一朗を背負って研究所の門に辿たどり着いた時、緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊の面々が門をこじ開けているところだった。その隙すき間まから、赤あか川がわが真っ先に駆け寄ってくる。

「その様子だと……我々の出番はないな」

　優樹の姿を見て、赤川がすまなさそうに言った。

「何、たいしたことはありませんでしたよ」

　そう言って笑う優樹の表情には、暗い影が落ちていた。

「山やま崎ざきは……怪け我がでもしたのか？」

「気絶してるだけです。ちょっと足を撃うたれていますが、貫通してるから大丈夫でしょう」

「……役に立たなかったようだな……」

「そんなこと……」

　ない、と言おうとしたその時、突如研究所の正面玄関を砕け散らして何かが飛んできた。それはまるで狙ねらいを定めたかのように、二人の目前に落ちた。その衝しよう撃げきが地面を揺らす。

「……どういうことだ!?　これは……」

「……あたしに聞かないでくださいよ……」

　それは、脚を折られ尻尾しつぽをなくしたあのヨーウィーであった。時たまぴくぴくと痙けい攣れんして、無気力な瞳ひとみを優ゆう樹きに向けている。

「……なんで？」

　自力では全く動けないようにしておいた。地下三階から階段を上がり、あんな勢いで飛び出すことなど不可能なはずだ。優樹は彼の捩ねじくれた脚に触れてみようとしゃがみ込む。

「あ……」

　前脚部の先端に、赤い液体と肉が付着していた。ヨーウィーや優樹のものではない。

「……まさか……赤あか川がわさん、彼をよろしく！」

　太た一いち朗ろうを赤川に押し付けると、今来た道を引き返した。

「どうした、巡査部長！」

　赤川の呼びかけにも答えず優樹は走った。砕けた玄関扉とびらの破片を乗り越え、所内に再び入る。白く長い廊下には、赤い何かを引き摺ずったような跡が延びていた。それは地下階段に続いている。

　まさか、あるはずがない。優樹はそう思いながら、階段を駆け下りた。自分の足音と呼吸音しか聞こえない。やけに耳障りだ。

　数十秒で、先ほどまで自分がいた場所に辿たどり着いた時、優樹は愕がく然ぜんとした。

　彼女を出迎えたのは、血と骨と肉を砕け散らした物言わぬ死体の群れだった。




「……で、ヨーウィーの脚を使って全員始末しておきました。体の方に無理はありますが、精神状態はあれくらいのことをしてもおかしくないものがありました。豪州政府には内密に」

　都内某所の闇やみの中。浦うら木きは床に跪ひざまずき、偉大なる〝主〟に事の顚てん末まつを報告していた。

「お前にしては、ずいぶん派手にやったもんだ」

　低く、威い厳げんに満ちた声が浦木に答える。

「少々、腹立たしいことがありまして」

　布に包んでおいた細い右手首と、小さな心臓の入った容器を取り出す。

「許せんな。何てことをしやがる」

　ぎりぎりと歯は嚙がみする音が部屋中に響ひびき渡る。

「全く、人間という生き物はとんでもない。俺おれが連中を本当に掌握する日が来るのか……」

「もちろんです」

「……まあ、いい。奴やつらと合衆国がつるんでた証拠は出たか」

「軍付属の研究機関との証拠は押さえました。政府と直接結び付けられるものは、残念ながら。これでは、言い逃れされるでしょう。渋しぶ谷やであのお方を撃うった者は在日米軍に所属していました。捕ほ獲かくして吐かせましたが、法的手続きに則のつとったものではないので証拠にはなりません。自殺に見せかけて殺しておきました。脅迫にはなるでしょう」

　こつこつと、机を叩たたく音がした。

「奴らも馬ば鹿かではない、ということか。だがこれで、俺たちに手を出すことが危険だということはわかったはずだ。しばらくは手を出せないだろう。……しかし奴らは、過去の失敗をすぐに忘れる……」

〝主〟は唐突に話題を変えた。

「……あれは元気か」

「はい、色々と危険はありましたが」

「あれの側そばに、人間がいたそうだな。どうだ、少しは骨があったか」

「多少は」

「……昔は、俺たちと正面からやりあえる人間どもがいた。今は、知恵ばかり働きやがる……所しよ詮せん、俺たちと人間は相いれない。支配するかされるかだ」

　浦うら木きが丁寧に頭を下げる。

「それにしても……イレギュラーであるはずのあの子が、な。俺が期待した奴らはろくでなしばかりだ」

〝主〟の声色に、多少の困惑が混じっていたのを浦木は見抜いた。

「変態、臓器再生、感覚拡大、肉体制御、神経加速、筋肉増強、血管、血液の操そう作さ……生まれた時、あの子はそんな力を持っていなかった。たった二十五年で、あれほど成長……いや、進化することは、俺にもお前にもできない……あの進化はいつまで続くんだろうな」

　無言で浦木が頷うなずく。

「まあいい……あの子が俺の望んだ生物でなければそれでよし。もし、そうであったら……その時は……」

　浦木は〝主〟の言葉の続きを待った。だが〝主〟はそれ以上は何も言わなかった。

「ところでその手と心臓……俺の部屋に飾ったらまずいか？」

「いけません」

「そうか……側においておけば、あの子が近くにいるような気がすると思ったのだが……良識ある〝人間〟としてはまずいか」

　音を立てて、〝主〟が椅い子すから立ち上がる。

「では、それはお前に預けておこう。粗末には扱うなよ」

「はい……内閣総理大臣殿」

「……この肩書きは、意外と実質的ではないな……今度はもう少し違う者になってみるか」

〝主〟の気配と存在が消えた。たっぷり三十秒間、浦うら木きは微動だにせず、手中にある心臓入りの容器と右手を眺ながめた。

　浦木はうっとりとした表情で小さな右手首を持ち上げ、その甲に唇くちびるを押し付けた。
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　三月十二日、午前十一時二十八分。

　片かた倉くら優ゆう樹きは、四十八時間近い眠りから覚めた。起き上がると、見慣れた宿直室の風景が広がっている。普段と全く変わっていない。

　だが、心には空白があった。

　パジャマのままで六課に行く。誰だれもいない以上、服装を気にする必要もない。冷蔵庫の中から冷酒を取り出して、景気付けに一本空けた。ソファーに寄りかかってぼんやりと天井を見る。

　肉体は全快している。だが、無力感が心の底でぐるぐると渦巻いていた。こうしていると、一昨日のことを思い出してしまう。

　事後処理と太た一いち朗ろうのことは赤あか川がわに任せ、浦うら木きに電話で簡単な報告をした後、優樹は渋しぶ谷やの捜査第六課分署に戻って眠り続けた。

　何も考えたくなかった。また誰もいない、何もない毎日が始まる。

　太一朗の机に目を向けた。たいしたものは置いていない。たたまれた空手着だけが目立っている。これの持ち主がここに来ることは、二度とないだろう。

〝銀髪の鬼〟の顔を正面から見て、その後優樹をまともに見て会話できた人間は、母親しかいない。

「もう、どうでもいいや……」

　つい、今の気持ちを吐き出した。だがどんなに精神が疲労したところで腹は減る。優樹は出かけるために着替えることにした。自分で食事を作る気力はまだない。力が本来のレベルに戻っているかどうか、ついでに試してみる。

　聴覚神経を研ぎ澄すます。あらゆる音が耳を刺激した。自動車が走る音、カラスの鳴き声、道路を歩く人間の足音、ビルの扉とびらが開く音……。

（……あれ？）

　間違いない。入り口のドアを開けて、誰かが階段を上ってくる足音がする。どうせ、新聞の勧誘だろう。そう思いながらも、優樹はその音に聴覚を集中させた。

　聞き覚えのある足音だ。数日前まで、この足音が近付いてくるのがどれほど嬉うれしかったことか。

　足音は第六課の前で止まり、そして。

「おはようございます、片倉さん！」

　懐なつかしい、元気な大声が部屋中に響ひびき渡った。




　最初、優ゆう樹きは呆ぼう然ぜんとしていた。彼ともう一度会うことなど考えもしなかったし、諦あきらめていた。

　だが、山やま崎ざき太た一いち朗ろうはここにいた。少し足を引き摺ずっているが、それ以外は何ら変わっていない。

「二日間も無断欠勤をして、今日は遅刻までしてしまいました。申し訳ありません。山崎太一朗、本日より心を入れ替えて職務に励みます！」

　敬礼する太一朗を、優樹はまじまじと見つめてしまう。

　何を言えばいいのだろう。彼は、なぜこんなにもいつもと変わらないのだろう。〝銀髪の鬼〟のあまりの恐ろしさに、ショックで部分的な記き憶おく喪失にでもなってしまったのか。

　そんな優樹をよそに、太一朗は自分の席についた。

「片かた倉くらさん、どうして寝間着のままなんですか？」

　そう話しかける口調も、いつもの通りだ。いや、今まで以上に軽快で、どこか親しみがこもっているようにさえ感じられる。そんなことは、気のせいに決まっているのに。

「うん……今起きたばかりだから……」

「そうですか。きっと一昨日おとといの疲れが残っているんですよ。自分も、何もしてないのに疲れましたから」

　彼は、あの時のことを覚えている。それなのに、なぜこうも明るく振る舞えるのか。彼の心拍数は、平常心であることを示している。

「着替えてくる……」

　優樹は頭を振りながら立ち上がり、宿直室に戻った。着替えながら、太一朗の心境を察しようと思考を巡らす。だが洞どう察さつ力に秀でている優樹にも、理解できないことはあった。

　宿直室を出ると、太一朗は屈伸運動をしていた。それを横目で眺ながめながら、優樹はソファーに座る。いくら考えたところで、答えの出ない疑問はある。ならば、直接本人に聞くのが一番手っ取り早い手段であった。意を決して、彼に話しかけようと口を開いた。

「山崎くん……」

「『なぜ、君はあたしを怖がらないの？』……どうです、俺おれも先読みができるようになりましたよ」

　優樹はあっけに取られてしまう。

「……片倉さんが怒ったり笑ったりするのは見ましたが、そんなにびっくりした顔を見るのは初めてです」

　太一朗はしっかりとした足取りで優樹に歩み寄った。彼女の正面に立って、視線を合わせる。その顔は今までとは少し違っていた。

　自信に溢あふれ恐れるものなど何もない、という態度はいつもと同じだ。それでもどこか雰囲気が異なっている。

　太た一いち朗ろうは大きく深呼吸すると、左手で優ゆう樹きの右手を摑つかんだ。大きく温かい掌てのひらが、小さな優樹の手をすっぽりと包む。

「握手です。二回目ですね」

　太一朗の笑いはぎこちなかったが、それは優樹が恐ろしかったからではない。女性の手を握るのが照れ臭かったからだ。

「どうして……」

　声が震ふるえた。こんなことは、今までに一度もなかったはずだ。人間の方から手を握られることなど、一生ないと思っていた。

「……すいません。あの時、悲鳴を上げて……」

　優樹の容姿を恐れて、悲鳴を上げて気絶した。気が付いた後も、あまりの恐ろしさに身がすくんだ。食事も睡眠も取ることができないほどに。

　それでも太一朗は、優樹の本質を恐れることをやめた。彼女ほど勇敢かつ聡明、強く、優しく、誇り高い存在に太一朗は会ったことはない。自分と同種であるはずの人間の方が、よほど唾だ棄きすべき存在であった。

　異形である。異能力者である。それだけでその本質を誰だれも見ようとしない、孤独なダブルブリッド。その心には何の変わりもない。

　だから太一朗は、優樹の前に再び姿を見せた。

「俺おれは……これからも片かた倉くらさんを尊敬します。人間だからとか、怪あやかしだからとかじゃなくて、片倉優樹という存在を。足手まといにならないように鍛きたえます。だから……ここに出向を続けさせてください。そして、人間全部があんな奴やつらだと思わないでください。俺と片倉さんの友情は死んでいません。……俺を、信じてください。絶対に……裏切りません」

　優樹は、金魚のように口を開閉する。何と答えればいいのか。

　人間が嫌きらいなわけではなかった。ただ、どんなに政府や警けい察さつのために働き事件解決に貢献しても、人間たちは自分を忌み嫌った。

　諦あきらめていた。

　いつの間にか、『人間なんか』という思いに支配されていた。

　怪であることに誇りを持ち過ぎて、自分も半分は人間であることを忘れかけていた。

　自分を受け入れてくれる人間が目の前にいた。

「山やま崎ざきくん……」

　後に続く言葉がない。その代わりに、涙が溢あふれた。悲しみや怒りではなく、歓かん喜きの涙だ。

　自分は、彼を好きになれる。

　彼は、自分を好いてくれるかもしれない。

「泣かないでください……。俺は頼りにはならないかもしれません。でも、噓うそはつきません」

「嬉うれしいから、泣いてるの……」

　太た一いち朗ろうは、やや緊きん張ちようしながらその頭髪を撫なでた。白髪のさらさらとした感触が心地よい。

　今こそ本当に、この小さな少女を愛いとしいと感じた。自分は、力や知恵では彼女に到底及ばない。だが彼女の孤独を救い、心を支えることだけはできるのだ。

「ありがとう……」

　優ゆう樹きは、両手で太一朗の左手を握った。

　思い出した。幼い時の母の言葉。

（……あなたを好きになって、あなたが大切にしたい人が来るわ……）

　望んだものは、彼と共に歩む明日。明日の先にある未来。

　待ち人は、ここにいた。
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　あとがき







　自分の部屋で一人でワープロを打っていると、ひどく不安になる時があります。本当に自分の小説がこの世に出るのか。もしかしたら自分は騙だまされているのではないか。いつか編集者さんに『いやあ、実は冗談なんですよ』と言われたりはしないか。その度に授賞式で頂いた人を殺せそうなブロンズ像を眺ながめて、『これは現実だ！』と自分に言い聞かせていました。見本を貰もらえるにもかかわらず、発売日には自分で本を買いに行くことでしょう。自分の本をどんな人が買ってくれるか、ちゃんと売れているか、一日中本屋に張り込むつもりです（かなり本気）。

　現実を自分の目で確認するために。




　そんなスーパー猜さい疑ぎ心にかられることがたまにある、中なか村むら恵え里り加かの『ダブルブリッド』はいかがでしたか？　私の担当さんに「この作品の根底にあるものは愛です！」と言われた時は、「ぐはあっ！」と叫んで机に突っ伏してしまいました。確かにそういうことも考えて書きましたが、面と向かって主張されると凄すさまじく恥ずかしいものです。読んだ方、ご意見ご感想を教えていただければ幸いです。

　この話、一応は完結してますが、『万が一にも本になったらシリーズ物にしてやろう』と密ひそかな野望を燃え上がらせていたので、伏線が露ろ骨こつにあるいはさりげなく、そこら中に張ってあります。我ながら身の程知らずなことをしたと思っていますが、その『万が一』が実現してしまいました。現在、私の心の中だけで『ダブルブリッド』のシリーズ化計画は動いています。まあ次があるかどうかも、今は何とも言えませんが。もし『こんな話が読みたい』というリクエストのある方は、どうぞお手紙ください。寝る間も少し惜しんで頑がん張ばってますので、期待してくれると嬉うれしいです。

　我が父曰いわく「小説を書くのは、受験みたいなものだ。頑張らないと成功しないが、頑張ったところで成功するとも限らない」。希望と野望あふれる娘になんてこと言うんだ親父おやじさん……でも事実かもしれない……。




　では、少々この場を個人的に借りさせていただきます。

　私の作品を評価してくださった選考委員の方々。本を出すために尽力してくださったメディアワークス編集部の方々。小説を書くきっかけと喜びを私に気付かせてくれた高校時代の後こう輩はいと、彼女と私をつなぐ縁えんであった『トーキョーＮ◎ＶＡ』。私の執筆を時には邪じや魔まし、時には励ましてくれる家族一同。息抜きと人生経験とネタを私に与えてくれる友人たち。忙しい時に限って膝ひざの上に乗ってくる愛猫マリ。ここ一年、私を密ひそかに支えてくれた浅せん草そう寺のおみくじ（小吉）。睡眠時間と執筆時間を大幅に削りながらも、活力を提供してくれる家庭用ゲーム機三台。

　私のくだらない愚痴を聞いてくれて、その上詰まったゲームのヒントまで教えてくれた担当の峯みねさんと、イラストでこの作品にさらなる〝命〟を吹き込んでくれた、藤ふじ倉くら和かず音ねさん。

　この小説を読んで下さった全すべての方。

　雑ではありますが、まとめてお礼を申し上げます。ありがとうございました。

　そして授賞パーティでお会いした歴代受賞者の方々。私にビールをつぎにきたばかりに、延々と猫の話を聞かせてしまった名も知らぬお姉さん。酒さけ癖ぐせが悪くてすみませんでした。今度お会いする機会があるならば、素面しらふのうちにお目にかかりたいものです（たぶん無理だけど）。




　色々と書きましたが、私の作品がまたみなさまの目に触れる機会があることを祈っています。





中なか村むら恵え里り加か
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中なか村むら恵え里り加か

１９７５年生まれ、東京出身。アルバイトをやりつつ執筆した今作が第六回電撃ゲーム小説大賞で〈金賞〉を受賞。プロになる宿命を与えられる。ゲーム全般が好きで、特にＤＣには特別なこだわりを持っている。家には八匹の猫が棲息中。
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イラスト／藤ふじ倉くら和かず音ね

１９７５年、東京生まれ。日芸写真学科卒業後、フリーに。専門学校講師、クラブイベント／コンサート映像演出、デザイナー、イラストレーター等をしつつ、可笑しく楽しく生存中。
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